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「挟はさみ撃ちにされた」

　そう言ってからのナーガの決断は早かった。

　騒ぎ出す魔女や供ともの兵の前で、彼はきっぱりとこう言った。

「大陸本土へ逃げる」

「本気ですか!?」

「一刻も早くグランビスタまで戻ったほうが」

「ルルドルブの兵に見つかりでもしたら」

　皆は口々にナーガを諫いさめるようなことを言ったが、彼は揺るがなかった。

　最後には眦まなじりを吊つり上あげてユウキが詰め寄ってきた。

「意味わからないんだけど。これしか手て勢ぜいがいないのに、千を超えるような部隊を相手に戦いくさをするって言うの!?」

　しかしナーガは、余裕のある態度で彼女に応えるのだった。

「戦うとは言っていない」

「は？　どういうこと？」

「たしかに俺おれとおまえたち魔女は、二十人ばかりで二千を相手に一戦して勝利したこともあったが」

「ああ、あったわね。なんか、もうずいぶんと昔のことのように思えるけど」

「あれは予あらかじめ周到な準備ができていたからこその勝利だ。今はなんの用意も準備もできていない。するだけの余裕もない。この人数で千を相手に戦って勝利することなど、できやしないさ」

「だったら一刻も早く戻らないと……」

　と言いかけたユウキの言葉を遮さえぎって、ナーガは言葉を継いだ。

「戻れば、もっと多い軍勢が待ち構えているだろうよ」

「だからどういうこと？」

「つまり、この挟み撃ちの首しゆ謀ぼう者しやは半島にいるってことだ」

　というナーガの言葉に、ユウキだけでなく、イクシーヌ、クゥ、セレナ、ケイ、そして供の兵たちも、驚きよう愕がくを露あらわにしてナーガを見つめた。

「誰!?　誰がそんな奸かん計けいを巡らせたの!?」

「おい、ケイ」

　ナーガが真面目な顔でケイを見やった。




「な、なに？」

「おまえ、奸かん計けいなんていう難しい単語を知ってたんだな」

　がくぅ。

　山賊と戦ったとき、魔法を使うため服を脱いで下帯と胸覆おおい姿になっているケイが──彼女だけでなくイクシーヌやセレナ、ユウキなども同じ恰かつ好こうだ──大きくずっこけた。

「いま言うことがそれなのっ!?　っていうか、あたし、とことん馬鹿だと思われてる！」

「え？」

　セレナとイクシーヌがわざとらしく目を見開いた。

「ケイを馬鹿だと思っていない者がこの世界にいるだろうか？　いや、いない」

「イぃクシぃぃぃ」

　ケイが飢えた猛獣のような唸うなり声ごえを上げた。

「いやははは、冗談、冗談だから。誰もケイのことを短慮で短絡的で単純で単調で浅せん慮りょでおっちょこちょいだとか、少しも思ってないから」

「思ってるんだなぁぁぁぁ」

　眉を吊つり上あげたケイは、口の中で小さく呪文を唱となえた。

　すぐにケイの右の拳が金属質の光沢を放つ。

「イクシーの顔の輪りん郭かくが少し変わるくらいに軽く殴る」

「ちょ、やめてよ！　全然軽くないよ、それ。だいいち、顔はダメでしょ、顔は。顔は女の命って言うでしょ」

「む。そうか。わかった。顔はやめとく」

　は、とイクシーヌが安あん堵どの息を吐はいた。

「じゃあ、イクシーヌのおっぱいが少し低くなるくらい軽く胸を殴る」

「ちょぉぉぉ!?」

　イクシーヌは胸を両腕で抱え込むようにして後ろへ跳んだ。

「胸はもっとダメでしょ！　顔に勝まさるとも劣おとらない女の命でしょ！」

「うるさいなぁ。ああでもない、こうでもないって言い訳ばっかりで。それでも魔女なの、イクシーは」

「なんでわたしが怒られてるんだか全然わからないんだけどっ！」

「それはイクシーがあたしを馬鹿にしたから」

「馬鹿にしてないでしょ。事実を述べただけでしょ」

「それが馬鹿にしていると！」

「だいいち、ケイのことを短慮で短絡的で単純で単調で浅慮でおっちょこちょいだと思ってるのはわたしだけじゃないから。みんなも思ってるから。ねえ？」

　イクシーヌが周りの魔女を見回すと。

　ユウキとクゥはさっと顔を背そむけ。

　セレナは腰の引けた体勢でふるふると両手を振った。

「やっぱりイクシーだけじゃん」

「みんなの卑ひ怯きよう者もの──っ！」

「さぁ、行くよ？」

　ケイが右腕を振り上げた。

「平らになれ！　むしろ凹へこんでしまえ！」

「ひぃぃぃ」

　震え上がったイクシーヌが、胸を抱えていた右腕をさっと伸ばした。

「クゥでしょ！　おっぱい殴って低くするなら、わたしよりクゥでしょ」

「？？」

　クゥがきょとんとした顔でイクシーヌを見やり。

　ケイが首を捻ひねった。

「クゥのおっぱいこそ、ナーガさんを魅了してやまない元げん凶きよう。言わばケイにとって目の上のたんこぶでしょ」

　ケイがちらっとナーガのほうに視線を走らせると、彼はあからさまに顔を背けた。

「……それもそうか」

　ケイは硬化した右の拳を左手でさすった。

「よし。まずはクゥの無駄に出っ張ったおっぱいを殴る。殴って平らに均ならす」

　するとクゥが、ふっ、と笑った。

「あれ？　クゥの奴やつ、何か余裕ぶってるんだけど」

「クゥのおっぱいを舐なめてはいけない。硬化したケイの拳げん骨こつでも、ぼよんと弾はじき返かえしてみせる。ケイには逆立ちしてもできない技」

「言ったなぁぁ」

　ケイは柳りゆう眉びを逆立てたが、そんな彼女を挑発するように、腰に手を当て胸を反らせたクゥが、体を上下に揺すった。当然、彼女の巨大な胸も、ゆっさゆっさと上下に揺れる。

　その様を見てケイが切れた。

「平らにするなんて生やさしいことはやめだ！　その無駄に大きなおっぱいを叩たたきに叩いて凹ませてやる！」

「ケイにはできない相談」

「ちょっとケイ、いい加減にしなさいよ。クゥも。ことさらケイを煽あおるようなこと言うのよしなさいって」

「おお？　ユウキが喧けん嘩かの仲裁に入った！　珍しいこともあるもんだね」

「ああ？　どういう意味よ、イクシー？」












「いや、どういう意味って、言ったまんまの意味だけど」

「はあぁ？　あんた、わたしに喧けん嘩か売ってんの!?」

　ケイ対クゥ。

　ユウキ対イクシーヌ。

　二カ所で一触即発の睨にらみ合あいが始まり。

　セレナが蒼そう白はくな顔でナーガに取とり縋すがった。

「ナーガさん、今はこんなことをしている場合ではないのでは!?」

　四人の様子を面白そうに見ていたナーガも、それで我に返る。

「ああ、そうだな。そんな場合じゃなかったな」

　ナーガは四人に向かって静かに言った。

「おい、ケイもクゥもユウキもイクシーヌも、喧嘩ならあとにしろ。今は一刻を争うときなんだからな。早くこの場から逃げ出さないと、本当に袋の鼠ねずみになっちまうぞ」

「あ、うん、そう……だね」

「ごめん、なさい」

　ケイとクゥが不ふ承しよう不ぶ承しようと言った態度で矛先を収める。

「わたしのせいじゃないでしょ。イクシーが喧嘩を売ってきたんでしょ」

　ユウキはあくまで不満そうだ。

「そうだよ。あたしだって最初にイクシーに馬鹿にされたんじゃないか」

「イクシーヌ。おまえはみんなを煽あおりすぎだ」

「あぅぅ。ごめんなさい」

　イクシーヌが素直に頭を下げたので、ようやくユウキやケイも視線と表情を和らげる。

「で、だ。話を戻すけどな」

　ナーガが魔女と護衛の兵たちを見回した。

「誰が首しゆ謀ぼう者しやかはまだ不明だが……いや」

（あの菓子袋を部下に持たせて俺おれに届けさせたのはリガヤだ。リガヤが挟はさみ撃ちを示し唆さしたのだとすれば……おそらくそうなんだろうが、となると首謀者はカサンドラ国王ということになる）

　そこまでを読んだナーガだが、そのことはまだ言わないでおく。

　彼は素そ知しらぬ顔で言葉を継いだ。

「半島の国の中に首謀者がいるのは間違いない。そいつがルルドルブ側に俺たちのことを教えたんだ。俺たちがベルデ山脈を越えて本土に出ていくと伝えたんだ。それを知ったルルドルブは、部隊を送って俺たちの進入を阻止しようとする。部隊を見た俺たちは、当然、引き返す。そこを狙って討うち取ろうというのが首謀者の真の狙いだ。泡を食くって引き返してくる俺たちは完全に無防備だから、そこを襲おそわれたら、いくら魔女が五人いても抵抗のしようがない。多勢に無ぶ勢ぜいの上、辺りは峠とうげ越ごえの細い一本道、逃げようがない。押し包んでしまえば討ち取るのは簡単な話だ」

　魔女や兵たちが、ごくりと唾つばを吞のんだ。

「だから引き返すのは奴やつらの狙いに嵌はまることになる」

「じゃあ、どうするのよ!?」

　ユウキが口を尖とがらせて迫っても、ナーガは平然としている。

「まぁ落ち着け」

「落ち着いてる場合じゃないでしょ。ルルドルブの兵とは戦わない。半島へ引き返すこともしない。じゃあ、わたしたちは、どうすればいいわけ!?」

「そう難しく考えることはないんだよ。今は戦えないんで逃げるしかないんだが、半島へ逃げられないんだったら、本土へ逃げるしかねえ。とまぁ、そういうことだな」

「えぇええぇ──っ!?」

　五人の魔女たちは顔を歪ゆがめてその場で跳び上がり。

　一方、五人の兵たちは口をあんぐりと開けて固まっている。

「そんなに驚くことか？　消去法で行けば、それしかないだろ」

「いやいやいや。本土の側へ逃げたら、仮に囲みを突破できても、敵の只ただ中なかに孤立しちゃうじゃない！」

　とユウキがツッコんできた。

「それはそのとおりだがな。そもそも俺おれたちは情報収集のために敵の只ただ中なかへ乗り込もうとしていたんじゃないか。大陸本土へ入るのは予定どおりの行動だろ。まぁ、予定していたよりもだいぶ忙しくなりそうではあるが」

　そう言ってナーガはニヤリと笑った。その不ふ遜そんで不敵な笑みに、浮き足立っていた魔女や兵たちも少し落ち着きを取り戻す。

「でもナーガさん、予定どおりとは言うけど、半島はわたしたちの味方だったわけでしょ。今は敵になったのなら、予定どおりとはいかないんじゃない？」

　イクシーヌがそう訊きくと。

「だから忙しくなると言ったのさ。半島の国のどこかが、もしかすると大半が俺や魔女に叛はん旗きを翻したとなれば、一刻も早く魔女国に戻って対応策を繰り出さないとな」

「なら、このまま引き返したほうが早いんじゃ？　追っ手がかかってたとしても、戦わないで逃げればいいんでしょ？」

　今度はケイがそう訊いた。

「それは奴やつらの狙いどおりだと言ったろ、ケイ。敵の読みどおりに行動していたんじゃ、敵の狙いを外すのが難しい。敵の読みを外して、敵の打った手を無駄撃ちにさせる。空くうを切らせる。それがもっとも助かる可能性が高くなる応おう手しゆなんだよ」

「そんなものなのかなぁ」

　ケイはまだ首を捻ひねっているが。

「具体的にはどうするんですか？」

　セレナが訊いた。

「まずはこのまま本土側へ下る。もちろん街道は使えないから山中突破になるが、本土側は半島側より斜度も緩いし、斜面も険しくはないんだろ？」

　ナーガに視線を向けられ、隊長のベルデセンは、はい、と肯がえんじた。

「ルルドルブの街の標高は五百ヤルドくらいありますから、グランビスタに比べて三百ヤルドくらい高いところにあります。その分、街まで下りる道はルルドルブ側のほうが緩やかです。山も、半島側は荒れた岩山が多いのに比べ、本土の側は、そのほとんどが木々が茂った山になっていますから、隠れやすいと思います」

「つまり、山の中に入ってしまえば、ルルドルブの兵に見つかる恐おそれは少ないってことだ。そして斜面が緩やかなら、駆けて下れるだろう」

「なるほど、たしかに」

　隊長以下の兵は納得の顔で頷うなずいたが、ユウキはあくまで疑わしそうな顔だ。

「本当にあんたの足で山を駆け下ることができるの？」

「生きるか死ぬかの瀬戸際だ、なんとかするさ。どうしても下りられないときは、クゥに革帯で担いでもらうしかないな」

「任せて。クゥは革帯でナーガさんを軽々と担いでみせる」

「できるだけ革帯を長く伸ばしてくれよ？」

「わかった。クゥはできるだけ革帯を長くしてナーガさんを軽々と担ぐ」

「いや、それ、ナーガがあんたの裸を見たいだけだから」

　ユウキにツッコまれても、クゥは平然としている。

「かまわない」

「かまわないのっっ!?」

「ナーガさんが見たいならクゥは応じるのに吝やぶさかではない」

「吝かじゃないのっっ!?」

「革帯の九割五分くらいを体から離して、おっぱいが盛大に露出するように頑張る」

「頑張るところなの、それっっ!?」

「いま頑張らないでいつ頑張るというのか」

「クゥが完全に頑張りどころを間違えてる気がするんだけどっっ！」

「クゥだけにやらせておくものかっっ！」

　ユウキが大きく仰のけ反ぞった。

「ケイがおかしな方向に燃えてるっ!?」

「ああっ、でも、いくらあたしが体を硬くしても、山を下りるナーガさんの役に立たないかもしれないっっ!?」

「やっぱ馬鹿でしょ、あんた」

「ユウキが酷ひどいっっ！」

（やれやれ。いま俺おれたちはかなり危険な状況に追い込まれているってぇのに、こいつら、本当にいつもと変わらないな。いや、状況の深刻さがよくわかっていないだけかもしれないが。ともあれ早く行動を起こしたほうがいいのはたしかだ。どれ、行くとするか。行くというより、逃げるというべきか）

　ナーガは内心で苦笑する。

「セレナ！」

　自分を呼ぶナーガの声に切迫感が色濃く出ていたので、セレナは思わず背筋を伸ばした。

「はい、ナーガさん」

「もう一度、天てん眼げんで砦とりでの周辺を見てくれ。兵はみな街道を登ってくるんだな？　街道沿いの山に入っている兵はいないか？」

　セレナが頭を後方に倒して天を睨にらむと、彼女の瞳が赤く染まった。

　魔法の力で、セレナの視点は百ヤルドほど上空に移動する。空を飛ぶ鳥は、こんなふうに地上を見下ろしているのだろうか。そう思える風景がセレナの脳のう裏りに広がった。

　セレナは見下ろす視点の位置を変えて角度や距離を調整する。

「木々が生い茂っているので見えづらい部分も多いですが、少なくとも見える範囲では、林の中に兵の姿は確認できません」

「さすがに森の中にまで部隊を展開するだけの兵数はないか。いや、俺おれたちが危険を察さつ知ちして森の中に逃げ込むことなど想定していないんだろうな。これなら、たとえ森に入っている兵がいたとしてもごく少数だな。であれば、こちらは山中に分け入って山を下ろう。土地勘がある奴やつはいるか？」

　ナーガが訊きくと、隊長のベルデセンは申し訳なさそうに首を横に振った。

「本土まで歩いたことのある者はおりません」

「そうか。なら、出たとこ勝負だな」

　というナーガの顔に悲壮の色は浮かんでいない。

　心配そうに自分を見つめるベルデセンや兵たちに向かって、ナーガは頷うなずいてみせた。

「なに、こちらにはセレナがいるんだ。もし敵が山中に部隊を送り込んできても、出会でくわさないように進路を取るのは容易たやすいことだ。問題ない」

　天てん眼げんを使えば、セレナは前方に敵兵がいるかいないかだけでなく、進む先の地形も把握できるのだ。見通しの利きかない森の中でも敵に遭遇せずに済むし、道に迷う心配もない。

「そ、そうですね。こちらにはセレナ殿がいるんだ」

「頼りにしてます、セレナ殿」

　兵たちに期待に満ちた目を向けられ、セレナは少し腰を引き気味にして応えた。

「あ、はい、頑張ります」

　この危地からの脱出が叶かなうかどうかが自分の天眼に懸かかっているのだと思うと緊張する。同時に嬉うれしくも思う。

（人から『頼りにしてる』なんて言われるのは初めてです）

　責任感が重く両肩にのしかかってくるけれど。少し恐こわくもあるけれど。セレナは自分でも驚くほど前向きな気持ちになれている。

「ケイちゃん」

「ん？　なに？」

「わたし、空を見上げて歩くことになりますから、わたしの手を引いてもらえますか」

「任せてよ」

　セレナが差し出してきた手を、ケイがしっかりと握る。

「わたしとケイちゃんが先を歩きます。イクシーとクゥはナーガさんの側そばを離れないでください」

「あ、了解」

「わかった」

「ユウキは、できればいつでも飛ひ空くう艇ていを飛ばせるようにしておいてほしいのですが」

「あ、うん、わかった」

　ユウキは後ご生しよう大事に抱えてきた飛空艇を地に降ろした。

　飛空艇に足を載せようとしたユウキは、自分に注がれる視線を感じて動きを止める。

「ちょっと、ナーガ。じろじろ見ないでよ！」

「すぐそこにほぼ裸の女子がいたら、何はなくても見るだろう？　男として。なあ、ベルデセン？」

「え？　いえ、あの……ええ、まぁ」

　正直に頷うなずいてしまってから、隊長は慌あわてて手を振った。

「あ、いえ、これは一般論ですから、ユウキ殿はあまりお気になさらずに」

「気にするわよ！」

「何を気にするって言うんだ？　おまえら、いつも裸みたいな恰かつ好こうしてるんじゃないか。下帯と胸覆おおいなんて、いつもの恰好と大して違わないだろ」

「違うわよ。あれはちゃんとした魔女の衣装なんだから、他人に見られてもいい物なの。下帯と胸覆いは人に見られちゃ駄目な物でしょ！」

「贅ぜい沢たく者だなぁ」

「贅沢じゃない！　あんたが、いや、あんたらがすけべなだけ！」

　ユウキに睨ねめつけられ、隊長以下、護衛の兵士は揃そろって顔を背そむけたが、ナーガだけは顔を背けない。

「あくまで見る気満々なのね。じゃあ、あんたの眼球を切り裂いてあげる」

　ユウキが右手を上げて人差し指と中指を伸ばすと、そのすぐ上で、小さな空気の渦うずが、くるくると回り、躍った。

　さすがのナーガも今度は顔を背けるしかなかった。

「あ、やっぱ礼儀として下帯姿の女子からは目を逸そらさないとな」

「あんたのどこに礼儀があるのかと！　ねえ、あんたたちもそう思うでしょ？」

　と、ユウキが仲間の魔女たちに同意を求める。

「まぁ、それはそうかもだけど、でもナーガさんが下帯と胸覆い姿の女子を見たいなら、あたしを見ればいいと思うよ？」

「ケイがとんでもないことを言い出した！」

「クゥは下帯と胸覆い姿ではないが見せてもいい」

「いや、あんたのは下帯や胸覆いより露出が増えるから駄目でしょ！」

　ユウキはツッコみに忙しくて、なかなか飛空艇を飛ばせない。

「ユウキ、あまり時間に余裕がないんですから、早く飛ぶ準備を」

　セレナのもっともな指摘にユウキは、う、と呻うめいて、それ以上のツッコミを断念した。

「わかってるわよ」

　それから、ぶつぶつと小さな声で文句を言いながら飛ひ空くう艇ていに足を載せた。

「こいつらがいやらしい視線を向けてこなければ、すぐにでも飛べたのに」

　ユウキが呪文を紡いで魔力を練り上げ、全身に魔力を巡らせると、飛空艇がふわりと浮かんだ。

「これでいつでも飛空艇を飛ばせるけど、でも、わたしが飛空艇を飛ばすときってどんなときなの？」

　ユウキに訊きかれ、セレナは答えに詰まってしまう。

「えっと、それは、たぶん敵に襲おそわれたとき、ですか？」

　助け船を求めてセレナがナーガに声をかけると、彼はゆっくりと顔を向けてきた。

「そうだな。山中で敵兵に追われ、連中の足止めが必要になったときとか、だな。それに森の木々の陰に身を潜めた兵は天てん眼げんでは見つけにくいから、そういう兵がいないかどうかも探ってほしいんだよ」

「あ、なるほど」

「あとな、ユウキにはもっと大事な役目を頼みたい」

「え？　な、何を？」

「それは無事に下へ着いてからにしよう。今は包囲される前に逃げるのが先決だ」

　ユウキが要領を得ない顔で頷うなずくと、ナーガは一同の顔を見回した。

「よし、行くか。セレナ、先導を頼むぞ」

「はい、ナーガさん」

　セレナと、彼女と手を繫つないだケイが道を外れ、山中に足を踏み入れた。

　それを追ってナーガ、イクシーヌ、クゥ、飛空艇を地上からわずかに浮かせたユウキが続き、さらにベルデセン以下の護衛兵が山中に分け入っていった。





　２






　一行は丸一日かけて山の斜面を下り、翌日の昼頃には高原台地の一角に下り立っていた。目的の城じよう郭かく都市ルルドルブから二リーガ以上（約十キロメートル）も離れている場所だ。

　夜は松明たいまつに火を灯ともせない。慎重を期きして歩く速度を落としたが、足を止めてしまうことはなかった。夜よ目めが利きく魔女がいるからこそ可能になった夜行軍だった。おまけにセレナの天眼は闇の中でも使えるから、周囲の景色を確認しなくても道に迷う不安はなかった。

　とはいえ、ナーガや兵士は暗闇を歩くのに慣れていない。

　明かりを持てない以上、そうとうに苦労すると覚悟していたナーガだが、夜空は晴れていて、明るい立ち待ち月が出ていたので、足下を気にしながらゆっくりとではあったが、夜よ通どおし歩くことができた。おかげで翌日の昼に高原台地の一角まで下れたのだった。

　木陰に円陣を組むように腰を下ろしたナーガたちは、水を飲み、携帯食を食べながら、これからの行動を話し合うことにした。
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「さてと」

　ナーガは自分の周りに陣取った魔女と兵を見回して言った。

「地図を出してくれ、ベルデセン」

　ベルデセンが羊よう皮ひ紙しの地図を荷袋から取り出して広げると、皆がそれを覗のぞき込こむ。

「次の街は……よし、ここにしよう。オゥラップだ」

　ナーガが地図上の一点を指先で叩たたいた。

「まずはオゥラップの街まで進んで、そこで旅たび支じ度たくを調える。何しろ馬車も積み荷も燃えちまったからな。馬と食料くらい用意しないと、この先、旅を続けられない。金や貴き石せきは持ち出せたから、なんとかなるだろう」

「念のために多めに持ってきてよかったね」

　とケイが言うと、ベルデセンが、ですが、と口を挟はさんだ。

「金貨ですから、どこかで両替しないとなりません」

「いっそ馬車を買うか？　全員が馬に跨またがるよりは目立たないだろうしな」

「そうですね。たしかにそのほうが余よ人じんの目を引きにくいかと思います」

「じゃ、まずはオゥラップの街に行く。そこで馬車と水や食料を買い込む。可能なら情報も仕入れる。それが、最初にやるべき事柄だな」

「その次はどうするのかな？」

　とイクシーヌが訊きいた。

「旅をするのはいいけど、わたしたちはどこを目指すの？」

　ナーガは自信満々の顔と態度で答える。

「もちろんエゥラニアの街だ」

「えぇっ!?」

　魔女も兵も揃そろって驚きの声を上げた。

「エゥラニアまで馬で？　というか、馬車で走るの？」

「そんなに驚くことか？」

「いや、でも、大丈夫……かな。ねえ？」

　そう応えたイクシーヌが、周りの魔女を見やると。

　クゥもユウキもセレナもケイも、首を捻ひねるばかりだ。

「どうなんだ、ベルデセン？　馬車で行くのは難しいものか？」

　ベルデセンは難しい顔で腕組みすると、そうですね、と言って考え込んだ。

　やがて顔を上げた隊長は、少し不安の色を浮かべながら徐おもむろに口を開く。

「わたしもはっきりとしたことは申し上げられませんが、時間だけなら十日もあれば。ただ、あまり急ぐと、それはそれで目を引きそうですし。それに安全の面から言っても、夜よ通どおし駆けるというわけにもいかないでしょうし。ナーガ様が急ぎたいと仰おつしやるなら、馬車は現実的ではないかもしれません」

「むう、そうか。となると、全員が馬に乗って駆けるしかないな」

「ですが、この陣じん容ようで街道を駆けると、かなり目立ちます。どこかの街の巡回部隊にでも行き会ったら面倒なことになりかねません」

「しかし、半島のヴィータたちが心配だ。一刻も早くエゥラニアまで戻る必要がある」

「あの、でしたら」

　話を聞いていた兵の一人が、恐おそる恐おそるという体ていで口を挟はさんできた。

「ん？　サハティだったか？　何かあるか？」

　ナーガに見つめられ、サハティと呼ばれた若い兵士は慌あわてて頭を下げた。

「お話を遮さえぎってしまって申し訳ございませんでした」

「かまわん。俺おれの役に立つ考えがあるなら遠慮せずに言ってくれ」

　頭を上げたサハティは、

「船に乗ればいいのではありませんか」

　と言った。

「おお、そうか！」

　ナーガは、はたと膝を打つ。

「馬車で十日かかる旅程でも、船に乗れば半分以下の日数で行けると思います。船なら昼でも夜でも最短距離を進めますから。おまけにわたしたちは乗っているだけでいいのですから、疲労することもありません。エゥラニアは商業の街なので、直接そこへ行く船が見つかるかもしれません。見つからなくても、沿岸を南下する船に乗れば時間は大幅に短縮できます。しかも街の巡回部隊を気にする必要もありません」

「なんだ、いいことずくめじゃん！」

　ケイが手を打って喜んでいる。

「いえ、今のは、天気が悪化して海が荒れなければ、という前提条件付きなのですが」

「あ、そっか。時し化けてしまうと、そもそも船が港を出られないか」

「はい、ケイ様」

「ちょっと待って！　もう一回言って！」

「え？　あ、はい。船での時間短縮が可能になるのは、天気が悪化して……」

「違う違う！　そこじゃなくて、そのあと」

　サハティが首を捻ひねっていると。

「だから。そのあと、わたしのことを呼んだじゃん。もう一回、呼んでってこと」

「あ、はい。えっと……ケイ様？」

「くぉ」

　ケイは両の拳を握りしめ、上体を屈かがめてぶるぶると震えている。

「魔女、人間、両方ひっくるめて、ケイ様なんて呼ばれたの生まれて初めてだよ！」

　だぁぁ、とナーガや他の魔女たちがずっこけた。

「気持ちいいなぁ」

　うっとりとした顔で宙を見上げるケイを、ナーガや魔女たちが呆あきれ顔がおで見やった。

「おい、ケイ様よ、今はそんなことに感動してる場合じゃないんだがな」

　とナーガが皮肉るように言うと、すかさずイクシーヌが続いた。

「そうだよ、ケイ様。話を横道に逸そらすなよ」

「ケイ様は単純で困る」

「ケイ様、あまり話を邪魔しないでね？」

　などと、クゥとセレナも畳たたみ込こみ。

「まったくね。ケイ様はお馬鹿でお調子者でお間抜けだから困るわよね」












　ユウキが止とどめを刺し。

　がくぅっ、とケイが両膝を落とした。

「ユウキが……いちばん酷ひどい……」

（まぁ、元々ユウキは酷かったからね）

　という思いを言葉にするのを、イクシーヌはなんとか思おもい留とどまった。ここでまたユウキと喧けん嘩かを始めるわけにもいかない。

（今はナーガさんと一緒に逃げるのが、いや違うか、ナーガさんを逃がすのが喫きつ緊きんの課題だよね）

　そんな決意も新たにイクシーヌがナーガに視線を向けると、彼は真剣な顔で何事かを考えていた。

「ナーガさん、そろそろどうするか決めて行動に移さないと」

　その声にナーガはゆっくりと腰を上げ、林の向こうを見やった。

「まずは船を捉つかまえよう。海が荒れない限り、それがいちばん手っ取り早いし安全だ。となると、俺おれたちが向かうべき街も自おのずと絞られるな」

　ナーガがサハティに顔を向けると彼は、はい、と勢いよく頷うなずいた。

「オゥラップで水や食料、馬を調達できたら、一路、沿岸の海港都市、シーマイアへ向かうのがよろしいのではないでしょうか。大きな海港都市ですから、沿岸を行き来する運搬船や遠くから来る商業船も多数、出入りしているはずです」












「よし。方針は決まったな」

　ナーガはもう一度、腰を下ろし、周りに居並ぶ魔女と兵たちの顔を見回した。

「まずオゥラップへ行く。そこで水と食料、馬を調達してシーマイアへ急ぐ。シーマイアで都合のいい船を探して乗船させてもらえるよう交渉する。船に乗れたら、海路、エゥラニアまで渡航する。エゥラニア行きの船が捉つかまらなかったら、ヴィジャガへ行く手もあるな。ヴィジャガはレンスールの街と誼よしみを通じているから、五会頭側の大きな商館がある。そこに保護してもらって、レンスール行きの手て筈はずを調えるわけだ」

　魔女や兵たちから、了解の声が次々に上がった。

　皆が腰を浮かそうとするのをナーガは押おし止とどめる。

「ちょっと待て。今のは俺おれたちが、の話だ。俺たちとは別行動を取ってもらわないとならない奴やつがいる」

　多くの者が、ん？　という顔でナーガの視線の先を追う。

　ユウキが驚いた顔で自分を指さした。

「は？　わたし？　どういうこと!?」

「おまえには、この状況をヴィータたちに報しらせてもらわないとならないからな。このあとどうするべきか、どうしないべきかも同時にな」
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　ナーガがユウキに託したヴィータへの伝言は、以下の内容だった。




　ルルドルブの兵に待ち伏せされていたこと。

　謀む反ほんの張本人は、半島にいるであろうこと。

　ナーガとイクシーヌ、クゥ、セレナ、ケイは無事なこと。

　野や盗とうに襲おそわれて護衛兵に何人か犠牲が出たが、まだ五人が残っていること。

　窮きゆう地ちを脱して大陸本土へ抜けたナーガたちは、海港都市シーマイアから船に乗り、海路でエゥラニアを目指すこと。

　ヴィータたちは魔女国の国都に戻り、守りを固めて動かないこと。

　今回の騒動で魔女から犠牲者が出ていたとしても、絶対に動かないこと。

　反乱の首しゆ謀ぼう者しやが誰かを──おそらくカサンドラ王国の国王だろうが──確かめる。

　可能性は低いと思うが、もしカサンドラ王国を中心とした大部隊が国都に迫ったら、国都を捨ててレンスールの街まで下がること。

　国都を捨てる捨てないに拘かかわらず、レンスールの街で兵（傭よう兵へい）を集めること。

　そのために、国都を捨てるときは硬貨や貴き石せきを持っていくこと。

　レンスールの五会頭には、このままユウキが飛んでいって、急を知らせること。




　ナーガはそれだけのことをユウキに説明し、同時にセレナに覚え書きを作らせてユウキに持たせた。

　伝えなくてはならないことが多いので、託ことづけるだけでは不安だったからだ。




　次にナーガはユウキに、

「レンスールの街へ飛ぶ途中で魔女国の国都に寄って、留る守す居い役のランジュに事の次第を伝えるんだ。自分が帰還するまでは迂う闊かつに動かないように、ともな。それとな、周辺に出している魔女を国都へ集めて、国都の防備を固めておくこと。あと、カサンドラ王国の動向を探るのも忘れないように、というのも伝えてくれ。できれば王国とのあいだにある山地に物もの見みを置いておきたいが、その辺の人員配置はランジュに任せる。以上だ」

　と指示を与えた。

　言われたことが多かったので、ユウキはナーガの言葉を頭の中で復唱しつつ、

「うん、わかった」

　と応えた。

　続いてナーガは、レンスールの街の五会頭宛てに以下の伝言を託した。




　ルルドルブの部隊に狙われたがナーガは無事なこと。

　今回の反乱は、おそらくカサンドラ王国国王が扇せん動どうしていること。

　すでにナーガは大陸本土へ脱出し、海路でエゥラニアへ向かう手て筈はずになっていること。

　ナーガが戻り次第、直ただちに反撃に移りたいので、傭よう兵へいの募集に協力してほしいこと。

　万が一、魔女たちが国都を捨てて下がってきた場合は、受け入れてほしいこと。

　エゥラニアへ戻り次第、ナーガはエゥラニアの兵を引き連れて海を渡り、レンスールに入ること。

　エゥラニアへ戻るのに十日もかからないであろうこと。

　反撃に移ったら、半月以内に半島を再統一すること。

　今回の反乱騒ぎを鎮めたら、黒い森の一部の権益をレンスールの街に移譲すること。




　やはりセレナがこれらのことの覚え書きを作り、ユウキに持たせた。

　そして最後はエゥラニアの街にいるハリガンへの伝言だ。




　謀む反ほんの張本人は、おそらくカサンドラ国王だが、それは失敗したこと。

　ナーガ、イクシーヌ、クゥ、ケイ、セレナは無事で、大陸本土へ脱出していること。

　この後、船を捉つかまえ、海路でエゥラニアを目指すこと。

　ナーガが着くまでに、街の兵に臨戦態勢を取らせておくこと。

　同時に、新たに傭よう兵へいの募集を行っておくこと。

　できれば五百ほどは新たに雇いたいこと。

　ナーガが兵を率ひきいて渡海するために、船の用意をしておくこと。

　何人かをレンスールに送って、そちらでも傭兵を集めること。

　同時に、もしヴィータたちが国都を捨てて下がってきたら、上う手まく連携を取って、レンスールに反撃の拠点作りを始めること。




　これらはなかなか難度の高い注文だったが、ナーガはハリガンならやり通せるだろうと信頼していた。

　以上のことも、セレナが覚え書きにしてユウキに持たせた。

「まずは最初に、ヴィータの居所を突き止めてもらわなくてはならない。もしかすると、俺おれを討うち取ろうとしたカサンドラ国王がヴィータたちにも手を出しているかもしれない。そうなるとヴィータはグランビスタを捨てているだろう。あまり考えたくはないが、最悪、討ち取られているかもしれない」

　重い口調でナーガがそう言うと、ユウキが、そんなことないわよ、と手を振った。

「あのヴィータさんが易やす々やすと討ち取られるわけないでしょ。きっと脱出してる」

「ああ、そうだな」

「その場合、ヴィータさん、魔女国の国都まで逃げているわよね？」

「その可能性は高いな。上空からグランビスタとその周辺を偵察して、何か異変が見られるのなら魔女国まで飛んでもらうことになる。とくに異変がないようなら街に降りてヴィータに連絡を取ってくれ。もしあいつがいなくても、一族の魔女が誰かいるだろう」

「異変とは？」

　ナーガは少しだけ考えてからユウキに答えた。

「魔女打倒のためにグランビスタが挙兵の準備をしているとか、逃げ遅れたヴィータたちを差し出せと、カサンドラ王国軍が街を囲んでいるとかだな」

「なるほど。それなら上空からでもわかるわね」

「国都からレンスールへ飛んで、そのあとエゥラニアまで行ってもらうことになる。かなりの強行軍になるが、頼んだぞ」

　真剣な顔でナーガがそう言うと、ユウキは反そっくり返るように胸を張った。

「この程度の飛行、なんの問題もないわ！」

　鼻息の荒いユウキに、セレナが、そうですよね、と声をかける。

「ユウキにとって問題なのは、向こうに着くまで、ちゃんとナーガさんに言われたことを覚えていられるかどうか、ですよね」

「ちょ！　そういうこと言う、セレナ!?」

　顔を赤くして抗議するユウキだが、セレナの指摘は正せい鵠こくを射ているわけで、あまり強く出られない。

「こ、このくらい覚えてられるし」

　などとユウキが強がると。

「そうだよ。あたしみたいな馬鹿と違ってユウキなら大丈夫だよ」

　とケイが頷うなずき。

「そう、ユウキはやればできる娘こ。忘れたりするはずがない」

　とクゥも頷き。

「だよね～。ユウキは幼少時に神童と謳うたわれたほどの頭脳の持ち主だしね～」

　とイクシーヌも頷き。

「ごめん。そのことは忘れて」

　ユウキが、がっくりとうなだれた。

「ほほう？　ユウキはそんなに出来のいい子供だったのか」

　ナーガが感心の顔を向けると、ユウキは頭の天てつ辺ぺんから湯気を噴き出すような勢いで嚙かみついてきた。

「どうせあんたは、昔は優秀だったのに今は、とか言いたいんでしょ!?」

「え？　いや、そんなことは言わないがな。なあ？」

　と同意を求められ、イクシーヌやクゥがそっと顔を背そむけた。

（あ、こいつら、自分たちが言い出しておきながら、肝心なところで逃げやがって）

　仕方がないので、ナーガはユウキを宥なだめにかかる。

「そう怒るなって。今はかなりたくさんのことを言ったから、全部覚えていられなくても当然だ。俺おれ自身、もう幾いくつか忘れてるくらいだしな」

「そ、そうよね。一度にたくさん言い過ぎよね」

「それに、セレナが覚え書き作ってくれたんだからな。それを見れば、たとえ一つ、二つ忘れていたとしても、問題はないよ」

「そうよね。うん、大丈夫。問題ない」

「ってことで、連絡役、頼んだぞ」

「任せて！」

「ヴィータが暴発しないように気をつけてくれよ。昔のあいつならともかく、今はかなり抑よく制せいが利きくようになってるから大丈夫だとは思うが、もし仲間の魔女を何人か失っていたりすると、激げつ高こうしてカサンドラ王国を攻めようなどと言い出すかもしれないからな」

　ナーガがそう言うと、自信満々だったユウキが弱気な表情に変わった。

「そ、その場合、ヴィータさんを抑えられる自信はない……けど？」

「カサンドラ王国を攻めるのは、俺おれが戻るまで待てって言っとけ。あいつもそのくらいの我慢はできるだろ」

「うん、わかった」

「いちばん恐こわいのはヴィータが討うち取られている場合だが」

　イクシーヌやケイ、セレナにクゥは不安そうな視線をナーガに向けたが、ユウキは敢あえて明るい口調で言った。

「だから大丈夫だって。ヴィータさんが人間なんかに討ち取られるはずがないし。むしろ奏かなでの軽けい重ちようでグランビスタの街を壊してないかってことのほうが心配よ」

　それで仲間の魔女たちの表情も和らいだ。

「そうだな。ヴィータは簡単に討ち取られるような奴やつじゃない。無事に逃げ出しているだろう。とはいえ、魔女全員を引き連れて脱出できたかどうかは怪しいが、その場合でも、魔女たちは国都を目指して落ち延びていくわけだからな。国都の留る守すを預かっているランジュに、逃げてきた魔女たちを収容して守りを固めるように言うんだ」

「それもわかった」

「気をつけて飛べよ。あと、無理はするな。おまえの役目は、伝言を確実に、ヴィータやランジュ、ハリガンに届けることだからな」

　ユウキは小さく頷うなずいて、こう言った。

「もちろん気をつける。でも、無理はするわよ。いま無理をしないでいつするのって話でしょうが」

「ああ、早いに越したことはないから、少しくらい無理してくれるのはかまわない。だが、無む茶ちやはするなよ」

「わかってるって。じゃ、行ってくる」

　こうしてユウキはナーガの伝言を携たずさえて飛ひ空くう艇ていを駆り、一直線に魔女国の国都目指して飛び去っていった。

　ナーガたちは、ユウキの乗った飛空艇が小さな点になるまで見送っていた。

　その小さな点が空の彼方かなたに消えるのを確認すると、ナーガは周りにいる魔女と兵たちを促した。

「さて、俺たちも出発するか」

　とナーガが言うと、イクシーヌが訊きいてきた。

「燃えた馬車とか、そのままにしておいていいのかな」

「かまわない。あれが見つかっても、俺たちは山賊どもから逃げることができた……らしいということがわかるだけだからな。俺たちがどこへ行ったのか、ルルドルブ側に捕まったのか、半島へ引き返したのかはわからない。カサンドラ王国の連中が、もしかすると、と思ったときには、もう俺おれたちは大陸本土へ逃れているさ」

「なるほど～」

「ということで、先を急ぐとしようか」

　ナーガの声に、魔女や兵たちが、おう！　と頷うなずいた。
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　ナーガがエゥラニアの街に帰還するまでのあいだ、各勢力に大きな動きはなかった。

　カサンドラ王国や半島諸国、そしてグランビスタは、動きたくても動けないという状況に陥おちいっていたし、魔女国やレンスール、エゥラニアの側も、ユウキの連絡を受けた後は、ナーガの帰還を待つという姿勢に徹てつしたので、半島は全体として奇妙な膠こう着ちやく状態に陥っていた。

　そんな膠着状態をもたらす最も大きな要因となったのがカサンドラ王国の動きだった。
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　魔女国軍を指し揮きするナーガが大陸に乗り出そうとしているという情報をルルドルブに流したあと、カサンドラ国王は自ら王国軍を動かした。

　自ら、というのが彼の並々ならぬ決意を表していたとは言えるだろう。

　彼は率ひきいたカサンドラ王国軍部隊をグランビスタの街の先まで進め、そこで陣を張って、ナーガたちが逃げ戻ってくるのを待ち構えた。

　カサンドラ国王の読みでは、逃げ戻ってくるナーガは、なんの警戒もしていないはずだった。危き急きゆうを聞いて助けに来たとでも言えば、ナーガに警戒心を抱いだかれないまま、難なく彼を討うち取ることができる。それが国王の狙いだった。

　ところが、国王の狙いに反してナーガは戻って来なかった。

　ならば、ルルドルブ軍に討ち取られたのか。

　そう思った国王は、物もの見みの兵を数人、峠とうげまで送り込んだ。峠の先にあるルルドルブの砦とりでの様子も確認させた。だが、ルルドルブ軍は未いまだに砦の周囲の警戒に当たっているではないか。

　ということは、ルルドルブ軍はナーガを討ち取っていないらしい。

　途中でナーガ一行が乗っていたと思われる馬車の残骸が見つかっていたから、送り込んだ山賊が一行を襲おそったのは間違いない。

（山賊を撃退した？　ならば半島へと逃げ戻る途中か？　まさか山中を突破して、すでにグランビスタまで引き返している!?）

　逃げ戻るのにそこまで用心をするのは、つまりナーガが自分たちのことを警戒していることを意味する。となると、ナーガに対する謀む反ほんを疑われたかもしれない。

　反逆者がカサンドラ四世だと特定できないまでも、半島側に犯人がいることを察さつ知ちしたからこそ、ナーガは用心深く逃げているのだろう。

　国王は自分の読みと狙いが外れそうになっていることを知って、驚きよう愕がくした。

　慌あわてて兵の半数ほどをグランビスタ近郊に送り込んで、ナーガがグランビスタに入る前に捕ほ縛ばくしようとしたが、結局、待てど暮らせどナーガは姿を見せなかった。

　国王は考えた。

（もしかすると、ルルドルブの奴やつら、ナーガを捕らえて旧教会側に差し出したのでは？）

　それならそれでよかったのだが、なんの発表もないのでは困る。

　ナーガを捕まえたのかどうか、そこのところをはっきりしてくれないと、国王としては枕を高くして寝られない。

　国王は何人もの間かん諜ちょうを大陸本土に送り込んで真偽を確かめようとしたが、結局、真偽のほどはわからないままだった。

　それで国王は、ついに決断を下した。

「ナーガを討うち取った」と発表するという決断を。

　その発表に、半島には激げき震しんが走った。

　けれど、国王が反ナーガに起たってから発表するまで、すでに五日が経過していた。

　国王としては万全を期きしたいという思いが強かったのだろうが、兵は拙せつ速そくを尊たつとぶという孫そん子しの兵法からすれば、無駄に時間を浪費したという誹そしりは免まぬがれないだろう。この遅れが、ナーガを除いて半島を自分で支配するというカサンドラ四世の野望の達成にとって致命傷となったのは間違いなかった。

　もう一つ彼に誤算があったとすれば、それは、魔女を率ひきいて圧倒的な勝利を重ねたナーガに対する畏い怖ふが予想以上に強かったことだろうか。

　カサンドラ四世が、

「共に魔女を駆く逐ちくして半島を人間の手に取り戻そうではないか」

　と呼びかけても、なかなか兵が集まらなかった。

　じつは半島諸国の半数近くが、カサンドラ国王の発表が虚偽かもしれない、と疑っていたのである。本当はナーガは討ち取られてなどいなくて、カサンドラ国王の発表を鵜う吞のみにしてほいほいと兵を送れば、謀む反ほんを企くわだてたとして攻め滅ぼされるのではないかと深読みしたのだ。

　彼らがそんな疑いを抱いだいたのにも理由がある。

　ナーガを討ち取ったと言いながら、カサンドラ四世は彼の遺体も首も提示できなかったからだ。

　ふつう叛はん逆ぎやくを為なして周りを味方に引っ張り込もうというのなら、ナーガの遺体なり首なりを見せつけ、たしかに殺したのだということを周囲に納得させなければならない。それなのにカサンドラ四世は、ただ「討ち取った」と言うばかり。

　ナーガと魔女軍にさんざんな目に遭ったばかりの半島諸国が、彼の言葉を疑いたくなるのも無理からぬことだった。

　やはり発表は偽りなのではないか？　あるいはカサンドラ国王が暴発しただけで、ナーガはどこかに健在なのではないか？

　そんな噂うわさが一人歩きを始め、半島諸国は派兵に二の足を踏んだ。

　そのせいでカサンドラ四世が集められた兵数は三千を少し超える程度でしかなかった。

　元々、カサンドラ王国軍だけで二千五百は動かせるのだから、ほとんど上積みはなかったと言っていい。

　カサンドラ国王は焦った。焦り、狼狽うろたえ、逸はやり、怯おびえ、我を見失った。

「こうなれば、この三千で魔女国の国都を蹂じゆう躙りんし、魔女を悉ことごとく討うち取るしかない」

　リガヤ以下の首脳を集めた評ひよう定じようの席で国王がそう言うと、首脳たちは互いに顔を見合わせた。

　かつての敗戦は、今でも鮮やかに、苦々しく、彼らの脳のう裏りに刻み込まれている。

　あのときは二千の兵が二十人の魔女に負けたのだ。もし再び戦うことになれば、今回は五十、六十、もしかすると七十、八十の魔女が集まるだろう。加えて、レンスールやエゥラニアから援軍が来るかもしれない。

　いくらナーガがいなくても、三千と少しで魔女軍と戦うのは難しい。

　それに、迎え撃つのならともかく、こちらから攻め寄せ、魔女国の国都を攻め陥おとさなくてはならないのだ。無理というより、もはや無謀と言ったほうがいい。

　それが首脳たちの見解だ。

　おまけに当のナーガの生死も判明していない。魔女と戦おうとしたときにナーガがひょっこり帰還してきたら、それこそ目も当てられないではないか。

　実際に戦場に立っていないカサンドラ四世は、ここでも読み違いをしてしまったことになる。

　だが、いきり立つカサンドラ四世も、さすがに三千では不安に感じたのだろう。

　もう少し兵が増えるのを待つことにした。

　できれば五千くらいはほしいと彼は思った。

　しかし、鉦かねや太鼓を叩たたいて参戦を促したものの、半島諸国は、ああでもないこうでもないと言い訳をして兵を出そうとせず、あるいは五十とか百とかの兵だけを送って寄よ越こしてお茶を濁にごした。

　結局、カサンドラ四世が思ったほど兵数は増えなかった。

　さすがにこれ以上待っても無駄と判断したようで、三日後、カサンドラ四世はようやく集めた三千八百ほどの兵を率ひきいて魔女国の国都へと進発するのだった。

　すでに打倒ナーガに起たってから十日近くが過ぎている。

　無為無策にもほどがある、というのがリガヤ以下の感想だ。

　この間、半島諸国の多くが様子見に走り、積極的にカサンドラ四世に与くみする国も現れなければ、反逆者である彼を討うとうという国も現れなかった。

　半島諸国は固唾かたずを吞のんで、事の成り行きを見守っている。

　そんな感じだった。

（国王様は初動で大きな過ちを犯している。それはグランビスタに駐ちゆう留りゆうしていた魔女のほとんどすべてを討ち漏らしてしまったことだ。魔女たちは魔女国の国都へ舞い戻り、防御を固めているだろう）

　ナーガさえ討ち取ればすべてが上う手まく行くと思い込んでいるカサンドラ四世は、魔女たちの脱出と逃走には無む頓とん着ちやくだった。おかげでグランビスタにいたスレイマーヤ一族の魔女は、易やす々やすと街を脱出できた。

　魔女の存在を軽視しているカサンドラ四世は魔女を追撃しようとはしなかった。

　ヴィータたちの行方をこの時点のリガヤは把握していないが、グランビスタを逃げ出した以上、間違いなく魔女国の国都に戻っただろうことは想像がつく。

　グランビスタでも他の都市でも魔女が討ち取られていないという事実は、半島諸国が腰を上げることを躊ちゆう躇ちよする一因となったのだが、それはさておき。

（半島諸国から多数の兵が参戦してくれるならともかく、総勢三千八百では、国王様の企たくらみが成就するはずもなし。事ここに至ってはやむを得ないか……）

　カサンドラ四世には大きな恩義を感じているリガヤだったが、もはや国王に従う道はないのかもしれないという思いを強くするのだった。





　３






　時間を少しだけ戻そう。

　ナーガたちが大陸本土を目指してグランビスタを出発した後、サント・ゼッファの街まで戻っていたヴィータは、そこでサント・ゼッファ側から、カサンドラ王国軍がおかしな動きをしているという注ちゆう進しんを受けた。

　密ひそかに事を運びたいカサンドラ四世としては、自分たちのことを他国に教えるわけにはいかない。教えれば、ことが露ろ見けんする可能性が高まるからだ。そこで、実行部隊はカサンドラ王国軍だけで固めた。兵たちに疑念を抱いだかせないためにも、そしてナーガ襲撃を躊躇させないためにも、国王自らが指し揮きを執とることにした。

　国王としては勇気を振り絞っての行動だったが、国王として部隊を指揮することは今までなかったのだから、それはそれで兵たちの注意を引いた。

　二千もの部隊を動かした理由が、野や盗とう団が半島に侵入するのを阻止するためというのだから、それも兵たちに不信感を抱かせた。

「半島への野や盗とうの侵入を阻止するというのなら、場所的に言ってそれは、グランビスタの守備隊の仕事だろう？」

　というのがカサンドラ王国兵の素直な気持ちだ。

　それに対して、

「半島の盟主となった我らの仕事だ」

　というのがカサンドラ四世の主張だが、王の言い分に素直に頷うなずけない兵も大勢いた。

　とはいえ、国王自らが指し揮きを執とっているのだから、拒否することも反対することもできない。兵たちは釈然としないまま、大陸本土へ続く街道沿いに展開したのだった。

　その動きは、他国から見ればやはり不自然に見える。

　そもそも野盗の集団相手に二千もの兵を動員するというのがおかしい。

　仮に百を超えるような野盗の大集団がいたら、ルルドルブ国が領域内の勝手な移動を許しておくはずがない。

　巡回するルルドルブ兵の目を盗んで移動しているのであれば、野盗はせいぜい二十、三十といった数のはずで、わざわざ二千もの兵をベルデ山脈の麓ふもとに並べる必要はない。

　だから、カサンドラ王国軍の動きは半島諸国の注目の的になってしまったし、その動きの不自然さ、怪しさに首を傾かしげる国も多かった。

　サント・ゼッファもその一つで、執しつ政せい官かんはカサンドラ王国軍の動きと真の目的を見極めようと、情報収集のための要員をグランビスタ近郊まで送り込んでいたのだった。

　その情報収集員から、

「やはり野盗の捕ほ縛ばくが目的とは思えない」

　という報告が入ってきたため、サント・ゼッファの執政官は、念のために街に戻っていたヴィータへ報告を上げたのである。

　ヴィータはすぐに、カサンドラ王国軍の動きに剣けん吞のんなものを感じた。

　ナーガの留る守すを預かるヴィータに対してなんの連絡も報告もなしに二千もの部隊を動かすというのは、どう考えてもおかしい。おかしいというより、怪しい。

　ヴィータはすぐさまエリュシオーネと共にグランビスタへ飛び、現地に残した魔女たちと合流した。

　それからカサンドラ王国軍部隊の様子を探るため、数人の魔女を送り込んだ。

　この辺の素早さと果断な決断力は、カサンドラ四世とは真逆である。

　探った結果、兵たちも真の目的は知らないことがわかった。

　彼らも国王から「野盗の集団が半島へ侵入するのを阻止する」としか聞かされていないようだった。

「だが、それはそれでおかしい。たかだか野盗を捕らえるために国王自らが二千の部隊を率ひきいて、本国からこれほど離れた場所で作戦行動を指揮するなど、あり得ないじゃろ」

　ヴィータは周りにいるエリュシオーネやドーラドーラに向かってそう言ったものだ。

「で。リガヤの奴やつはどこにいるのじゃ？」

　情報をもたらした魔女の一人がヴィータの質問に答えた。

「リガヤ殿は、国王と共に部隊を指し揮きしているようです」

「リガヤがいるのに、国王が自ら？　ますますおかしな話だな」

「どうしますか、母かか様さま？」

　とエリュシオーネに訊きかれ、ヴィータは低く唸うなった。

「引き続きカサンドラ王国軍の動きを見張れ。ただしじゃ、こちらが見張っていることを気づかれるなよ」

「承知です、母様」

　そうしてヴィータがカサンドラ王国軍部隊を見張らせて数日が経たったとき、部隊の一部に動きがあった。

　部隊の一部が峠とうげまで登り、あるいは山中に分け入り、何かを探しているという。

「野や盗とうどもを捜索しているのでしょうか。散り散りになって逃げている野盗を」

　というエリュシオーネの問いかけに、ヴィータは、違うな、と言った。

「今までなんの動きも見せなかったのに、いきなり今になって何かを探すというのがおかしい。野盗を捕らえようというなら、もっと早くから部隊を山中に入れ、大々的に山狩りをすればいいのじゃ。というより、そうすべきじゃろう？　何しろ二千からの兵がいるのじゃからな。もしも逃げ込んだ野盗が山中に潜せん伏ぷくしているというのなら、山狩りをすればすぐに追い出せるわ」

「それは、まぁ、そうですね」

「何から何までおかしなことだらけじゃ。かといって、カサンドラ四世に向かって、何をしている？　と問とい質ただすこともできんしな。もう少し様子を見るしかないか？」

　ヴィータはさらに数日間、一族の魔女にカサンドラ王国軍部隊を見張らせた。

　もちろん、グランビスタ首脳の動向を見張らせることも忘れない。

　さすがのヴィータも、カサンドラ四世がナーガを討うとうとしていることまでは想像できなかった。

　というより、そこまでカサンドラ四世が馬鹿だとは思わなかった、というのが正直なところだろう。

　彼女がいちばん懸け念ねんしていたのは、西さい果はての半島を統一して調子に乗ったカサンドラ国王が、ナーガの留る守すをいいことに峠の向こうにあるルルドルブの砦とりでを制圧して、半島から討って出る足がかりを摑つかもうとしているのではないか、ということだった。

（もし奴がそんな勝手なことをしようとするなら、力尽くでやめさせなければならん）

　そんなときだ、ユウキによって衝撃的な情報がもたらされたのは。
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　ユウキはナーガの下もとを飛び立ったあと、飛ひ空くう艇ていでベルデ山脈を越え、街道から離れたところを飛んで半島に引き返し、夕刻、こっそりとグランビスタの周囲を飛んで、上空から街の様子を観察した。

　彼女は飛び立つ直前にナーガから、

「街に異常が見当たらないようなら、密ひそかに下りて、スレイマーヤ一族の魔女と連絡を取ってみてくれ。ヴィータ本人がいれば好都合なんだがな」

　と言われていたから、何度も上空を飛んでみた。けれども、グランビスタの街にもその郊外にも、なんの異常も見られなかった。

　グランビスタ軍が出撃の準備をしている様子もないし、カサンドラ王国軍が街を包囲しているわけでもない。

　ならばと、ユウキは街中に下りることにした。

　念には念を入れて夜中に下りたが、そのユウキの判断は正しかった。

　ユウキのおかげでヴィータたちだけが、その情報──カサンドラ国王がナーガ追つい討とうに起たったという事実──をグランビスタ側より数日も早く知ることができたのだった。

「で、ナーガの奴やつはなんと言うておる？」

「船でエゥラニアまで渡航したのち、レンスール経由で半島へ戻る。俺おれが半島へ戻るまでは魔女国の国都に籠こもり、防備を固めていてくれ。決して軽はずみな動きはしないように。というのがナーガの伝言よ、ヴィータさん」

「さようか。よし、わかった」

「どうしますか、母かか様さま」

　エリュシオーネにそう訊きかれ、ヴィータは顔を顰しかめつつ応えた。

「この街の仕置きがまだ途中じゃが、こうなればやむを得んな。とんずらするしかあるまいよ」

「逃げるんですか？」

「一時撤てつ収しゆうするだけじゃ。ナーガが戻れば、また堂々とここに乗り込んでやるわ」

「承知です。じゃ、わたしが一人ずつ抱えて飛びますよ。全員が脱出するのに半はん時ときもかかりません」

「そうよな……いや待て。挨あい拶さつくらいしておくか」

「あ、はい？」

「退去の挨拶じゃよ」

　そう言ってヴィータはニヤリと笑った。
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　ヴィータは夜中にも拘かかわらず、街の首脳たちを呼び出した。

　首脳は眠そうな目で三々五々集まってきた。

　全員が集まるのを待たず、ヴィータは顔を見せた首脳だけを王宮に集め、堂々とした態度でこう言い放った。

「我らはこれから逃げるでな」

「は、はい？」

　首脳は目をぱちくりとさせている。

「カサンドラ国王に伝えておけ。ナーガは無事に旅を続けておるから、近いうちに半島に戻るであろう。その日を楽しみにしておれ、とな」

　なんのことかさっぱりわからない、というのが首脳たちの感想だろう。

「そのうちカサンドラの国王から何か連絡があるじゃろうよ。そのときになればわかる」

　ヴィータはそう言い残すと、エリュシオーネに抱えられてグランビスタから立ち去った。

　駐ちゆう留りゆうしていた魔女たちも、戻ってきたエリュシオーネが次々に運び出し、すぐに全員がいなくなった。












　何が何やら、というのがグランビスタの街の首脳たちの感想だろう。

　驚き呆れる首脳たちだったが、すぐに、このあとどうすればいいのだ？　という問題にぶち当たった。

「魔女がいなくなったのなら好都合。街の政治を我々の手に取り戻せばいい」

「その前に、なぜ魔女がいきなり退去したのかを調べたほうがいい」

「そうだ。連中が、いきなり理由もなく出ていくのは、どう考えてもおかしい」

「もしかして、我々を罠わなに嵌はめる気かもしれん」

「あり得る。魔女がいなくなったのをいいことに、我々が実権を取り戻そうと動いたら、反乱の意思ありなどと言って、我々を攻め滅ぼすつもりかもしれんぞ」

「もしかすると……ベルデ山脈の麓ふもとに展開しているカサンドラ王国軍は、そのための布ふ石せきなのか？」

「と、ともかく、情報を集めよう。ヴィータの、いやヴィータ殿の言っていた言葉も気になる。決断はそれからだ」

　ということで、グランビスタが情報の収集を始めたところ、カサンドラ四世からの檄げき文ぶんが届いたというわけである。

　グランビスタの首脳陣は腰を抜かさんばかりに驚いた。

「ナーガ殿を討うった!?」

「本当か!?」

　そしてようやく、ヴィータの言葉の真意がわかった。

「ヴィータ殿の言っていたのは、このことだったのか！」

「ということは、カサンドラ四世の謀む反ほんを察さつ知ちしたため、ヴィータ殿は一族を率ひきいてここを出たと!?」

「いや、それよりも今後の我々の取るべき道は？」

「共に魔女国を攻めようと言っているが……どうする？」

「ど、どうするって、どうすれば？」

「本当にナーガを討ったのなら、それもアリなのではないか？」

「しかし、本当に討ったかどうかわからぬうちに軽けい々けいに動くのは……」

「そうだ。罠だと言うのなら、これこそが罠かもしれないではないか」

「おお、迂う闊かつに動いたら反乱の証拠と言われ、カサンドラ王国や魔女国に攻められるかもしれんぞ」

「……いま少し様子を見るか」

「そうよな。本当にナーガを討ち取ったのか。それがはっきりしてから態度を決めてもいいのではないか？」

「うむ。もしカサンドラ国王がナーガを討ち取ったなら、その遺体なり首なりを持ち帰るはずだ。旗き幟しを鮮明にするのは、それを確認してからでいいだろう」




　こうしてグランビスタの街は、カサンドラ国王の呼びかけと要請に対して、のらりくらりと対応し、時間を稼ぐことになった。

　事情は他の街でも同様だった。

　おかげでカサンドラ国王の目もく論ろ見みほどは兵力が集まらず、ナーガを討うち取ったら、返す刀で魔女国を討ち滅ぼすという彼の野望は、早くも頓とん挫ざしつつあった。
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　カサンドラ国王が時間を浪費してくれたおかげで、ヴィータ以下は易やす々やすと魔女国の国都へ帰還できた。

　レンスールへ飛ぶ途中に立ち寄ったユウキから話を聞いた留る守す居い役のランジュは、国都にいる魔女を総動員して戦いへの備えを開始していた。

　とはいえ、兵力的にはまともに抵抗することなど不可能だ。魔女を除けば守備兵の数は二百ほど。魔女を合わせても三百に届かない。それで籠ろう城じようするというのは無理な話だから、ランジュは攻め寄せてくるであろう敵に対する不正規戦の準備をさせていたのだった。

　彼女のその方針には、戻ってきたヴィータも賛同した。

「ナーガは迂う闊かつに動くなと言ったらしいが、不正規戦は迂闊な動きではあるまい。むしろ、妥当な動きじゃろ」

「ですよね。で、その不正規戦の指し揮きをヴィータさんにお願いしたいのですが。できれば不正規戦だけでなく、カサンドラ王国軍に対する防御戦の指揮を」

「そうじゃな、いいじゃろ。吾われらをグランビスタから追い出すような真ま似ねをしたカサンドラ四世に意趣返しもしてやりたいしのう」

　そう言ってヴィータはにやりと笑った。

　魔女たちはヴィータの指揮の下もと、山野のあちこちに不正規戦の拠点作りを進めていった。

　エリュシオーネは至る所にマンテラを隠し置いて。

　ミドルスブレイラは、敵の進軍速度を落とそうと魔法で街道に穴を開けたりして。

　ノノエルも適当な場所を選んで魔法で地下水を汲くみ上げ、街道を水浸しにした。

　そのせいでカサンドラ王国軍を中心とする魔女討とう伐ばつ軍の進軍速度は、いつもよりずっと遅くなってしまった。

　大おお怪け我がをして養よう生じよう中だったアイスも起き出してきて、防御工事の先頭に立って働いた。

　カサンドラ四世がもたついているあいだに、魔女側の抗戦準備は順調に進んでいった。

　そこへレンスールの街から、リンネ、リンナ、アルルカンなどが兵を率ひきいて駆けつけてきた。

　すでにユウキがナーガは無事だと報しらせているから、レンスールの五会頭も全面的な協力を惜しまなかった。陸上兵力はあまり持っていないレンスールだったが、六百の兵を援軍として用意してくれた。リンネたちは援軍を率ひきいる隊長や幹部と共にシュバイツ川を小舟で遡さかのぼり、部隊は川沿いの道を国都へと急行した。

　六百の援軍が国都に入っても、まだカサンドラ王国軍が攻め寄せてくる気配はなかった。

　ミドルスブレイラやノノエルの妨害工作が功を奏した恰かつ好こうだ。

　新たに到着した六百も加わって国都の強化工事が進められ、国都の防御力は大幅に上がった。

　兵六百に加え、魔女も八十人ほどが国都へ集結した。二千の敵に攻められてもなんとかなりそうだ。三千でも大丈夫かもしれない。攻め寄せてくる前に、魔女による不正規戦でかなり損害を出すだろうから。

　現状、敵戦力は四千弱という話だから、なんとかなりそうではある。ただし、五千を大きく超えるまで増えるようだと、戦わずに国都を放棄しなくてはならないかもしれない。

　最終的にカサンドラ四世がどれだけの兵力を集められるかによって、魔女側の対応も変わってくる。

　そんな状況になった。
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　その数日後、今度はエゥラニアの街の兵一千を率いてハリガンが到着した。

　エゥラニアからだと一千を渡海させるための船の準備が必要なので、少し時間がかかったのだ。

　カサンドラ四世が即座に魔女国に対する攻撃を始めていたら、ハリガンたちは間に合わなかっただろうから、ここでもカサンドラ四世のもたつきに助けられた恰好だ。

　ともあれ、これで魔女国側の兵力は二千近くにまで増えた。敵が五千でもなんとかなりそうな数だ。おまけに魔女の数も増えている。

　ハリガンが族長を務めるハインドラ一族こそ、レンスールの街やエゥラニアの街に留る守す番ばん役を何人か残しているから勢せい揃ぞろいとはいかないが、それ以外の一族は大半が国都に集結していた。

　集まった支族は、スレイマーヤ一族（族長ヴィータ）、ルフォー一族（族長エンスーヤ）、レジスナー一族（族長リーシャ）、ジャンダルム一族（族長ジャンヌ）、ヴィエンナ一族（族長アストゥロ）、ナナトゥール一族（族長ナムジャ）、そしてハインドラ一族の一部である。

　百人近い魔女を見やって、ヴィータが楽しそうに笑う。

「これほどの魔女が一堂に会したのは、偉大なる魔女王が滅して以来、初めてのことではないか？」

　するとナムジャが、そうね、と応じた。

「これだけの数の魔女を見ていると、時代が動いているのを実感できるわね」

「まだまだこれからだ。本当に時代が動くのは。本当に時代が変わるのは。いや、吾われらの手で変えるのだ」

　ハリガンがそう言い切った。

　他の族長や主立った魔女たちも、ハリガンの言葉に大きく頷うなずくのだった。
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　一方、エゥラニアに残った魔女がどうしていたかというと。

　というか、要するにレラのことなのだが。

　初め、ハリガンはレラも国都へ連れていこうとしたのだが、ユウキから、ナーガがエゥラニアを目指して航海しているはずだと聞いたレラは、頑としてエゥラニアを離れようとしなかった。

「ナーガさんがここに来るなら誰かが出迎えなくてはなりま、せん。その役目は自分以外にはできま、せん」

「あんた、出迎えるというより大歓迎しそうよね。待まち侘わびてました！　とか言ってナーガに抱きつきそうよね」

　顔を赤く染めたレラが、恐おそろしい目つきでユウキを睨にらんだ。

「何を言っているのですかユウキ、は。戯たわけたことを言っていると燃やします、よ？」

（うわ、本気だ、こいつ）

　待ってましたと言ってレラがナーガに抱きつく図を思い浮かべた──何な故ぜかレラは全裸だった──ユウキは、とても不愉快な気分になった。

（いや、違う違う違う。あいつとレラがどうしようとどうなろうと、わたしには関係ないんだから）

　ユウキは頭を振って、脳のう裏りに浮かんだ二人の姿を無理やり消去した。

「レラ、おぬしがナーガに抱きつこうが抱きつかれようが、それはかまわんのだがな」

　ハリガンが冷ややかな目をレラに注いだ。

「抱きついた勢いで服を脱ぐなよ？　脱いだ勢いでナーガを押し倒すなよ？　それだけは許さんからな？」

　茹ゆで蛸だこのように赤くなった顔で、レラは、びし！　とハリガンを指さして怒鳴った。

「なっなっなっ、姉あね様さまが何を言っているのかさっぱりわかりません、けどっっ！」

「あ～、いい、わかった。一刻も早くナーガに会いたくて堪たまらないというおまえの気持ちは理解した」

「でっですからそういうのではありませんけ、どっ!?」

（今さら何を言い訳してるんだ、こいつは）

（今さら何を言い訳してるのかしらね、レラは）

　二人に生なま温ぬるい目で見つめられたレラは、真っ赤に染まった顔をふいと背そむけ、言い訳するように小声で言った。

「べつにナーガさんに一刻も早く会いたいというわけではなく、て。ナーガさんが戻るまでに支し度たくを調えておく必要がありま、す。戻ったら戻ったであの人のお尻を叩たたいてすぐに半島へ渡らなくてはならないです、し」

「ああ、わかったわかった。尻を叩くのも尻を叩かれるのも、おまえの好きにせい」

　とハリガンが揶や揄ゆするように言った。

「お尻は叩かれません、がっ!?」

「胸を揉もまれるほうがいいのか？」

「胸も揉まれません、がっ！」

「ナーガの奴やつ、レラの胸を揉んで喜ぶかしらね。どうせ揉むならハリ姉ねえの胸を揉んだほうが嬉うれしいし楽しいでしょ」

　レラが目を吊つり上あげてユウキを睨ねめつける。

「一度燃やしてあげましょうかユウ、キ」

「はぁ？　あんたの呪じゆ符ふの炎なんか、わたしの風で消し飛ぶんですけど！」

「ユウキの服に火が燃え移り熱さのあまり裸踊りを始めないといいのです、が」

「あんたこそ、あたしの風ふう刃じんで服を切り刻まれて全裸で裸踊りをする羽目にならないといいわね」

「全裸で裸踊りという言い方は語句被かぶりで間違っていま、す。ユウキは一度自分の頭の中に風を送って脳のう味み噌その掃除をしたほうがいいのではないです、か」

「むきっっ。こいつ、もう殴る。顔がボコボコになるまで殴っちゃる」

「わたしこそユウキの目め障ざわりな胸が引っ込むまで殴りつけてやりま、す」

「目障りじゃないでしょ。わたしのはほどよい大きさと形でしょ。目障りなのはハリ姉のおっぱいでしょ。ナーガの奴なんか、いっつもハリ姉のおっぱいを涎よだれを垂らしそうな顔で見ているでしょ」

「たしかに。叩いて潰すなら姉様のおっぱい……」

　ごん！

　ハリガンの両の拳げん骨こつが、同時にレラとユウキの頭に振り下ろされた。

「あう！」

「痛っ！」

「おまえたち、いい加減にせんか！」

　二人は涙目で頭を下げる。

「ご、ごめんなさい」




　などということがあったのだが、ハリガンはレラの希望を容いれて、彼女をエゥラニアに残すことにした。

　一千の兵を率ひきいて船に乗り込んだハリガンたちを港で見送ると、レラは一緒に残った三人の魔女──ディー、エレオノーザ、マァル──を連れて、エゥラニアの政庁舎まで引き返した。

　実務はエゥラニアの役人たちがやってくれるからいいとして、それでも上がってくる報告書を読み、役人に指示を出し、申請書に決裁をして、住民や商人たちからの訴えを聞いていると、それだけで一日が終わってしまう。

　目が回るほどの忙しい毎日を送りながら、レラはナーガのことを思った。

　無事に脱出してくれて本当によかった、と。そして、早くエゥラニアまで戻ってきてくれないか、と。

　あと数日もすればナーガに会える。そう思うだけでレラは全身にやる気が漲みなぎってきた。

　睡眠時間を削って仕事を熟こなす日々も、少しも辛くはなかった。

　一つ、気がかりなことがあるとすれば、天候が下り坂になってきたことだ。

　たまたま街を訪れた商人と一緒に船乗りが政庁舎にやって来たので、彼に外洋のことを尋ねたところ、嵐が来そうだという話だった。

（船が嵐に巻き込まれる前にエゥラニアの港に入れればいいのです、が……）
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　レラの懸け念ねんは的中してしまった。

　ナーガたちの乗った船がエゥラニアまであと一日と少しという海域を航行中に、低気圧が接近してきたのだ。

　風が強くなり、波も次第に高くなってきた。

　ナーガたちが乗っているのは大型の商船だったが、それでも船の揺れは激しくなる。外洋の航海に慣れていないナーガや魔女たちは船酔いに悩まされた。

　船長に話を聞いたところ、引き返すよりはエゥラニアに向かったほうが近いし早い上、この付近には大型船が避難できるような入り江もないということだった。

「とにかくエゥラニアへ急ぎます。少しばかり船が揺れるかもしれませんが、一日だけですから、我慢していただきたい」

（もう揺れてるだろ。かなり激しく揺れてるだろ。今以上に揺れるのかよ）

　内心で辟へき易えきするナーガだった。

　陸上で兵を率ひきいての戦闘なら誰にも引けを取らないナーガだが、海の上ではすることがない。というより、何かやれと言われても、船酔いが酷ひどくて何もできない。それは魔女も兵も同様で、ナーガと魔女と兵たちは、船倉に近い粗末な大部屋で、うんうんと唸うなっているだけだった。

　いつもはうるさいほど元気なケイですら、げっそりとした顔で、

「早く着かないかな。早く着かないかな」

　とぼやき続けている。

「ケイが静かでいいよね」

　と揶や揄ゆするイクシーヌも、声に力が感じられなかった。

　ナーガはクゥやセレナ──魔女ということは秘密にして乗船したので、皆、ちゃんと服を着ている──と共に簡易寝台に体を横たえ、ひたすら船酔いに耐えている。

　もちろんナーガも、商人たちが着ている類たぐいの、あまり目立たない服装だ。

　大きな波で船体が持ち上がると、体が浮き上がるのが感じられる。次の瞬間に船が波間に入ると、体を支えている寝台がかき消え、奈落の底へ落ちていくような感覚になる。

（これは堪たまらん。陸を行くより早いのは確かだが、少しくらい時間がかかっても、馬で走るほうが百倍楽だったな）

　心中で盛大にぼやき、あるいは呪じゆ詛その言葉を吐はきつつ、ナーガはひたすら船酔いによる気分の悪さに耐えるのだった。
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　船が嵐に見舞われてから一日くらいしか経たっていないが、ナーガや魔女たちは永遠にも等しい長きに亘わたって拷ごう問もんに苦しめられたような気がしていた。

　その苦痛もようやく終わるときが来た。

　ナーガたちがうんうん唸っている船室に、船乗りの一人が、

「エゥラニアの港がある湾に入った」

　と報しらせに来てくれた。

「本……当か」

「や……やった」

「ようやく揺れから解放され……る」

　ナーガたちの口から漏れる歓喜の声も、消え入りそうなほど弱々しかった。

　いつもは元気の塊のケイが、

「ごめんなさい……もうしません……勘弁してください……」

　と、土つち気け色いろをした死にそうな顔でひたすら何かを謝り続けていたのが哀れを誘った。

　港がある湾に入ると、揺れは大幅に低減した。

「た、たすかった」

「生きて再び大地を踏める」

「偉大なる魔女王様に感謝」

　簡易寝台に横たわったまま、ナーガたちは無事にエゥラニアに辿たどり着つけたことに対して思いきり安あん堵どの息を吐はいていた。

　まだ気分の悪さは解消しないから即座に立ち上がれはしないが、あと少しで上陸できると思えば体に力が湧いてくる。

　ナーガはなんとか上体を起こし、魔女や兵たちに声をかけた。

「みんな、よく頑張ったな」

「へっへ～、こんなのどうってことないってば」

　とケイが応えてきたが、どうってことないと言う割には寝台に横たわったまま起き上がる気配が見えなかった。

「辛そうだな、ケイ。大丈夫か？」

「ぜんぜん大丈夫だって。ゆうべ、ちょっと眠れなくて、寝不足で眠いだけだもん」

「なんだ、そうなのか。じゃあ、眠気覚ましに揺すってあげるよ～」

　なんとか上体を起こしたイクシーヌは両手を伸ばすと、ケイの体をゆっさゆっさと揺さぶった。

「いや、やめて、ごめんなさいごめんなさい、噓うそでしたぁぁ、あたしいま超気持ち悪いんで揺さぶらないでぇぇぇ」

　ケイが切れ切れの悲鳴を上げると、周りから軽い笑いが沸き上がる。

「ようやくケイらしくなってきたじゃないか」

　とイクシーヌが言うと。

「あたしらしいって、どんなよ？」

「間抜けな言動でみんなの笑いを取るのがケイらしさでしょ」

「そんならしさは要らない」

　弱々しく頭を擡もたげて抗議すると、ケイは再び、ぱたりと頭を落としてしまった。

「今は本気で気持ち悪いから、もう少しだけ寝かせておいてぇ」

　イクシーヌが、どうする？　という表情でナーガを見やった。

「港に入って着岸するまで、あと半はん時ときはかかるって話だったから、それまで寝かせといてやればいい」

「ありがと～。ナーガさんの優しさが身に染みる～」

　ケイは簡易寝台の上で横になったまま、何度も何度も大きく深呼吸した。

「さて、少し体を動かしておくか」

　ナーガは足を踏ん張って立ち上がり、木床を踏み締めた。

　それを見て、イクシーヌやセレナが感心した顔になる。

「いちばん船酔いに耐性があったのがナーガさんだよね」

　イクシーヌがそう言うと、ナーガは苦笑を浮かべる。

「耐性があるといっても、船酔いに苦しめられたのに変わりはないがな」

「でも、わたしたちより軽かったでしょう？」

「そうだな。俺おれには船に乗った経験があった……ような気がするわ」

「何か思い出したの？」

「いや、なんとなくそんな気がするというだけだがな。それに、航海の経験があるといっても、こんな外海をこんな大きな船で、じゃなくて、大きな湾内を小さな船で移動したという程度だと思うぞ」

　実際、織お田だ信のぶ長ながは今いま川がわ勢との小こ競ぜり合いに際して、船に乗って伊い勢せ湾わんを移動した経験があった。それに織田家は津つ島しまの港を支配下に置いていたから、船は馴な染じみのある乗り物だ。

　それまで黒い森に逼ひつ塞そくしていた魔女たちは船に乗った経験などないのだから、彼女たちより船酔いが軽いのも当然かもしれない。

　ナーガは少し室内を歩いてみる。

　少しふらついたが、船の揺れはもうほとんど収まっているし、これなら大丈夫そうだと思えた。

「少し海風に当たってくるか。そのほうが船酔いが治るのが早くなるかもな」

「あ、待って。わたしも行くから」

　イクシーヌも必死で体を起こし。

「わたしも行きます」

　セレナも続いた。

「クゥは……」

　クゥが何本もの革帯の先端を宙に伸ばしたが。

　持ち上がった革帯の先端が、すぐにぱたりと落ちた。

「クゥはケイと一緒に寝ている」

「ベルデセンはどうだ？」

「あ、はい、なんとか動けそうです。お供ともいたします」

「よし。じゃ、行くか」

　隊長のベルデセンは、具合の悪い部下に声をかけると、自分は二人の部下を引き連れ、ナーガに従ついて、甲板に続く階段を上がっていった。

　湾の奥は、外洋に比べれば波は静かだったが、雨風はまだ強くて視認性が悪いため、陸地はぼんやりと霞かすんでいる。まだ港も確しかと見えなかった。

　エゥラニアの港は自然の地形を上う手まくいかした港で、突き出た岬みさきの奥にあるという話だったから、あの辺りかな、と見当がつくくらいだ。

　船は巧みに舵かじを取り、突き出た岬のすぐ先を通過して、さらに湾の奥へと進んでいく。

　そこまで来てようやく、石組みの防波堤が波しぶきの向こうに見えてきた。

　あそこまで行けば、もう港だ。

　とはいえ、まだ少し時間がかかりそうではある。

　ナーガは海風に体を晒さらしながら、刻一刻と近づいてくる防波堤と陸地を眺めていた。

　やがて商船は防波堤のあいだを通過し、それで港の全容がはっきりと視認できた。

　雨に煙る岸壁に、雨あま避よけの笠かさを被かぶった小柄な女子が数人、立っている。

「ん？　あれは……」

　ナーガが手すりから上体を乗り出すようにして目を凝こらすと、相手もナーガに気がついたようだ。

「レラじゃないか」












　レラは雨あま避よけの笠かさを外すと、大きく左右に手を振ってきた。

　ナーガも手を振り返す。

　それに気づいたレラは、さらに大きく、勢いよく手を振った。

　やがてナーガからレラの顔がはっきりと見えるほど船は岸壁に近づいた。

　その間、レラはずっと手を振りっぱなしだった。

「レラってば、ものすっごく嬉うれしそうだね」

　イクシーヌがにやにやと笑ってそう言うと、セレナも微笑ほほえみを浮かべて続いた。

「もう、ナーガさんに会いたくて会いたくて仕方がなかったというレラの気持ちが全身から溢あふれ出だしてますよね」

「ははは、そりゃ光栄だな」

　岸壁に近づいた船は大きく速度を落とし、もやは停止寸前だ。

　レラは船の遅さをもどかしく感じたのか、岸壁の最前まで進み出て、なおも手を振っている。

「おい、危ないな。こっちを見上げてばかりで足下見ないでいると転こけるぞ」

　そんなナーガの言葉が終わらないうちに、岸壁の凸でこ凹ぼこに足を取られ、レラがすっ転んだ。

　すでに岸壁の端に進んでいたため、前のめりに転んだレラは、そのまま海に転落した。

　大きな水音が聞こえ、大きな水みず飛沫しぶきが上がる。

「ほ～ら、言わんこっちゃねえ」

　ナーガは天を仰あおいで慨がい嘆たんした。

　レラはそれほど泳ぎが得意ではないようで、必死で手足を動かしてはいるが、なかなか岸壁に手が届かない。というか、むしろ岸壁から遠ざかり始めた。

　元々、黒い森に住む魔女の多くは、あまり泳ぐ機会に恵まれない。ノノエルやハンネゥイのように泳ぐのが大得意という魔女のほうが例外なのだ。そしてレラも見事に多数派だった。

　ノノエルが一緒のときなら彼女が上う手まいこと水を操ってくれるので、なんの支障もなく泳げたりするのだが。

「しようがねえな」

　ナーガが船ふな縁べりに足をかけ、身を乗り出した。

　ナーガは思いきり船縁を蹴って。

「あ、ナーガさん!?」

　イクシーヌが手を伸ばすそのすぐ先で彼の体が宙に浮かび、そのままナーガは海面に向かって落ちていった。

　水飛沫が上がり、水音が甲板に聞こえてきた。

　一瞬だけ水に潜ったナーガの頭は、直後に浮かんだ。

　ナーガは顔を水の上に出したまま抜き手を切って泳いでいく。

　すぐにナーガはレラの直近まで泳ぎ寄ると、右手を伸ばしながら声をかけた。

「大丈夫か、レラ!?　おまえにしては迂う闊かつだったな」

「ナっ、ナーガさん！」

　レラは華麗に立ち泳ぎをしているナーガに抱きつこうと両腕を伸ばした。

　けれど、それまで両手両足を動かしてやっと浮かんでいたレラが両腕の動きを止めたらどうなるか。

　レラの体が沈み、顔が水に浸つかった。

「ごぶぁっっ？」

　レラは慌あわてて両腕の動きを再開させたが、今度は慌てた分、足の動きが疎おろそかになる。浮力が減じて、レラの頭の天てつ辺ぺんが水中に隠れた。

「あ、おい、レラ！」

　ナーガは急いで頭から海中に潜り、海面下でじたばたと暴れているレラを背後から抱きかかえた。

　ナーガはそのままレラの体を引っ張り上げようとしたのだが、彼女が必死で両手両足を動かしているため、それが却かえって浮かぶ邪魔になる。

（しようがねえな）

　ナーガはレラの脇の下から体の前に回している右腕の位置を少しずらし、いきなり右手でレラの左胸を摑つかんだ。

「がぶぁっっ!?」

　レラは驚きのあまり手足を動かすことをやめ、その一瞬の隙に、ナーガは強く足で海中を蹴って体を水面へと浮かび上がらせた。

「がはぁっっ」

　レラの顔が海面上に出た。

　彼女は咳せき込みながら、飲んだ海水を吐はき出している。

「大丈夫か、レラ」

「あっ、あのっ、ナーガさんっ」

　レラはなおも手足を動かしながら言った。

「なんだ？」

「おっ、お帰りなさいっ」

「おう、無事に戻ったぜ」

「あっ、あのっ、ナーガさんっ？」

「なんだ？」

「手っ、手をっ、動かさないでっ」

「ん？　これか？」

　もにゅもにゅもにゅ。

「あっ、駄目っ、あぁぁっっ」

　レラは体から力が抜け、思わず体を捻ひねってナーガにしがみつこうとする。

「よしよし、それでいい。溺れそうになったときに変に体に力を入れたりむやみに手足を動かしたりすると、逆に浮きにくくなるんだよ。そのまま俺おれに抱きついてろ」

「あ、あの……はい」

　レラは恥ずかしそうに俯うつむくと、ナーガの首にそっと両腕を回した。

　ナーガはレラを抱えていることなどまるで気にせず、すいすいと岸壁に泳ぎ寄った。

　元々、距離は大したことがない。すぐにナーガは岸壁に達した。

　上から覗のぞき込こんでいるディーやエレオノーザが手を伸ばしてきたので、彼女らにレラを任せ、ナーガは自力で岸壁に這はい上がった。

　ずぶ濡ぬれの服がまとわりついて気持ち悪いが、それは諦めるしかない。

　もう冬も近く、冷たい風が吹くと、濡れた服のせいでかなり寒さむく感じた。

　いつの間にか船は岸壁に接岸していた。

　ディーたちがレラを引っ張り上げていると、船から下りたイクシーヌとセレナが駆け寄ってきた。

　クゥとケイはまだ横になっているのか、姿を見せていない。

「レラぁ、よかったねぇ」

　ニヤニヤ笑いを浮かべながらイクシーヌが声をかけた。

　岸壁上に引っ張り上げられたレラは、そこに横たわって、ぜぇはぁと荒い息を吐はいていたが、やがて顔を上げ、イクシーヌを睨にらんできた。

「イクシー。わたしは溺れる寸前だったというのに何がよかったのです、か!?」

「だって、溺れそうになったおかげでナーガさんに助けてもらって、おまけに抱きしめてもらえたじゃないか」

「にぇっっ？」

　レラの体がその場で跳ねた。

「もしかして、ナーガさんに抱きつきたくて、わざと溺れたりした？」

「ちちち違いま、すっっ！」

「っていうか、その恰かつ好こう」

　イクシーヌは、またもにやりと笑った。

「ナーガさん、ナーガさん、こっちこっち」

　イクシーヌがナーガを手招いた。

「なんだよ」

「レラの恰かつ好こうを見てやってよ。彼女なりに頑張ったんだからさぁ」

「あぁまぁ、必死で頑張って泳ごうとはしていたが」

　イクシーヌは、そうじゃないんだよねぇ、と首を振りながらレラを指し示した。

「久しぶりに会ったナーガさんの関心を引きたくて、こうしてずぶ濡ぬれになって透すけ透けになっているんだから、ちゃんと見てあげないと」

「ん？」

　ナーガが改めてレラの全身に視線を這はわせると。

「おおぉ、凄すごいことになってるな！」

　ナーガが目を見開いて自分のほうを見ていて、その顔になんだか喜色が浮いている。

　それでレラにも、ようやく事態が把握できた。

　彼女がおそるおそる自分の体に視線を落とすと。

　見事に透けていた。極薄で極小の衣装は、もはやなんの役にも立っていない。

　可愛かわいらしい胸の膨らみも。

　その頂点に載っている桜色の乳首も。

　申し訳程度に生えた股間の薄い陰毛も。

　それは見事に透けていた。

「ぎにゃぁあぁぁあっっ!?」

　顔を赤く染めたレラは、その場で跳ね起き、慌あわてて仲間の魔女の後ろに身を隠した。

「こっこちらを見ないでくださ、いっっ！」

「どうしてさぁ。レラはナーガさんに濡れ濡れで透け透けの恰好を見てほしくて海に入ったんでしょ。今こそ見せるときじゃんか」

「濡れ濡れの透け透けって、言い方、凄いな。まぁ、だいたいそんな感じで丸見えになってるけどな」

　ナーガが素直な感想を口に上のぼすと、レラは顔を真っ赤に染めて首を左右に振った。

「違いま、すぅぅぅぅ。そんなこと考えたのではありませ、んんんん！」

「レラばっかり、そんなふうにナーガさんの気を引こうとするのって、ちょっと狡ずるいよね。わたしもずぶ濡れになって透け透けになろうかな」

「駄目ですよ、イクシー。せっかく頑張ったのですから、ここはレラの頑張りに免じて、彼女がナーガさんの視線を独り占めしても許してあげなくては」

　セレナがそう言うと、即座にレラが嚙かみついた。

「べつに頑張ってなどいません、がっっ！」

　レラとイクシーヌ、セレナが言い合っていると、ようやく船からふらつく足取りでケイとクゥが下りてきた。

「なに～？　何を言い争ってんの～？」

「なんでもありませ、ん！」

「そうそう、お子様のケイには関係ないかな～」

「なんだよ、イクシーのその言い方。酷ひどいなぁ」

「まぁ、それはそれとして」

　レラは仲間の魔女の後ろに隠れたまま、顔だけを覗のぞかせて言った。

「ともあれお帰りなさ、いナーガさ、ん」

「おう、なんとか無事に戻ったぞ。心配かけたな」

「いえべつに心配、は……でもよかっ、た。本当によかったで、す」

　レラは出していた顔を引っ込めてしまった。

　彼女は仲間の魔女の背中に隠れたまま安あん堵どの涙を流した。

　そんなレラに、ナーガは優しく呼びかける。

「ハリガンはどうした？」

　レラは背中に隠れたまま答えてきた。

「姉あね様さまは兵一千を率ひきいて西さい果はての半島に渡りまし、た」

「ああ、そうか。ユウキが来たんだな？」

「は、い。ユウキに話を聞いてわたしと姉様はすぐ、に兵を集めてその一千を姉様が指し揮きして渡海したので、す」

「なら、魔女国の国都はなんとか保もちそうだな」

　そう呟つぶやいたナーガは、顔を上げ、隠れたままのレラに向かって言った。

「おまえもハリガンも、エゥラニアをよくまとめてくれているようだな」

「い、いえそんなことどうということはありませ、ん」

「おかげで人と魔女が共に暮らせる世界を創るという理想が頓とん挫ざすることはなさそうだ」

「あ、はい、よかったで、す」

「で？　これからどうするの、ナーガさん？」

　とイクシーヌが口を挟はさんできた。

「そうだな。ちょっと優しくしてやっただけで勘違いしてのぼせ上がる馬鹿をどうするか。なかなか難しいな」

　そう言ってナーガは薄い笑みを浮かべた。イクシーヌも、セレナも、クゥも、ケイも、兵たちも、見た者すべての心しん胆たんを寒からしめるほどの、それは凄せい絶ぜつな笑顔だった。

　たしかにカサンドラ国王に対する処置は大きな問題だ。けれど、いまナーガの心を占めているのは、もっと別のことだった。

　カサンドラ王国の国王をどうするかよりも、人は誰もが論理的に、理性的に動くわけではないという事実が、ナーガの心に大きな爪つめ痕あとを残した。

（人という生き物は、ときに感情的で支し離り滅めつ裂れつで意味不明な行動を取ることがある……か。今回の事件は俺おれにとって大きな教訓になるな）

　この経験だけではなかった。

　この世界で経験したすべてが。

　この世界で経験した戦いくさのすべてが。

　後の彼の戦いを支え、彼の人生を大きく左右することになるわけだが、今のナーガにはそれを知る由よしもなかった。
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　魔女国の国都にカサンドラ王国軍を中心とする連合軍が近づきつつあった。

　総勢三千八百で、その内訳は、カサンドラ王国軍が二千五百に半島諸国が送って寄よ越こした兵が千三百だ。

　結局、集まったのは千三百だけで、これはカサンドラ国王の予想よりずっと少ない数字だった。

　ナーガさえ討うち取ってしまえば、半島諸国は雪崩なだれを打って魔女討とう伐ばつの戦いに参加するだろうと国王は思っていた。しかし国王が「ナーガを討ち取った」と宣言し、続けて「半島から魔女を駆く逐ちくしよう」と呼びかけても、諸国の反応は鈍かった。

　前述したように「本当にナーガを討ち取ったのか？」という各国の疑問、疑念を国王が払ふつ拭しよくできなかったことが大きい。要するに、ナーガの遺体、あるいは首しゆ級きゆうを諸国の国王や首脳に明示できなかったということである。

　国王の企たくらみは空くうを切っており、ナーガは大陸本土へと脱出してしまっているのだから、それも当然だ。

　ナーガ脱出の事実をカサンドラ国王が把握できていなかったことも、迂う闊かつといえば迂闊だった。

　もう一つの理由は、諸国の軍幹部がナーガと魔女軍を恐おそれていたことにある。

　彼らの「恐れ」は、カサンドラ国王の予想を超えていた。

　いや、諸国の軍幹部だけではない。諸国の兵も。それどころか、カサンドラ王国軍の幹部や兵も、ナーガの知ち謀ぼうと魔女の戦闘力を恐れていた。

　彼らの畏い怖ふを感じ取れなかったのは、カサンドラ四世が戦場に立って魔女と戦った経験がないことに起因する。魔女の魔法の威力を目で見て肌で感じたことのある兵士や部隊長たちにとっては、これ以上、魔女と戦いたくはないという思いのほうが強かったのだ。

　理由の第三は、カサンドラ四世の能力に対する疑念だった。

　カサンドラ四世は半島を統一し、維持していける器なのか？　という疑問だ。

　戦ってみて初めてわかることがある。

　半島諸国の兵や幹部たちは、カサンドラ王国と魔女国が西さい果はての半島を統一しようとしているのは、ナーガの知略と魔女たちの魔法の力によるものだということを感覚的に知っている。カサンドラ四世など、ナーガと魔女たちが切り拓ひらいた道を馬車に乗ったまま進んでいるだけだということも、なんとなくわかっている。

　実際にカサンドラ王国軍は、以前、魔女たちにこてんぱんに負けているのだ。いくらカサンドラ四世が「ナーガを討ち取った」と叫んでも、では、ナーガに代わって国王が半島を治めていける器なのかという疑念が彼らの頭から消えることはない。だから諸国は申し訳程度に、五十、百という小部隊を送るだけでお茶を濁にごした。

　カサンドラ王国軍が魔女軍を討うち破ればすぐに援軍を送れるようにと、諸国は自国軍に臨戦態勢を取らせてはいる。だがそれは、カサンドラ王国軍が魔女軍に負けたときの備えでもあった。

　勝ちに乗った魔女軍が自国周辺に進出してきた場合は、自国が攻められないように防御を固めるのだ。

　カサンドラ王国軍が勝てば、たとえ小部隊でも送って勝利に貢献したことを主張する。

　負けた場合は、カサンドラ国王に強要されて仕方なく兵を送っただけで、決して本意ではなかったのだ、その証拠にたった百しか送っていない……と言い訳する。

　半島諸国は、そんな姑こ息そくな様子見に走ったのだった。

　おかげでカサンドラ国王が主催する「半島から魔女を追い出すための討とう伐ばつ軍」は三千八百しか集められなかったというわけだ。

　それでも、国王がもっと早く動いていれば事態は少しは変わっていたかもしれない。

　けれど、彼の動きはあまりに遅かった。遅くて、鈍くて、覇気に欠けていた。

　それらの多くはカサンドラ四世の資質の問題だろうが、前述したように、参加している兵たちがナーガや魔女たちを畏い怖ふしているという側面も大きかった。

　とはいえ、部隊が動いてしまった以上、異を唱となえるわけにもいかない。それをしたら反逆罪で処刑されてしまう。

　といって、こっそり逃げ出すわけにもいかない。もし捕まれば、敵前逃亡でやはり処刑されてしまう。

　それに、逃げたところで行くところがない。

　傭よう兵へいなら、半島を離れて大陸本土で新たな雇用先を探せばいいのかもしれないが、国に家族、親族がいる兵はそうはいかない。

　最悪の場合、家族、親族までも罰を受けてしまう。

（とりあえず国王に従って行軍しておいて、いざ魔女と戦うようなことになったら、そのときこそ逃げるか）

　というのが、兵たちの正直な心境だった。

　だから討伐軍に熱意も闘志もない。魔女打倒の気概に燃えているのはカサンドラ四世唯ただ一人といってもよかった。

　部隊に厭えん戦せんの気分が蔓まん延えんしていることにカサンドラ四世が気づけないのも、彼の限界を明確に示していると言える。

　一方、四世を支える立場にあるリガヤは。

　リガヤは困り果てていた。
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　ナーガが脱出できたのか、それとも逃げ切れずに命を落としてしまったのか、それはリガヤにもわかっていない。

　国王が送った部隊がナーガを捕捉したのなら、そしてそのまま討うち取ったのなら、国王は大喜びでナーガの遺体を持ち帰り、グランビスタの街辺りに晒さらすのは確実。だからリガヤは、自分の知らないところでカサンドラ王国軍がナーガを討ち取ったという可能性は、ほとんどないだろうと思っている。

（わたしが送った手土産の意味に気づいて早々に逃げ出したのだろうか）

　しかし、ナーガが逃げる途中でルルドルブ軍に捕らえられた、あるいは殺害されたという可能性はある。

（とはいえ、その場合でもルルドルブ軍からなんらかの発表はあるはずで、ナーガ殿がルルドルブ軍に殺されたという可能性もかなり低いのではないだろうか）

　問題は、逃げる途中でナーガが不慮の事故で死んでしまったという可能性だ。

　ルルドルブ軍部隊の追撃を逃れて半島へと戻ってきたなら、待ち構えていたカサンドラ王国軍に捕捉されているはずだ。

　仮に、それも突破して無事に半島に帰り着いたのなら、ナーガは魔女たちと合流しようとするはずだが、今のところ、魔女軍のほうにそういう動きは見られない。

　カサンドラ王国軍にも捕まらず、殺されず。

　かといって、半島に戻ってきてもいない。

　そうなると、どこかで不慮の事故に遭ったという可能性がいちばん高い。

（あのナーガ殿が事故で死ぬなど、そんなことが……）

　希代の英雄の呆あつ気けない最期を思うと、何な故ぜかリガヤの胸は痛んだ。

　ナーガがいなくなったと思うと、彼が提示した未来──人と魔女が共に暮らす世界──がよけいに見たくなる。

（もっとはっきりとナーガ殿に王の叛はん心しんを告げるべきだったか）

　だが、後悔しても事態はもう動いてしまっている。であれば、いまリガヤが考えなくてはならないことは何か。考えて決めなくてはならないことは何か。

（国王様に従って、このまま魔女を討つための戦いを始めるべきか否いなかだが）

　そこが決められない。

　リガヤが迷いの森から抜け出すには、あと一つ、何かが足りない。

　リガヤが新たな一歩を踏み出すためには。

　自分の殻からを破り脱ぎ捨てるためには。

　彼の迷いを解消し、決断を後押ししてくれる存在が必要だ。

　まだリガヤは知らなかったが、その存在はすぐそこまでやって来ていた。
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「母かか様さま、反乱軍はカサンドラ王国の王都を通過しました」

　偵察に出ていたエリュシオーネが飛んで戻ってヴィータに報告した。

　ヴィータは魔女国の国都にいて、そこに集結した魔女たちの指し揮きを執とっているから、現状、彼女が魔女国軍の総司令官という立場になっている。

　その責任の重さが、ヴィータの小さな肩にのしかかり食くい込む。

（これが背負った人数の重さというわけか。森で二十人ばかりの吾わが娘こらを率ひきいていたときとは肩にかかる重みが違う。ナーガの奴やつ、以前は千、二千を率いて毎日のように戦っていたと言うておったが、この重みに耐えるだけでも大したものじゃわ）

　毎日戦っていたというのはさすがに言い過ぎだろうが、若き日の織お田だ信のぶ長ながが骨こつ肉にく相あい食はむ戦いを繰り返していたのは事実だ。

（だが、吾われがこの重さに耐えなければ、魔女の未来はない。吾が魔女王になるという望みの達成もない。ふん、やってやるさ。とりあえず此こ度たびはナーガが帰還するまで国都を保ち続ければいいのだからな。造作もない……とは言わんが、なぁに、やってやれないことはあるまいよ）

　ヴィータには覚悟がある。

　今までの戦いを無駄にしないという覚悟。

　魔女国の未来を失うわけにはいかないという覚悟。

　新しい時代を切り拓ひらいてみせるという覚悟。

　そこがカサンドラ国王とは決定的に違っていた。

　ヴィータは、ナーガが帰還するまでの時間稼ぎに徹てつするつもりだった。

　そのために少数精鋭の魔女で不正規戦を挑んで反乱軍の足を止めるのだ。

　反乱軍の戦意が高くないことを、ヴィータは物もの見みの報告によって把握している。主力に大打撃を与えなくても、針で突つつくような小規模の攻撃を続けるだけで、反乱軍は先を急ぐ気をなくすに違いない。上う手まくすれば、部隊の何割かが脱落するかもしれない。

　それがヴィータの読みだった。

　そして小規模の精鋭による不正規戦こそ、魔女がもっとも得意とするところだ。

　まずヴィータは五、六人を一隊とした部隊を何隊も編成し、行軍している反乱軍の後方を攪かく乱らんさせたり、先行する物見部隊を攻撃させたりした。一部はさらに後方へと送り込み、後続の輜し重ちよう部隊を攻撃させた。

　もっとも、一般兵士に反乱の責を問うつもりはない。なるべく兵の被害が大きくならないような攻撃を心がけさせた。

　ヴィータのこの対応は、人に対する敵てき愾がい心しんに燃えていた魔女たちも少しずつではあるが変わってきているという証拠だろうが、それはさておき。

　ヴィータの狙いどおり、反乱軍の進軍速度は目に見えて遅くなる。それまでも遅々とした歩みだったのが、もはや亀の歩みと言っていいくらいまで速度が落ちてしまった。

　魔女討とう伐ばつ軍はカサンドラ王国の王都を通過したものの、魔女国とのあいだにある山岳部を通過できていない。

　山岳部こそ不正規戦にもってこいの地形だ。物もの見みが街道を登っていこうとする度に魔女からの攻撃を受け、這ほう々ほうの体ていで逃げ戻る始末だった。

　この先に魔女が待ち構えていると思うと、根が生えたように兵の足が重くなる。今や意識的な怠たい業ぎようとも言うべき停滞が全軍に蔓まん延えんしていた。

　焦ったカサンドラ国王がどれほど叱しつ咤たしても、脅おどしても、処罰をちらつかせても、兵たちの怠業行為は収まらない。

　業を煮やした国王は、ついにリガヤを呼びつけ、

「千の兵を預けるから、山中にいる魔女を排除してシュバイツ川手前まで進出し、そこに陣を敷いて本隊の到着を待て」

　と厳命を下したのだった。

　リガヤとしては命令を受けるしかなかった。

　この先どうすればいいのかを決めかねたまま、一千の部隊を率ひきいたリガヤは、シュバイツ川まで進出すべく街道を登り始めた。

　もちろん、その動きは魔女軍によって把握されていた。
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「リガヤの部隊が山を登り始めたか。間違いないのじゃな？」

　と訊きかれ、エリュシオーネは、間違いないです、と頷うなずいた。

「リガヤ殿の部隊であることを示す旗印を確認しましたので」

「ならば間違いなかろうな。本人がいるかどうかは別にして」

「どうします、母かか様さま」

「そうよな。リガヤの部隊に損害を与えるのも気が引ける。この戦いくさが終わったら、奴やつにはもう一度、こちらで働いてもらうことになるやもしれんしな。まぁ、その辺は戻ってきたナーガとの相談になるがの」

「ですか。で、肝心のナーガさんは、いつ頃こちらに？」

「先ほどユウキが飛んできての。ナーガはエゥラニアの兵を率ひきいて渡海中だそうじゃ。ということは、明日くらいにはレンスールの街に入るじゃろ。こちらに来るのは、その二、三日あと、といったところか。ハリガンの率いる部隊は、もうレンスールの街を出たそうじゃから、明日には到着するな」

「では、それまでの時間を稼げばわたしたちの勝ちということですね」

「そのとおりじゃな」

「では、リガヤ殿の部隊を通しても、それほど問題はないということですか」

「リガヤの部隊を通すことに問題はないが、後続の主力を通してしまうのは問題じゃな。リガヤの部隊を引っ張り込んで、主力と切り離してしまうとするか」

「なるほど。上う手まくすれば、孤立したリガヤ殿が降伏してくれるかもしれませんね」

「ほう。阿あ呆ほうのおぬしもそこまで考えられるようになったか。阿呆も経験を積んでいけば、多少はまともになるという生きた見本じゃな、エリューは」

「母かか様さまが酷ひどい！」

　ツッコんだエリュシオーネは、げんなりした顔で訊きいた。

「ところで、具体的にはどうすればいいのです？」

　ヴィータは、にやりと笑って言った。

「多少は進歩したと言うても、阿呆は阿呆、そこまではわからんか。仕方がない、阿呆にもわかるように吾われが易しく説明してやる」

「母様が酷すぎる！」

　大きく仰のけ反ぞったエリュシオーネを、ヴィータがじろりと睨ねめつけた。

「言うても、べつにやることは今までと変わらんよ。リガヤの部隊が山を抜ければ、主力に対して、山を抜けた、と連絡するじゃろう？」

　エリュシオーネは慌あわてて体勢を戻した。

「あ、はい、それはそうですね」

「連絡を受けた主力は続けて山地を越えようとする。そのときミドルスブレイラを使う」

「あ、なるほど。土砂で道を塞いで足止めするわけですか」

「そうじゃ。これまでは、こちらがカサンドラ王国側へ出るときの邪魔になるから控えていたが、この展開になれば使ってもいいじゃろ。ミドルスブレイラの魔法で山の斜面を崩して本隊が山を越えてシュバイツ川まで進出するのを阻止する。さすれば、先に進出したリガヤの一千は孤立することになる。そこで誘ゆう降こう工作をするというわけじゃな」

「さすが母様、陰険で見事な作戦です」

「陰険言うな！」

「い、陰湿な？」

「言い換えても負の評価のままではないか！」

「すみません」

「まぁ、姑こ息そくであることは認めるがな」

（認めちゃうんだ）

「兵数が違うのだ、正面から戦わんのは当然のことじゃ。古来より兵数で劣おとっている側は奇襲や夜襲で大軍を破ってきたと、ナーガも言っておっただろうが」

「ですね」

「ただしじゃ。あまり大量の土砂で道を完全に埋めてしまうのはナシじゃ」

「あれ？　駄目ですか。完全に埋めてしまえば、もうカサンドラ王国軍がこちらまで進出する心配をしなくていいのではないですか？」

「それでいいなら最初からそうしておるわ」

　ヴィータは小さなため息を吐ついた。

「道を完全に埋めてしまったら、こちらからカサンドラ王国側へ出ていくときに困るじゃろうが」

「わたしたち魔女なら、山中を突破するのもそれほど苦にしませんよ？」

「そうではない。人の兵を連れて、という話じゃ」

　そこまで聞いて、エリュシオーネにもヴィータの言わんとすることが理解できた。

「ああ、そうか。人の兵がカサンドラ王国まで進むときに困るわけか」

「そうじゃ。ここにもすでに千近い人の兵が入っておる。さらにハリガンが一千ほどの兵を連れてくるという。ナーガも、戻る際に数百は連れてくるじゃろう。そうなると二千以上の大部隊で山地を越えねばならん。土砂で道が埋まっていたら、それを取り除く作業をする必要が出てくる。道を完全に埋めてしまったら、こちらも時間の無駄遣いをする羽目になるわ」

「たしかに。今回の反乱の首しゆ謀ぼう者しやがカサンドラ国王なんですから、彼を取り除くために王都へ進撃する必要がありますよね」

「そういうことじゃ」

「でも母かか様さま、リガヤ殿の部隊が先行していることに力を得て、土砂で埋まった道を主力が乗り越えようとしませんか？　あるいは迂う回かいして山中を突破しようとしませんか？」

「それならそれでかまわん。しゃにむに山を抜けようとしても、山の中ならこちらの足のほうが遙はるかに勝まさっている。おまけに敵は散ばらけての移動になる。少数で不意を衝ついて攻撃、即離脱という不正規戦の恰かつ好こうの餌食じゃ」

「それもそうか。山中を移動するとなると、整然と陣形を組んだままってわけにはいきませんものね。それはいいとして、乗り越えようとした場合はどうします？」

「その場合は、乗り越えようとしているところをちくちくと攻撃するんじゃな。二千以上いても、山道では長蛇の列で全軍での反撃はできない。長く延びきった隊列のあちこちをちくちくと攻撃すれば、先頭の兵もおちおちと土砂を乗り越えられなくなるじゃろうよ。百、二百が乗り越えてきても、今度はそやつらを攻撃してやればいいのじゃ」

「百、二百程度の規模なら全滅させることもできますね」

「いや、あまり敵の損害を大きくしたくはないからの。できれば全滅させるのは避けたい。ということで、なるべく乗り越えないような方向へ持っていきたい。大量の土砂で完全に道を埋めてしまうのが手っ取り早いし楽なんじゃが、さっきも言うたように、こちらからあちらへ出ていくときのことを考えると、それもできん。どのくらいの土砂で埋めるかが問題じゃ。ミドルスブレイラの奴やつに、今の話をしっかりと伝えてこい」

「了解です、母かか様さま」




　こうしてヴィータはリガヤの部隊だけはあっさりと通しておいて、後続の主力が山を越えようとするのを阻止するべく、魔女の部隊を多数、山中に投入した。

　ミドルスブレイラの隊は峠とうげ付近で土砂崩れを起こすための準備を開始した。




「リガヤ隊は峠を越え、シュバイツ川目指して進軍中」

　そんな報告をリガヤから受けたカサンドラ四世は躍り上がり、逸はやり立った。

「さすがはリガヤだ、頼りになる」

　彼は手元にいる残り二千八百に進軍を命じたのだった。
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　主力の行軍は、先頭が峠の手前に達したところで停止してしまった。山の斜面が崩れて道を塞いでいたからだ。

　先頭が止まれば、後ろも止まらざるを得ない。道は一本道で、迂う回かい路ろなどないのだから仕方がない。

　先頭を歩く部隊の中隊長は、土砂に埋もれた道を見て途方に暮れた。

　土砂を掘って運ぶような道具は何も持っていない。

（あれを取り除いて部隊が通れるようにするには、まず鋤すきや鍬くわ、畚もつこなどを持ってこないとならない。そんな悠長なことをしている暇はないだろう。だったら乗り越えるしかないか。たしかに乗り越えようと思えば乗り越えられそうだが……乗り越えて峠の向こう側に出たところを魔女に攻撃されたら？）

　考えるまでもない。先頭部隊単独では抵抗する間もなく全滅するだろう。

　ぞっとするような想像に中隊長は怖おじ気け付いた。

　全滅はしたくないから土砂を取り除くしかないが、おそらく通行可能になるまで数日はかかる。

（それを国王様が許してくださるか……）

　隊長は覚悟を決めた。

　もしカサンドラ四世が、土砂を取り除く時間が惜しいから、先頭の部隊から土砂を乗り越えて進めと命じてきたら、潔く土砂を乗り越えようと。そして向こう側で魔女に襲おそわれたら、かまわない、抵抗せずに投降しようと。

　実際、中隊長の読みどおりとなった。

　カサンドラ国王は、土砂を取り除くために数日を費やすことを嫌い、乗り越えることを命じてきた。

　向こうで魔女が待ち構えているのでは、という指摘には、

「間かん断だんなく次々と乗り越えて峠とうげの向こうに陣を敷けば、魔女も攻撃する隙を見み出いだせないであろう」

　と応えた。

（実戦を知らない人の楽観論だな）

　中隊長はそう思ったが、カサンドラ四世に考え直すように具ぐ申しんしたりはしなかった。

（命令だから乗り越えて先へ進むが、魔女に襲われたら、我が部隊だけでは抵抗のしようがないのだから仕方がない）

　諦めの境地で土砂を乗り越えた先頭部隊の百は、峠に陣を敷くべく進んだが、案の定、峠で魔女の襲撃を受けた。

　中隊長は即座に投降を部下に命じた。なんの迷いもない即断だった。

　先頭の中隊は武装解除され、魔女たちに連れられ、山中を下りていった。

　次に土砂を乗り越えようとした部隊は、乗り越えるところを魔法で攻撃された。

　何人かが土砂の上から転がり落ち、残りの兵は登るのをやめ、慌あわてて引き返してきた。

「魔女だ！　魔女が攻めてきたぞ！」

　という叫び声で、後続の部隊が動揺する。

　そこを狙ったように、縦に長い隊列のあちこちで魔女の攻撃が始まった。

　元々、腰が引けている兵が多い。

　そして峠付近で土砂崩れがあって先へ進めないという。

　そんなときに魔女の攻撃を受けてしまえば、兵たちはこう思うしかなかった。

「先へ進めないなら下がるしかないじゃないか」

　中には果敢に反撃を試みようとした部隊もあったが、大半の兵は抵抗する意志を見せないまま下がろうとする。しかし、隊列は長く延びていて、後ろには別の部隊がいる。すぐに部隊同士がぶつかり、入り乱れ、混乱が生じた。

　混乱は、隊列の中央付近にいるカサンドラ四世とその親衛隊にも伝わってきた。

「国王様、魔女の攻こう勢せいが始まっております！」

「リガヤ様の部隊と我ら主力を切り離す魔女の策略だったのでは!?」

「ここは危のうございます。お下がりください」

　などと親衛隊の幹部が進言しているところへ、狼おおかみの群れが突入してきた。アルルカンの操る狼たちだ。

　山野を自在に駆けられる狼ならば、圧倒的な速さで狙う場所まで走って行ける。

　アルルカンは山中に隠れていればいいわけで、敵の本陣を襲おそっても、魔女に犠牲が出る虞おそれはない。それに、襲うといっても狼たちは兵たちのあいだを快足を活いかして走り回るだけだから、狼に犠牲が出ることもない。

　一方、人の兵は、足下を狼が走り回るだけで恐怖し、混乱した。

（ここに止とどまっては危険。国王様がなんと言おうと下がっていただかなくては）

　親衛隊長はカサンドラ四世を無理やり下がらせることにする。

　後方にいる部隊を道から退どかせたため、混乱は最後尾にまで波及した。

　下がっていく国王と親衛隊を間近で見た後方の部隊の兵たちは、魔女の攻勢を支えきれずに親衛隊が敗走してきたと勘違いをした。

　このままでは魔女の餌食になる。

　そう思った兵たちは、道を下りていく親衛隊のあとを追って次々に下り始めた。

　隊列の後ろ三分の二ほどが退却してしまい。

　前の三分の一ほどがその場に取り残された。

　このままでは魔女軍に包囲されて全滅する。

　峠とうげに近い場所にいた部隊の兵たちは恐怖心に駆られ、我先にと駆け出した。

　後方の部隊は割合整然と退却していったのだが、そこへ前方にいた部隊の兵が隊列も作らずに駆け込んで来た。

「魔女が追撃してきた!?」

　勘違いした後方部隊の兵たちも一斉に走り始め、全面的な武力衝突が起きていないにも拘かかわらず、最後は全軍潰かい走そうという惨状になった。

　カサンドラ四世にとってさらに痛かったのは、半島諸国の兵が、潰走ついでとばかりに走り続け、カサンドラ王国王都近辺まで退却してしまったことだった。

　なんとか麓ふもとに止とどまったカサンドラ王国軍は、千と少ししかいなかった。

　リガヤの一千とは完全に切り離され。

　半島諸国の援軍千三百は大きく後方へ下がってしまい。

　カサンドラ王国軍からさえも離脱する兵が出ている。

　この状態では、魔女軍を蹴散らして魔女国の国都を落とすことなど不可能。

　それどころか、魔女討とう伐ばつ軍を維持することさえ難しくなっている。

　麓ふもとまで戻ってきたカサンドラ四世は、目の前に横たわる山地を呆ぼう然ぜんと見上げることしかできなかった。
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　魔女たちが討とう伐ばつ軍を押し返しているときに、ハリガンと彼女が率ひきいる部隊一千が国都に到着した。

　ヴィータから戦況の推移を聞かされたハリガンは、ヴィータの的確な判断と指し揮きぶりに舌を巻いた。同時に、自分も負けていられないと闘志を燃やす。

　そんなハリガンの下もとをアイスが訪ねてきた。

「おお、アイス。怪け我がのほうはもういいのか？」

「完治とはいきませんけど、もう動けます。こんな状況ですから、いつまでものほほんと寝ているわけにもいきませんし、わたしも戦いに参加しますよ？」

（どうせ駄目だと言っても言うことはきかんだろうしな）

　ハリガンは内心でため息を吐つくと、諭さとすように言った。

「好きにしろ。だが、無む茶ちやはするな。おまえにもしものことがあれば他の娘むすめらが悲しむ。もちろんナーガもな」

「あ……ええ、はい、わかっています」

　アイスの体から力みが抜け、顔からは気負いが消えた。

（ははは。ナーガの名前は大した威力だ）

「当面、おぬしは吾われの側そばに控えておれ、もしもの場合は人の兵を率いて討うって出てもらうことになるが、ヴィータから話を聞いた限り、そこまでのことにもならんだろう」

「そうなのですか？」

「うむ。何しろ奴やつらは最大の目標を取り逃がしているのだからな」

「ナーガさんですね」

「ナーガを討ち取れていたら話は違っていただろうが、それに失敗している以上、奴らの軍事行動はただの悪わる足あ搔がきに過ぎず、吾らの脅威にはならん。おそらく山地を越えてここまでやって来ることもないだろう。吾が率いてきた一千が敵と戦う必要もあるまい。吾らの仕事は、ナーガを出迎え、彼に従ついてカサンドラ王国の王都へ進軍することだ」

「承知です、姉あね様さま」

　ハリガンは国都の近くに率いてきた兵を布陣させた。攻め寄せてくる敵の部隊に備えるためではなく、やがて帰還するはずのナーガを出迎えるためだ。

　実際、ハリガンの読みどおり、山地を越えてシュバイツ川近くまで進出してきたのはリガヤが率いる一千だけで、後続部隊は一兵たりとも山地を越えることはなかった。
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　リガヤはシュバイツ川にほど近い平地に陣を敷いた。

　敵の本拠地が近いのだから、本来なら木柵で囲ったり土塁を巡らせたりするべきところだが、彼は強固な陣地を構築しろとは命じなかった。

　敵の攻撃を危き惧ぐする部下に対しても、

「警戒を怠らなければそれでいいのだ。夜間の篝かがり火びだけはいつもより多く焚たくように」

　と応えるだけだった。

　リガヤは後続の主力が引き返してしまったことをまだ知らない。

　だが、そもそも彼は主力がここまでやって来られるとは思っていなかった。

　孤立した自隊が魔女に攻撃されたらすぐ降伏しようと考えていたし、囚とらわれた挙あげ句く、反乱の首しゆ謀ぼう者しやとして処刑されるのなら、それも致し方なしと観念していた。

（わたしがそんな目に遭うとしたら、それは偏ひとえに自分の弱さにあるのだ）

　リガヤは決断できないまま、ずるずるとカサンドラ四世に従って動き、その結果、彼の暴挙を止めることもできず、新しい世界を創ろうというナーガの崇高な目標を邪魔してしまった。

（わたしにもっと決断力があれば。もっと自分で考え判断できる力があれば、事態は少しは変わっていただろうか）

　と思ってみても、今さらの話ではある。

（残念なのは、ナーガ殿が創ろうとした新しい世界を見られない、ということだな）

　そこには、そこだけには未練がある。

　そして、ナーガの新世界創りを邪魔してしまった自分には忸じく怩じたる思いがある。

（もしナーガ殿が無事に帰還したら、己の浅せん慮りょを謝罪したいものだ。もっとも、謝罪したところで、あの人は俺おれを許そうとしないだろうが）

　リガヤは魔女たちが攻撃してくるときを静かに待っていた。

　自分から進んで降伏する気はなかったが、自軍の兵たちの身の安全を図るためなら降伏できる。

（いや、それも結局、同じことか。自分で決断できないまま、何かのきっかけ、なんらかの名分を欲して待っているだけではないか）

　リガヤは自じ嘲ちようの笑みを浮かべながら、ただ本陣に置かれた床しよう几ぎに腰を下ろし、そのときを待ち続けた。

　それから数日の後に、そのときはやって来た。

　そのときというか、彼が。
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「ハリガン、ヴィータ、いま戻ったぜ」

「ナーガ！」

「ナーガさん！」

「お、アイスもいたか。もう大丈夫なのか？」

「はい、もうピンピンです」

「そうか。俺おれの股間もビンビンだぜ」

　居合わせた魔女たちが全員ジト目になって頭を引いた。

「滑る冗じよう句くしか言わん男じゃのう」

「というか、おぬしの股間は最初からビンビンだったように思うがな」

「ヴィータもハリガンも相変わらずキツいな」

「そうよね。何しろ最初に現れたのが露天のお風呂だったものね。これだけ広い世界の中からその一点を選んだようにハリ姉ねえが裸になっている場所に出現するなんて、どれだけ狙ってるのかっていう話よね」

「そしてユウキはもっとキツい」

「いや、ユウキ、その話はもう……」

「ハリ姉を狙ってるというか、ハリ姉のおっぱいを狙ってるというか」

「だ、だからユウキ、その話はだな……」

「そうだぞ、ユウキ。あれは不幸な偶然が重なった結果だからな。俺が狙ってそこに落ちたわけじゃないからな」

「その割には、あんた、ハリ姉のおっぱいを当然のように揉もみ拉しだいていなかったっけ？」

「それも不幸な偶然だ」

「こいつは」

「というかだな、そこに見事なおっぱいがあれば見み惚とれるのが当然だし、手を伸ばすのも当然だろ」

「開き直った！」

「おい、ナーガもユウキも、その辺にしておけと……」

「その割には、あんた、あのとき、わたしのことを見向きもしなかったような。それってずいぶんと失礼な話よね」

「え？　見向いたほうがよかったのか？」

「いいわけないでしょ！　見向いたら目を抉えぐってたわ」

「なんだよ、もう。見たら怒るし、見なかったら怒るし、どっちにすればいいんだよ」

「風呂場なんかに落ちてこなければいいって話よ！」

「まぁまぁ、ナーガさん、ユウキは怒るのがお仕事だから笑って許してあげて」

「真っ平らなケイは黙ってて」

「ユウキが酷ひどすぎて泣ける！」

「ユウキもケイも少し自重するのがいいで、す。久しぶりにナーガさんが戻ったというのにうるさいで、す」

　レラがユウキとケイの言い争いに割って入ってきた。

　すると。

「ねえ、みんな、聞いて聞いて。レラったらナーガさんと再会したとき泣いてたんだよ。よっぽど嬉うれしかったんだろうねぇ」

「平ら、な！　むしろ抉えぐれてい、る！　ケイは少し黙るといいで、す！」

「レラが酷すぎて泣く気すら失うせる！」

「ほら、ケイちゃんもユウキもレラも、駄目でしょう、いつまでも騒いでいたら。これから大事な軍いくさ評ひよう定じようがあるんだから、少し静かにしなさいね？」

「うわぁ、アイスに笑いながら怒られたぁ」

「笑顔で人を威圧するアイスの業わざは健在ね」

「あの業が炸さく裂れつするようならアイスの完全復活も間近でしょ、う」

「ん？　みんなうるさいわよ？　黙らないと折せつ檻かんしちゃいますけど？」

「勘弁して。アイスにお尻を叩たたかれたら、腫れ上がって大変なことに」

「ああ。だったらケイはアイスに胸を叩かれればいいんじゃない？　その平らな胸も腫れ上がって、少しは見栄えがよくなるかもだし」

「やっぱりユウキが最悪だった！」

「ユウキ？　ケイちゃん？」

「ごっごめんなさいっっ！」

「もう黙るからっ！」

　ケイとユウキが震え上がるのを見て、集まった魔女たちとナーガは愉快そうに笑うのだった。
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　国都の政庁舎──といっても、基本、大きな掘っ建て小屋という程度の物だったが──に集まった魔女たちを前にしてナーガが声を張り上げた。

「みんな、心配をかけたな。俺おれはこのとおり無事に戻った」

　集まった魔女たちから盛大な喝かつ采さいが湧いた。

　山中で不正規戦を継続している魔女も多いから、ここにいるのはせいぜい三十人くらいだが、その喝かつ采さいは百人の魔女が集まったのではないかと錯覚しそうなほど大きかった。

　盛大な喝采が静まるのを待って、ナーガは言葉を継いだ。

「俺おれの留る守す中、よく魔女国を守ってくれた。礼を言うぜ。おかげで引き続き、魔女と人とが共に暮らす世界を創るという目標に向かって進んでいける。いや今まで以上に突き進んでいける。戦い続けようじゃないか。魔女と人とが暮らせる世界を目指して」

「おお────っ！」

　魔女たちから歓声が上がった。

「やってやるよ──！　あたしたちの手で世界を変えるんだ──！」

　立ち上がったケイが手を振り回して叫ぶと、周囲の魔女が次々と床しよう几ぎから立ち上がり、賛同の声を上げた。

　しばらくは魔女たちが叫ぶに任せていたナーガだが、やがて手を上げ、静まれと合図を送った。それで魔女たちはようやく拍手と歓声を止め、もう一度、床几に腰を下ろした。

「さて、では軍いくさ評ひよう定じようを始めるとするか。のう、ナーガ」

　とヴィータが言うと、ナーガは大きく頷うなずいた。

「ああ、始めるとしよう」

「まずはこのあとだが、川の近くに陣を敷いているリガヤの部隊をどうするか、じゃな」

　とヴィータがナーガを促した。

「リガヤの部隊は、こちらへ取り込もう。奴やつが千を率ひきいているなら、それをこちらに引っ張り込めば、俺たちの兵力はカサンドラ王国軍を上回るんだからな」

　それは言われるまでもないことで、ヴィータもハリガンも他の魔女たちも同意の意を込めて頷いた。

「で？　肝心のリガヤをどうするつもりじゃ？」

「そうだな。とりあえず誘ゆう降こうしてみるか」

　ヴィータやハリガンが意外そうな顔になった。

「なんだ？」

「いや、おぬしのことだから、謀む反ほん人は問答無用で殺そうと言うのかと思った」

　とハリガンが応えると。

「いつもならそうしているところだが、俺はリガヤの奴に救われたという面もあるんでな。問答無用とはいかないわ」

「リガヤに救われた？　どういうことじゃ？」

　ヴィータだけでなく、ハリガンもアイス、レラなども不思議そうな顔になっている。

　一方、当事者だったユウキやケイ、イクシーヌにセレナ、クゥなどは、どういうことか知っているから、少しも表情を変えない。

　ナーガは、出発の際にリガヤからもらった手土産から、自分たちが挟はさみ撃ちされそうなことを察さつ知ちした、という経緯をヴィータやハリガンたちに説明した。

「なるほど。そんなことがあったのか」

「じゃが、よくそれで前後を塞がれて挟み撃ちされるということがわかったのう」

　ハリガンやヴィータが感心の声を漏らす一方、レラは何な故ぜか得意顔だ。

「まぁナーガさんなら当然です、ね」

　ヴィータはジト目になって揶や揄ゆするように言う。

「なんでおぬしが偉そうに胸を反らせているのかがわからんがな」

　話が逸それそうになるのを避けようと、アイスが言った。

「では、リガヤさんのところへ誰か使者を？　よかったら、わたしが行きますけど？」

「いや。使者を送るのではなく、俺おれが行こう」

　ナーガがそう言うと、居並んだ魔女たちがぎょっとした顔になった。

「いやいやいや」

「おぬしが行ってどうする」

「相手がその気になったら殺されますよ」

「はは。俺を殺す気なら、あんな菓子袋を送って寄よ越こさないさ」

「しかし」

　魔女たちの顔には、一様に心配そうな、不安そうな色が浮かんでいるが、ナーガはまるで気にしていないように、あっけらかんと言った。

「リガヤはきっかけがほしいんだよ。自分が新たな一歩を踏み出すきっかけがな。だからあそこに部隊を置いても、堅固な陣を敷こうとしないんだ」

「どういう意味じゃ？」

「奴やつのようにずっと誰かに仕えてきた奴は、ひたすら誰かのためにだけ働いてきた奴は、自分で考えて、自分で決断し、自分で歩き出すことが苦手なんだよ」

「ふむ。だから一歩を踏み出すためのきっかけか。それがおぬしなのか」

「奴は俺が生きているか死んだのか知らないだろうから、きっかけは俺に限らないだろう。おまえたち魔女による攻撃、あるいはお前たちからの降伏勧告なのかもしれない」

　ナーガがそう言うと、ヴィータが、なるほどの、と頷うなずいた。

「元から抵抗する気がないから、抗戦する気がないから、だから堅固な陣を敷いていないというわけか」

「あいつは揺れているのさ。カサンドラ国王と俺のあいだで揺れている。カサンドラ国王には幻滅しているんだろう。だが、主君を捨てることもできない。奴の倫理観からすれば、それはしてはいけないことなんだろうからな。内心では俺に荷担したいと思っていても、それを決断できないんだ。だから、俺が奴の軛くびきを断ち切ってやるのさ。奴は有能だから、味方にして損はない」

「なかなかの高評価じゃのう」

「俺おれが人を見る目はたしかだぜ？　一歩を踏み出しさえすれば、奴やつは優秀な武将となって魔女軍を支えるようになる」

「そうよな。おぬしの人を見る目はたしかだった。ここはおぬしの言うとおりにするか」

　ハリガンがそう言って、魔女たちの意見は固まった。

「とはいえ、ナーガ、おぬしが一人でのこのこ出ていくのは、やはり危険すぎると思うのじゃがな」

「わかってるよ、ヴィータ。リガヤの奴にその気がなくても、兵の誰かが矢を射かけてくるかもしれないし、誰かが斬りかかってくるかもしれない」

「なら、少しくらいは兵を連れていったほうが……」

「兵を連れていくのは、向こうの警戒心を煽あおるだけだからやめておこう。リガヤを討うち取りに来たのではないか、と思われたら困る」

「なら、どうするのじゃ？」

　ナーガは信頼の目で、周りにいる魔女たちを見回した。

「兵の代わりに、おまえたちを連れていきたい。つき合ってくれないか、ヴィータ、ハリガン」

「お？　おお、それはかまわんが」

「吾われもかまわんぞ」

「相手はカサンドラ王国軍だ、魔女の恐おそろしさは骨身に染みているだろうからな。おまえたちが来れば、それだけで腰が引けるだろう。俺を射殺そうとか斬りかかろうとか、そんな気にはならないはずだ」

「そう、かな」

「そうだよ。完全武装の兵じゃ、たとえ二十人しかいないとしても、相手に警戒心を抱いだかせる。だが、魔女なら警戒心より恐怖心が先に立つ」

「それだと逆効果ではないか？」

「兵は連れていない、というのがいいんだよ。正面から戦いに来たのでも、リガヤを捕らえに来たのでもない。その印象が大事なんだ」

「そんなものかのう」

　ヴィータはまだ納得し難がたいという顔で首を捻ひねっている。

「我らに怯おびえた兵が逃げ出したらどうする？」

　とハリガンが訊きいた。

「できれば千は丸ごといただきたいんだが、逃げるなら仕方がない、放っておけばいい。リガヤは逃げようとはしないだろうからな」

「となると、あとは連れていく魔女の人選か？」

「おまえたち二人を含めて、できるだけ見た目で威圧できる魔女がいいな」

　そうナーガが言うと、すかさずユウキが反応した。

「そうね。見た目で威圧するとなると、やっぱりハリ姉ねえね」

「だよね～、ハリ姉のおっぱいの威圧感ときたら。あたし、見る度に心が折れそうになるもん」

　ケイが悔しそうな顔でハリガンの胸に視線を向けた。

「ヴィータさんは心が強いんですねぇ」

「はぁ？　何を言いたいんじゃ、ケイの阿あ呆ほうは!?　殺すぞ？」

　ヴィータに凄すごまれ、ケイは慌あわててユウキの背後に隠れた。

「ははは、威圧感というのはそういう意味じゃねえよ」

　ナーガが笑いながらそう言うと、ケイやユウキがきょとんとした顔になる。

「え？　違うの？」

「ハリガンがおっぱいを揺らしながら歩いていけば、向こうの兵の目を奪うのは確実だ。それはそれで狙い目だから、ハリガンにも当然、参加してもらうが」

「お、そ、そうか」

「見た目の威圧感というのは、おまえたちが攻撃してきたら即座に魔法で反撃するぞ？　ということを目に見える形で示しておく、ということだな」

「具体的には？」

　とハリガンが訊きくと、ナーガはユウキに視線を向けた。

「まずはユウキだな」

「え？　なに？　なんで？」

　ナーガは右手を上に伸ばし、ぐるぐると円を描くように指先を回した。

「おまえは飛ひ空くう艇ていで俺おれたちの頭上を飛んでくれ。できるだけ敵の目を引くようにな」

「あ、そういうことね」

　大きく頷うなずくと、ユウキは左手で右腕を叩たたいた。

「お安いご用ね。任せてよ」

「できるだけ目立ってもらいたいが、あまり低く飛ぶなよ。万が一、矢を射かけられても飛空艇に刺さらないくらいの高度は保ってくれ」

「それも了解」

「次はクゥだ」

　ナーガに名指しされたクゥだが、悄しよう然ぜんと肩を落とし、

「クゥは飛べない」

　と応えた。

「おまえは飛ばなくていいんだよ。おまえには体に巻いた革帯があるだろうが」

　ナーガの狙いが読めたようで、クゥの顔がぱっと輝いた。

「なるほど。クゥは革帯を伸ばして派手にくねくねと空中で踊らせる？」

「わかってるじゃねえか」

「わかった。やる。思いっ切り空中高くまで革帯を伸ばして、うねうねと、くねくねと、踊らせる」

「伸ばしすぎて、ぽろりしないようにな」

「しないほうがいい？」

「ぽろりは個人的に俺おれの前でやってくれると嬉うれしいがな」

「わかった」

　ナーガに向かってクゥが親指を立ててみせると。

「わかるな！」

　周りの魔女たちから激しいツッコミが入った。

「なに考えてるのよ、あんたは！」

　とユウキが怒鳴り。

「ナーガさんの前でぽろりとか、飢えた野犬に肉を見せるような愚ぐ行こうでしょ」

　とイクシーヌが呆れ。

「少しくらいおっぱいに自信があるからって、卑ひ怯きようだぞ」

　とケイが非難して。

「ナーガさんの前でぽろりしたらクゥを焼き殺しま、す」

　とレラが脅おどし。

「レラのマジ顔が恐こわすぎ」

　クゥが震え上がった。

「クゥちゃん？」

「な、なにアイス？」

「ぽろりはしない方向でやってね？　いい？　わかった？」

　レラにマジ顔で睨にらまれ、アイスには笑いながら睨まれ、クゥはそれ以上、抵抗することができない。

　彼女はがっくりと肩を落として言った。

「わかった。ぽろりはしないように注意して革帯を伸ばして踊らせる」

「なんでがっかりしてるのよ!?」

　ユウキがなおもツッコもうとすると。

「ナーガさん、わたしはどうですか？」

　アイスが力こぶを作りながらそう言うと。

「アイスが自己主張を始めた!?」

「力こぶは遠くからじゃ見えないからな。おまえはハリガンと並んでおっぱい揺らし組で頼むわ」

「はい？」

「おっぱいが揺れるのは遠目にもわかるからな」

「あ、そ、そうです、か？」

　アイスは笑みを浮かべたまま、ひくひくと顔を引ひき攣つらせた。

「あと、ケイ」

「ははは、はい？」

「おまえの銀色の体は遠くからでも目立つ。それにおまえは矢を射かけられても平気だし、おまえには先頭を頼むわ」

「よっしゃぁぁ！」

　ケイは右の握り拳を突き上げた。

「任せてよ──。めっちゃ輝いてやるからさぁ」

「頼んだぜ」

　と言うと、ナーガはもう一度、周りの魔女を見回した。

「ノノエルがいれば水芸でも見せてもらうところだが」












「ぷっっ」

　ケイが小さく噴いた。

「あいつは出撃してるから無理か。あと、見た目的に派手な魔法を使えるのはレラだな」

「はいやりま、す。任せてくださ、い！」

　頷いたナーガがハリガンとヴィータに視線を向けると。

「ここにいる者だと、そのくらいではないか？」

　と応えてハリガンがヴィータを見やった。

「そうよな。ドーラドーラなら乳揺らし組に入れるじゃろうが、おらんしな。エリューがおれば、奴やつのマンテラの前をはだけさせてケイと並べて先頭を歩かせれば、兵の目を集めることもできるのじゃが」

「いや、それ、もう拷ごう問もん……」

「可哀かわい相そうなエリュシオーネ」

「っていうか、それ、たしかに人の目を集めるけど、威圧感とか関係ないよね」

「兵の目を引くだけなら、ハリ姉ねえとかアイスが全裸で歩けばいいだけじゃない？」

　イクシーヌやクゥ、ケイ、ユウキが、囁ささやくような声で話をしていると。

「何か言うたか？」

　ヴィータが睨ねめつけてきた。

「言いたいことがあるならはっきりと口に出せ」

　ハリガンにも睨めつけられ、四人は即座に口を閉じ、ぶるぶると頭を振った。

「よし。じゃ、硬化したケイが先頭を歩く。そのあとをクゥが革帯を踊らせて続く。そのあとを俺おれとハリガンやヴィータ、他の魔女が一団になって歩く。レラは呪じゆ符ふを燃やして頭上で舞わせながら俺の隣を歩く。ユウキは空を飛ぶ。そんな感じで行こう」

「了解！」
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　ナーガたちは出撃の準備に取りかかった。

　出撃といっても戦闘するわけではないから、準備はすぐに終わる。

　国都の大手門を出たナーガと魔女たちは、一団となってリガヤの部隊が陣を敷いている地点を目指して歩き始めた。
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　すぐに先行したユウキが引き返してきて、

「とくに異常はなし」

　と報告を入れた。

「リガヤ隊は陣の中に籠こもったまま、何をするでもなく待機中」

「伝令などの出入りはあったか？」

　とナーガが訊きくと、ユウキは、ううん、と首を横に振った。

「わたしが見ているあいだは、そういう出入りもなかったわね」

「なるほどな。リガヤはすでに、後続の主力がここまで辿たどり着つけないということを読んでいるのかもしれないな」

「その場合、どうなるの？　予定変更？」

「いや、変更はなしだ。おまえは上空を飛んでいてくれ。なるべく目立つようにな」

「了解。じゃ、行くわね」

　風を纏まとったユウキが飛ひ空くう艇ていに乗った。

　飛空艇はたちまち垂直に上昇し、高度四十ヤルド（百メートルと少し）くらいのところで水平飛行に移った。あの高さなら弓を射られて墜落という危険性はないだろう。

「よし。じゃ、俺おれたちも隊列を組もう。ケイ、クゥ」

「任せてよ」

「クゥに任せる」

　硬化した肌を銀色に輝かせたケイと、革帯を長く空中に伸ばしたクゥが進み出てきた。

「じゃ、行きま～す」

　ケイとクゥが歩き出した。

「レラ！」

「承知で、す」

　レラは肌に貼った呪じゆ符ふを続けざまにぺりぺりと引き剝はがすと、素早く呪文を唱となえ、呪符に火を点つける。

　呪じゆ符ふが燃え始めると、レラはそれらを空中に放り投げた。燃える呪符は地上に落ちては来ず、地上から二、三ヤルドほどのところに止まったまま赤い炎を噴いている。

　レラは次から次へと呪符に火を点けて空中に撒まいていく。

　すぐにナーガとレラの頭上は数十の燃える呪符で埋め尽くされた。

「これは……思った以上に派手だな」

　頭上を見上げたナーガが感心の声を漏らすと。

「え？　わたしはナーガさんに言われたとおりにやっているだけです、が」

「べつに悪いって言ってるわけじゃない。ただ、派手だなぁと」

「だよね～。見世物一座の人寄せみたいな感じになってるよね」

「イクシーヌは黙りなさ、い」

「うへぇ」

　凄まじい形相でレラに睨にらまれ、イクシーヌが首をすくめた。

「これならカサンドラ王国軍の連中、何かをする気など欠片かけらも起きないだろうよ」

　実際、十人以上の魔女が近づいてくるのを見て、カサンドラ王国の兵たちが騒ぎ始めているのがわかった。多くの兵が陣の前に出てきて、魔女たちを指さし、口々に何かを叫んでいる。それらの兵に向かって、先頭を歩くケイが大声を発した。

「安心しろ──、攻撃する気はないぞ──っ。あたしたちはナーガさんの帰還をそっちに教えに来ただけだ──っ」

　その呼びかけを聞いて、兵たちの騒ぎが一段と大きくなった。

　すぐに本陣から一人の男が駆け出してきた。

　リガヤだ。

　リガヤは魔女の一団の中にいるナーガを認めると、周囲の兵たちを鎮めにかかった。

　兵たちの騒ぎが収まると、リガヤは副官と二人の隊長を連れて進み出てきた。

　ケイがナーガの指示を仰あおぐと、彼は、

「かまわない、通せ」

　と言ってきたので、ケイとクゥは道を開けてリガヤ以下を通してやる。

　ナーガの周りの魔女たちに少しだけ緊張が走る。

　頭上を飛ぶユウキも、いざというときに備えて少し高度を下げてきた。

　ナーガの前まで進み出たリガヤは、頭こうべを垂れ、

「ご無事な姿を拝見できて嬉うれしく思います」

　と言った。

「ああ、おまえが送ってくれた菓子袋のおかげだ」

「気づいていただけましたか」

「最初はわからなかったがな。ルルドルブの兵が峠とうげに押し寄せているのを確認したとき、意味に思い至った」

「あのような回りくどい方法しか採れずに申し訳ありませんでした」

「かまわないさ。おまえはおまえにできることをできる範囲で行ったんだ」

「ありがとうございます。ですが、わたしが国王様の謀む反ほんに従ったのも事実でございますれば、死罪を申し渡されても致し方なしと覚悟いたしております」

　リガヤの言葉に、ナーガは何も応えなかった。

　リガヤは意を決したように頭を上げ、身を乗り出して言葉を続ける。

「ですが、兵たちは何も関わっておりません。彼らは国王様やわたしに命じられ、意味もわからないまま行動していたに過ぎません。どうか寛大な処置をお願いいたします」

　そう言って彼は再び頭こうべを垂れ、動かなくなった。

「人の寝首を搔かくような真ま似ねは許されることじゃねえ」

　びくり、とリガヤの体が震えた。

　ナーガは昔読んだ中国の歴史書を思い出しながら言った。

「これが項こう羽うなら、穴を掘って全員を生きたまま埋めてしまうんだろうが、俺おれはそこまで激情家じゃないからな」

「コウウ？」

　聞き慣れない名前が出たので、リガヤは怪け訝げんそうに顔を上げた。

（……ああ、項羽と劉りゆう邦ほうの故事は覚えているのか、俺は）

　ナーガは意外な記憶に自分でも少し驚いたが。

（ま、それは今、関係ない。今は）

「リガヤ。おまえもそろそろ自分で考えて自分で決断したらどうだ？」

「…………」

「おまえが自分は死罪になるしかないと言うなら、望みどおり首を落としてやろう。だが、そうなのか？　おまえには他にやりたいことはないのか？　おまえの意志はどこにある？　おまえの望みはなんだ？　おまえの頭で考えて、おまえの言葉で言ってみろ」

「そ、それは……」

　リガヤは、それを口にするのをしばらく躊ちゆう躇ちよしたが、やがて意を決したように顔を上げ、徐おもむろに口を開いた。

「できうるならば、ナーガ様が創る新しい世界を見てみたい……いえ、わたしもナーガ様と共に、魔女の皆さんと一緒に、人と魔女とが共に暮らせる、そんな新しい世界を創っていきたい……と思います」

　ナーガは、にんまりと笑った。

「なら、話が早いじゃないか。俺はおまえのような優秀な武将がほしいと思っていたんだ。ちょうどいい。俺おれの下もとに来い。俺やこいつらと共に」

　ナーガは周囲を取り囲むように立っている魔女たちを指し示した。

「新しい世界を創ろうぜ」

　リガヤは静かに片膝を落とし、深々と頭こうべを垂れた。

「ありがとうございます。微力ではありますが、皆様の新しい世界創りの一端を担わせていただければ望外の喜びでございます」

「ハリガン、ヴィータ、どうだ？」

「吾われはかまわんよ」

「吾も同じじゃ」

「他の奴やつらは？　異議のある者はいるか!?」

　ナーガの問いかけに異議を唱となえる魔女は誰もいなかった。

「よし。なら決まりだな。以降、リガヤを魔女軍の武将として迎え入れる」

　期きせずして魔女たちから拍手が湧き起こった。

　それを聞いたリガヤの目に涙が浮かぶ。

「ではリガヤ、早速、働いてもらおうか」

「は。なんなりと」

「おまえは部隊へ戻って兵たちに事情を説明しろ。魔女と共に戦うのは嫌だと言う者がいたら、隊を離れる許可を与える。それと、俺たちはこれからカサンドラ四世の追つい討とうに移る。国王に刃やいばを向けるのは嫌だと言う者がいれば、それもかまわん、隊を離れることを許す。ああ、その前に」

　ナーガは、リガヤが連れてきた副官と隊長二人に目を向けた。

「おまえたちはどうする？」

「わたくしはリガヤ様と共に」

「わたくしも」

「同じであります」

　口々に返事をした三人に向かって、ナーガが鷹おう揚ように頷うなずいた。

「よし。では行ってこい」

　リガヤがもう一度、深々と低てい頭とうした。

「は。必ず兵たちを説得してまいります」

「べつに無理して説得する必要はないぞ。加わるのは、共に来たいと言う兵だけでいい。嫌がる奴らに無理強じいしても益は少ないからな」

「嫌がる者などいないと思います」

「そうか。それならそれで歓迎だがな」

「お任せください」

　リガヤは副官と隊長二人を連れて勇んで自陣に戻っていった。自信なさそうに歩いていた先ほどまでとは別人の、力強い歩みだった。

　ようやくリガヤの迷いは解消したのだ。

　行くべき道が見えない深い霧は、いま晴れたのだ。

　リガヤは晴れ晴れとした心持ちで、兵たちが待つ陣地へと戻った。
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　リガヤが言ったとおり、彼の決断に異を唱となえる兵はいなかった。隊を離れたいと言い出す兵もいなかった。それどころか、人と魔女が共に暮らせる新しい世界創りに参加したいと全員が言った。

　こうしてリガヤが率ひきいていたカサンドラ王国軍一千は、そのまま魔女軍と共に行動することになったのだった。
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　この翌日から、峠とうげ直下を塞いだ土砂を取り除く作業が開始された。

　ミドルスブレイラは地面を柔らかくして土砂崩れを起こすことはできても、崩れた土砂を元通りにすることはできないから、ここは人海戦術に頼るしかなかった。

　作業に携たずさわったのは、ハリガンが率いてきた一千にリガヤの部隊の一千、合わせて二千の兵たちだ。魔女国の国都の防備を補強するために使った鋤すきや鍬くわ、畚もつこなどを利用できたから、すぐに作業を始めることができたのだ。

　二千の兵を投入できたおかげで、道を塞いだ土砂は早々に撤去された。

　すぐにでもカサンドラ王国の王都へ進撃しようと皆が逸はやり立ったとき、ナーガがこんなことを言い出した。

「ついでだから、峠付近の道幅を広げておくか」

「は？　この忙しいときに何を言うておる!?」

　ヴィータだけでなく、魔女たちは皆、怪け訝げんそうな顔でナーガを見つめた。

「どうせ道はあとから整備しなきゃならないんだ。二千もの兵が工事のための道具を持って現場にいるんだから、使わない手はないだろ」

　ナーガはそう嘯うそぶいて、道の改良工事を始めさせた。

　峠の前後は道幅が狭く、大型馬車の通行が難しかった。

「本格的な工事はまた改めてするとして、とりあえず荷物を積んだ馬車がすれ違えるくらいの幅が確保できればいいんだ」

　というナーガの指示で突貫工事が行われ、僅わずか二日で拡かく幅ふく作業が終わった。このときはミドルスブレイラの魔法が大いに物を言った。

　ナーガは広がった道に立ち、満足そうに頷うなずいた。

「道は広くてなだらかなほうがいいんだ。兵の移動が迅速に行えるし、物資の運搬も楽になる。このあとも、俺おれたちの支配領域に入った場所では積極的に道の改良工事をしていきたいな」

「ふむ。そういうものか」

「ああ、そういうものだ」

　理論的な裏付けはなくても、道を改良し人や物の移動が増えれば、経済的に潤うことをナーガは直感的に知っていた。

「じゃ、カサンドラ四世を討うちに行くか」

　すでに魔女部隊を幾いくつか、先行させてある。

　彼女たちからの情報によると、カサンドラ王国軍の大半はすでに国王から離反し、街の郊外に陣を敷いたまま動こうとしないという。僅かばかりの手て勢ぜいと共に王都に籠こもったカサンドラ四世は、半島諸国へ檄げき文ぶんを送りつけることに忙しかったが、彼の檄げきに応じる勢力はどこにもなかった。

　王都近郊に陣を敷いている約一千のカサンドラ王国軍に使者を送って、リガヤが降伏を促すと、責任者はすぐに恭順の意を示してきた。ナーガはその一千を、そのままリガヤの指し揮き下かに組み入れた。

　リガヤ麾き下かの二千に、ハリガンの率ひきいる一千、そして魔女国の持つ兵力が六百。都合三千六百の兵と魔女部隊が王都に迫ると、中に籠こもっていた数少ない兵たちも次々に王都を抜け出てリガヤ部隊に合流した。

　さすがに王都を攻撃するわけにもいかないので、リガヤはカサンドラ四世に対して降伏勧告を送った。国王が使者を送り返してきても、リガヤは諦めず、何度も何度も使者を送った。

　ナーガたちが王都を包囲してから五日が経たったとき、王都の城壁に白旗が揚がった。

　すぐに街の代表者が城外へ現れ、国王の身柄は確保したとナーガの本陣に伝えてきた。

　カサンドラ四世は、配下の兵にも、街の住人にも見捨てられたのだ。

　こうしてカサンドラ四世の謀む反ほん劇に静かに幕が下りたのだった。
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　カサンドラ四世の謀反は完全な失敗に終わったが、ナーガの心に確かな爪つめ痕あとを残した。

（調子に乗りすぎてはいけないということだな。俺は幾つかの情報を手にしていた。ラルフレッドもカサンドラ王国におかしな動きがあると上申していた。その意味を深く考えなかった俺おれの迂う闊かつさがカサンドラ四世の愚挙を許したのだ。俺はもっと人の愚かさを重視するべきなのかもしれん。安全と思える場所でも用心を怠ってはいけないということか）

　ナーガが得たこの教訓こそ、彼の未来を大きく変える要因になったのだが、それはまだ後の話である。

　それはともかく。

　ナーガは、ここで一つの決断を下した。
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「カサンドラ王国はおまえに任せる。つまり、おまえが国王をやれってことだ」

　衝撃的なナーガの言葉に、リガヤは呆あつ気けに取られた顔で固まってしまった。

「どうした？　国王が他の誰かに取って代わられるなんてのは、この世界じゃよくあることだろう？　いわゆる下げ克こく上じようとか王朝交代って奴やつだな」

　ナーガは機嫌よさそうに笑うが、リガヤは戸惑いを隠せない。

「し、しかし、わたしのような愚ぐ昧まいの輩やからには荷が重すぎます……」

「謙虚なのもいいが、謙虚すぎるのは、ときに嫌みだぜ？」

　そう言われてしまうと、リガヤとしては返答に困る。

「だいいち、おまえ以外の誰に国王を任せられると言うんだ？」

　それもそのとおりだ。カサンドラ王国内を見渡しても、国王を任せられるような人材は見当たらない。

（いや、自分以外に、などと言うつもりは毛頭ないが）

　カサンドラ四世はまだ若く、国王になって日も浅いため嗣し子しが、後継者がいないのだ。彼を国王の座から降ろすのは当然として、もしリガヤが辞退してしまえば、カサンドラ王国は主あるじのいない国になってしまう。

（まさかナーガ様に国王になってくれとは言えないし。かといって隠居した前さきの国王様を担ぎ出すわけにもいかない……か）

　外聞が悪いとか言うより、前ぜん国王は気力、体力が尽きかけていて、今では半なかば病人のような有様だった。とても政務が執とれる状態ではない。

　どこを見ても、どう考えても、リガヤが新国王に即つくという選択肢以外、見当たらないのが現状だった。

　リガヤとしても、カサンドラ王国の窮状を見て見ぬ振りはできない。彼は故国であるカサンドラ王国を愛しているのだ。

（ここは敢あえて火中の栗くりを拾うべきか）

　そう思ったリガヤは、もっとも気になる点をナーガに確認しようとした。

「か、仮にわたしが国王位に即つくとして、カサンドラ四世様はどのように扱われることになりますか？」

　リガヤは、ナーガが国王を死罪に処すと言えば、命だけは助けてやってくれと嘆願するつもりだった。それが大恩あるかつての主君に対する最後のご奉公になる。それでナーガに叱責されてもかまわない。

　リガヤが悲壮な決意を胸にナーガを見つめると、彼は真剣な顔でリガヤを見つめ返してきた。

「それはおまえが決めろ」

「え!?」

「前国王をどうするか。それを決めるのが新国王最初の仕事だ」

「し、しかし」

「俺おれたちにとっていちばんいいと思う決断をしろ……いや、少し違うな。言い換えよう。人と魔女とが共に暮らす世界を創るという俺たちの戦いのために最良の選択をしろ。おまえ自身で考えて、おまえ自身で決断するんだ。人の上に立つってのは、国の頂点に立つってのは、そういうことだぜ？」

　ナーガにそう言われ、リガヤは責任の重さに身震いした。

（これまで自分で考え決断してこなかったわたしに与えられた、これは試練なのだ。あるいは試験なのだ。ナーガ様は、わたしにカサンドラ王国を治めていく資格があるか測っているのだ。わたしが共に新世界を創っていく仲間に相応ふさわしいか試しているのだ）

　自分にできるだろうか、と不安になる。だが、リガヤはその不安を抑えつけた。

（できるかどうかが重要なのではない。重要なのは、やると決めることだ。やると決めて突き進むことだ。それこそが今までのわたしに欠けていたもの）

　ただ誰かの下もとに従ついていて、ただ誰かに命じられるままに動く。そんな人生とは決別するのだ。

　リガヤは決意に燃える目でナーガを見つめた。

　彼の決意をナーガも感じ取った。

「やるんだな？」

「わたし以外にやる者がいないのでしたら、やらせていただきます」

「ああ、頼んだぜ。で？　新国王様はカサンドラ四世をどうする？」

　リガヤは大きく深く息を吸い込み、そして一気に吐はき出した。

「謀む反ほん人は処刑せねばなりません」

　リガヤは歯を食くいしばって声を絞り出した。

「それが新しい世界を創っていくためにわたしが取るべき最良の選択肢だと思います」

「そうか。ならば、おまえの判断を尊重しよう」

「ありがとうございます」

　ナーガに向かって頭こうべを垂れたリガヤは、しかし、内心で血の涙を流していた。ナーガにもそれはわかっているから、それ以上の言葉はかけなかった。

　リガヤが戦後処理のためにカサンドラ王国の王都へ向かうのを見送ったあと、ハリガンやヴィータはナーガに訊きいたものだ。

「あれでよかったのか？」

　と。

「結果はわからない。だが、少なくともあいつが自ら考え決断したことだ。俺おれはそのことを評価するよ」

「吾われらの益になるかどうかは、今後の奴やつの働き次第……というところか」

　とハリガンが言うと、ま、そうだな、とナーガが頷うなずいた。

「ともあれ、奴は変わろうと決意した。変わる覚悟を示した。このあと奴はおまえたちにとって頼もしい味方となるだろう」

「だといいがな」

「カサンドラ王国はリガヤに任せておけば間違いないだろう。王国が落ち着き次第、俺たちはグランビスタまで進むぞ。もう一度、半島諸国に俺とおまえたちの姿を見せつけて、奴らを脅おどす……安心させる必要があるからな」

「此こ奴やつ、いま本音を漏らしおったぞ」

　とヴィータが戯おどけると。

「ま、おまえらには取り繕っても仕方ないから本音をぶちまけるとだな」

「そして開き直りおった」

「誰かを部下にするのには、そして部下として使っていくのには、厳しさだけじゃ駄目なんだよ。かといって甘やかしてばかりいるとつけあがる。その辺りの塩あん梅ばいが重要になるな。と偉そうに言っても、俺にもよくわからない部分も多いんだが。何しろ俺はまだ二十年も生きてねえ」

「とは思えぬ指し揮き官かんぶりだったな。いや、指揮官というより指導者と言うべきか？」

　真面目な顔でハリガンがそう言うと、ナーガは戯けるような仕草で肩をすくめた。

「俺は織お田だ家の総領だったからな。もっとも、俺の織田家は尾お張わり守しゆ護ご代だい織田家の家老って程度の家だが」

　ハリガンが目を見開いて彼を見ている。

「あ？　どうかしたか、ハリガン？」

「……ナーガ、おぬし今、なんと言うた!?」

「今って……あ！」

「おぬし、自分の家のことを思い出したのか！」

「思い出した。というか、自然と脳のう裏りに浮かんできた。もちろん全部じゃないんだが」

「オダ家というのが、おぬしの家か」

「そうみたいだな」

「そして、おぬしの国はオワリというのか？」

「のようだ」

「シュゴダイ、というのはなんだ？」

「そうだな。国王が守護で国王補佐が守護代と考えるのがわかりやすいか。正確には少し違うんだが」

「なるほど。ということは、国王補佐に仕える重臣の家柄というわけか」

「まぁ、そんなところだ」

「次代の国王ではなかったのだな」

「そんな地位が用意されてたのなら、もっと楽だったんだがな」

「どういう意味だ？」

「さてな。俺おれもすべてを思い出したわけじゃないと言ったろ」

「あ、ああ」

「今は俺の過去話より、今俺たちがしなくてはならないことに集中しようぜ」

「む。そうか。そうだな」

　とハリガンが真面目な顔で頷うなずくと。

「で？　龍りゆう王おうの御み遣つかい様は、このあと吾われらが何をしなくてはならんと仰おつしやるのじゃ？」

　ナーガが嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「人を小馬鹿にしたような言い方をするなよ」

「はは、すまんの。生まれついての性分でな」

「それがヴィータらしいといえばらしいんだが、時と場合を使い分けろよ？」

「そうよな。努力しよう」

「お？　ヴィータにそういう素直な反応をされると驚くな」

「ほっとけ！　それより。吾らがこのあとすべきことはなんじゃ？」

「カサンドラ国王の謀む反ほんで半島諸国が少し揺らいでいるからな、それを抑えて半島の支配をより強固なものにすること。それがまず第一だな」

「ふむふむ。で、第二は？」

「大陸本土への本格的な進出だ。そもそも俺は、その情報収集のために半島から出ようとしたんだからな」

「ふむう。ならば情報収集を一からやり直すのか？」

　とヴィータが重ねて訊きくと、ナーガは首を横に振った。

「その必要はない。俺おれは本土に渡ってすぐに海港都市へ出て、そこから船に乗ってしまったから、内陸部の様子をこの目で見ることはできなかったが、旧教会勢力と新教会勢力の戦いくさについては、いろいろな奴やつから情報を仕入れることができた。海沿いの街の幾いくつかに立ち寄って自分の目で様子を見ることができたしな。当座はそれで間に合う。もっと詳細な情報は大陸本土に乗り出してから集めればいいだろう」

「乗り出すというのは、具体的にどこを目指すのじゃ？」

「やはりグランビスタを拠点に山脈を越えて、ルルドルブとその周辺の街を支配下に入れるという方向性か？」

　ヴィータとハリガンが続けざまに訊きくと。

「いや、それだと時間がかかりすぎる上に、旧教会勢の目を引くおそれが高い」

「では、どこへ出ていくのだ？」

「俺たちはすでにエゥラニアを手に入れてるんだ。そこを拠点に海沿いの街を味方につけていこう」
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　ナーガは今後の方針を説明するために主だった魔女を本陣に呼び集めた。

　集められたのは、ハリガン、ヴィータ、アイス、レラ、エリュシオーネ、そして参戦している他の一族の族長と補佐役たちだ。

　その席でナーガは、半島諸国の動揺を抑えたら、レンスールの街からエゥラニアの街へ渡り、そこを拠点として周辺諸都市を味方に引っ張り込む工作を始めると宣言した。

「攻め陥おとすのか？」

　というヴィータの質問にナーガは、

「硬こう軟なん両りよう様ようで行こう」

　と答えた。

「すべてを攻め陥としていてはこちらの被害も大きくなるし、時間もかかりすぎる。攻めなくて済むなら、時間と費用と人手は節約したいところだ」

「味方になるというのは、具体的には？　こちらの軍事作戦に対して兵を出させるということか？」

「それもあるが、海沿いの都市国家は基本的に商業都市で、王侯貴族が支配している場合は少ない。それが旧教会の影響力が他の地域のように完全に浸透していない原因だ……というのはさておき。商業の街なんだから、こちらが望む条件で通商条約を結べればそれでいいんじゃないか？　レンスールの友好国であるヴィジャガはすぐに応じるだろうから、まずはそこから始めて、周囲に広げていこう」

「なるほど。だが、拒こばんだ街はどうする？」

　とハリガンが訊きくと、ナーガは一言、脅おどす！　と答えた。

「正直者だな」

　ハリガンが苦笑する。

「脅しても靡なびかなければ実力行使をする。といっても、攻め陥おとす必要はないんだ。言ったとおり、海沿いの街は商業都市。海上封鎖をするだけで商品が入らなくなって困る。陸上路も塞いでやれば、あとは干上がるしかないからな、こちらの望む条件で条約を結んでくれるだろう」

「見ようによっては凄すごく悪あく辣らつだな、吾われらは」

「そんなことはないだろ。これはお互いにとって得な話なんだ。それに、おまえたちは海を荒らし回っていた海賊一味を退治してるんだぜ。奴やつらは恩義を感じているはずだ。魔女だからって毛嫌いして申し出をはねつける、なんてことにはならないと思うがな」

　床しよう几ぎに座ったまま腕組みしたハリガンが少し嬉うれしそうに言った。

「だと、いいのだがな」

「そうやっておまえたちが勢力を拡大していけば、新教会勢との戦争が終わっても、旧教会勢もそう簡単に手出しできなくなる。まずはそれだけの地歩を固めていくというのが当面の目標になるな」

　何人かの魔女が頷うなずき、何人かの魔女が小首を傾かしげた。

　一人の魔女が手を挙げた。

「これからの方針はだいたい理解しましたが」

「なんだ、アストゥロ？」

「勢力を拡大していっても、いずれ旧教会勢との決戦は避けられませんよね？　何しろわたしたち魔女を悪あしき存在と決めつけ、魔女を滅ぼせと大陸中の人々を煽あおっているのが旧教会なんですから、あいつらをどうにかしない限り、魔女と人とが共存できる世界は実現できませんよね？」

「それに関しては、あまり急がなくてもいいと俺おれは思っている。言い換えると、旧教会勢を滅ぼさない限り、魔女と人とが共存する世界が来ないわけではない……というのが俺の考えだ」

「それで大丈夫なんですか？」

「前にいた世界での俺の経験も踏まえて言うんだが、宗教というものは、簡単に消したり滅ぼしたりできないんだよ。精神の話だからな。宗教を、そして信徒をいいように操っている糞坊主どもなどは滅ぼしてもかまわないと思うが、宗教そのものは滅ぼせない」

「じゃあ、どうやってわたしたちへの攻撃をやめさせるんですか？」

「旧教会勢を少数派に転落させるんだよ。魔女を悪しき存在だ、滅ぼすべき存在だと主張する旧教会の坊主どもの主張が間違っていることを大陸の人間に知らしめる。それで皆が奴やつらの言葉を疑い始める。そうなれば、旧教会は自然と影響力を失っていくはずだ」

「気の長い話ですね」

「ああ、そうだ。これは気の長い話だ。というか、気の長い戦いだ。魔女は邪悪な存在ではない。魔女は滅ぼすべき相手ではない。大陸の住人たちにその意識をすり込むには何十年、いや何百年かかるかもしれない。だから本当の意味で魔女と人間が共存できる世界が来るのは、おまえたちの子や孫の時代だな」

　魔女たちは、呆あつ気けに取られた顔でナーガの話を聞いている。

　彼の言う意味を真に理解できたのかどうか。

　それでもナーガはかまわず話を続けた。

「旧教会との最終決戦を行って、それに勝利して、連中を鏖みなごろしにすれば新たな世界は実現するかというと、それは疑問だな。世界を二つに分けたような決戦をしてしまえば、負けたほうはもちろん、勝ったほうにも恨みが残る。そういう恨みは世界の安定を危うくするものだ」

　聞いている魔女たちは、一様に難しい顔になっている。

　それも無理はないとナーガは思う。

（何しろこいつらは今までずっと、人間どもから迫はく害がいされてきたんだからな。自分たちが滅びるかどうかというところまで追い込まれていたんだからな）

　けれど、その恨みを晴らそうと旧教会の人間を殺して回っては、同じことの繰り返しになるだけだ。

　今度は魔女に恨みを持った者たちが打倒魔女に立ち上がるだろう。それらの者に魔女が殺されれば、魔女は魔女を殺した者を殺そうとするだろう。果てのない恨みと復ふく讐しゆうの連鎖。どこまで行っても消えることのない恨みは、復讐に燃える者たちを永遠に生み続ける。

（それじゃ駄目なんだよ。恨みを買ってまで殺すなんてぇのは、いざというときの最後の手段さ。使わないで済めば、それに越したことはない）

「まぁ、おまえたちの過去を考えると、そう簡単に納得できるものではないかもしれないがな、魔女の未来のためにも、旧教会との決戦に勝利して連中を滅ぼすべし！　なんていう考え方はしないでくれるとありがたい」

「そのほうが吾われら魔女のためになるのだな？」

　とハリガンが念押しすると、ナーガは一言、なる！　と答えた。

「ならば、是非もあるまい」

「是非もなしか。含蓄のある言葉だ」

「は？　なんの話だ？」

「いや、とくに意味はないんだがな。それより戦争はここからが正念場だ。皆、気張って行こうぜ」

「正念場なのに、旧教会との決戦を想定しないんですね？」

　そう訊きいたのはアストゥロで、それに対してナーガは、

「戦争に勝利する道は、戦いくさで勝つだけではないということさ」

　と答えた。

「？？」

「項こう羽うと劉りゆう邦ほうによる楚そ漢かん戦争がその典型だな。楚の項羽は戦闘に勝ち続けながら、結局、戦争には勝てず、逆に負けてばかりいた劉邦が勝者となって漢王朝を樹立した……ん？」

「なんのことやら……」

　アストゥロは首を捻ひねるばかりだが、何な故ぜかナーガも首を捻っていた。

（楚漢戦争……項羽と劉邦……俺おれはそれも覚えていたのか。いや、思い出したのか）

　ナーガは、脳のう裏りにかかっていた霧が部分的にではあるが急速に晴れていくような、そんな不思議な気分を味わっていた。

（が、それはおいといて）

　今は魔女と人とが共に暮らせる世界を創るという目標の実現に全力を尽くすときだとナーガは決意を新たにする。

「要するにだ、戦争に勝つためには戦闘に勝つ以外にも幾いくつか方法があるということだ。『魔女は言われているほど悪あしき存在ではない』という認識を大陸の人間に浸透させていくのもそのうちの一つだ。だからおまえたちには、自分たちの評価を落とすような真ま似ねは厳げんに慎んでほしいんだよ。降伏した敵兵を鏖みなごろしとか、陥おとした街の住人を鏖とか、そういうのは絶対にしちゃいけねえ」

　魔女長おさたちは真剣な顔で頷うなずき、口々に、

「肝に銘じておきます」

　と応えた。

「とはいえ、戦いを避けられないときは確実にあるし、滅ぼさなくてはならない連中だって出てくるがな」

「その線引きの判断はどこでするのですか？」

　とエンスーヤが訊くと。

「とくに原則なんてないから、その辺は臨機応変にってことだな」

「難しいですね」

「そうとも。難しい戦いなのさ、これは。なんといっても、今まで百年、二百年に亘わたって積み重なり強化されてきた人間の価値観を引っ繰り返そうっていうんだからな」

「できるのでしょうか、わたしたちに」

「できるさ。もう道筋はついた。地歩は固めた。まだ少数だが、人間の中にも新しい未来を感じる奴やつも出てきた。あとはおまえたち魔女が着実に進んでいけば、ことは成る」

　力強いナーガの言葉に、魔女の長おさたちは力づけられた気がした。

「ということで、新世界創りの第一歩として、まずは半島の不安定要素を確実に取り除くこととしよう」

「カサンドラ王国のことですね」

「そうだ。ただ、これは対応がけっこう難しいことでな。一つ間違えると、半島がさらに不安定になりかねない」

「だったら、リガヤに任せないでナーガ殿が直接乗り出したほうがよかったのでは？」

「逆だよ。対応が難しくて危うい側面があるからこそ、今回は当事者に任せたほうがいいんだ。なんといっても、おまえたちは魔女だし、俺おれは余よ所そ者ものだからな」

　エンスーヤは、わかったようなわからないような曖昧な顔で頷うなずいた。

「そういうものですか」

「そういうものさ。さて、リガヤの奴がどういう対応を取るのか。お手並み拝見と行こうじゃないか」
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　ナーガと魔女たちによる半島の「再平定」は怒ど濤とうの勢いで進んだ。

　まずは反逆者、カサンドラ四世の捕ほ縛ばくと国王位の剝はく奪だつ。

　空くう位いとなった王位にはリガヤが即ついた。

　王統の交代は、この世界でもわりとよくある話だ。その上、リガヤは実務面でも軍事面でもカサンドラ王国を支えてきた人物だから、反対の声はほとんど出なかった。むしろ積極的に歓迎する声が上がった。若手官僚、軍の兵士など、現場で働く者たちからの支持がとくに大きかった。

　街の住民たちは、自分たちが平穏に暮らしていけるなら王は誰でもいいというのが基本姿勢だ。

　先代の王も、すでに気力、体力が尽きかけており、今では寝たきりの状態であるから、リガヤが即位するのに大きな障害はなかった。

　カサンドラ王国のリガヤ一世となった彼は、反逆者、カサンドラ四世の処刑を断行した。

「半島にもたらされた平和を乱し、王国に大恩ある龍りゆう王おうの御み遣つかいナーガ殿を討うち取ろうとした罪は許しがたい」

　というリガヤの声明が出された。

　どこまでが彼の本音なのかはわからないし、決断に至るまで、そうとうな苦悩と苦労があったのも想像に難かたくない。

　リガヤ自身はカサンドラ四世に引き立てられたわけだから、この処断には、彼の決意と覚悟が見て取れる。

　彼のこの決定は、半島の人間からは「ナーガの差し金だろう」と受け止められた。双方の関係を考えれば当然だと言える。そしてリガヤもナーガも、それを否定することはなかった。しかし、その実、カサンドラ四世の処刑にナーガは何も関わってはいなかった。

　ナーガはリガヤに、ああしろ、こうしろという指示を出さなかったし、リガヤもナーガに相談することはなかった。

　王となる以上、自分で考え、自分で決断しなくてはならない。この件をリガヤは、王として生きていくための嚆こう矢しとしたのだ。

　事が終わったあと、ナーガはリガヤを呼んで──表向きは、新国王の即位を祝うという名目だった──彼を労ねぎらった。

　その席でナーガは、

「俺おれを悪者にしてもよかったんだぜ」

　と笑った。

　実際、ナーガは事前に、

「龍りゆう王おうの遣いから強制されたと言えば、おまえへの風当たりは弱くなるだろう」

　とリガヤに言っていたのだが、彼はそれをしなかった。

　内にも外にも、すべて自分が決めたことだという態度を貫いた。だからナーガは、リガヤの心中を思い、わざわざ彼を労ねぎらうための席を用意したのである。

「どうだ？　頂点に立った感想は。けっこう重いものだろ」

　そんなナーガの言葉に、リガヤは愁うれいを含んだ笑みで応えた。

「たしかに。ですが、わたしは頂点に立ったわけではありません。頂点を目指すわけでもありません。あなたは違う。あなたはすべての頂点に立とうとしている。あなたの感じる重さにくらべれば、わたしの肩の重さなど、どうということはありません」

「べつに俺おれは頂点に立とうなどとは思っていないがな」

「そうなのですか？」

「少なくとも、こちらの世界ではな」

「？？」

「そう、たしかに俺は、俺のいる世界では頂点に立とうとは思ったよ。いや、立つべきだという責任を感じたと言ったほうがいいかな。だが、期きせずしてこちらの世界に来てしまった以上、それも実現できそうにないがな」

「ナーガ様のいた世界というのは、どんなところなのですか」

「俺もはっきりとは覚えちゃいないが」

　ナーガは酒盃を口くち許もとから離し、何かを懐かしむような目で宙を見上げた。

「ここよりずっと小さくてせせこましくて、雨が多くて湿っぽくて、緑が豊かで、山が多かったな。この世界の印象を簡単に言うなら、だだっ広い乾いた土の国、となるが、俺のいた世界を簡単に言うなら、狭くて湿った山と森の国……って感じかな」

「暮らしやすいところでしたか？」

「暮らしやすいところだったが、戦いくさが絶えなかったところでもある。俺は戦の時代を終わらせようと思ったのさ。俺の手でな」

「あなたなら、できたのでしょうね」

　リガヤがしみじみとした口調でそう言うと、ナーガは口の端を上げて小さく笑った。

「さて、どうだかな」

　それからナーガは、新たに酒盃を口に運び、葡ぶ萄どう酒しゆを喉に流し込む。

「ともかく、いま俺がやるべきことは、魔女と人とが共に暮らす世界を創ること。それだけだ。これからもリガヤには手伝ってもらうぞ」

「言われるまでもありません。わたしのような凡人が王にまでなれたのは、偏ひとえにナーガ様のおかげです。ナーガ様と魔女の皆様のおかげです。わたしはここに誓いましょう」

　そう言って立ち上がったリガヤは、周りにいる少し赤い顔の魔女長おさたちを見回した。

「わたしがカサンドラ王国の国王である限り、わたしは人と魔女が共に暮らせる世界を創るために全力を尽くしましょう。魔女の皆様を全力で支えましょう。この盟約を破ったときは、この首を差し出しましょう」

「だってよ。おまえら、どうする？」

　面白そうな顔で、今度はナーガが魔女たちを見回した。

「知れたことよ。受けて立つわ」

　酒盃を手にしたままヴィータが立ち上がった。

「おお。吾われらもリガヤと共に新しい世界を創ろう。そのためにも全力でリガヤとリガヤの王国を助けよう」

　そう言ってハリガンも立ち上がった。

　他の長も次々と立ち上がり、最後にナーガもゆっくりと腰を上げた。

「じゃあ、誓いの儀式と行くか？」

「おお、ナーガが音おん頭どを取ってくれ」

　ヴィータに言われ、ナーガが手にした酒盃を高々と掲げた。

「誓おう！　共に支え合い、魔女と人とが一緒に暮らせる新世界を実現するために全力で戦っていくことを、ここに誓おう！」

「「「共に支え合い、魔女と人とが一緒に暮らせる新世界を実現するために全力で戦っていくことを誓おう！」」」

「乾杯！」

「「「乾杯！」」」

　宴会は、思わぬ形で期き成せいの場となった。

　実際、この先も魔女国とリガヤ率ひきいるカサンドラ王国の同盟関係は、長きに亘わたって守られていくことになるのだった。
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　大陸本土へ乗り出す前に、ナーガはベルデ山脈の峠とうげ直下にあるルルドルブ国の砦とりでを奪ってしまうことにした。当然のことながら、ルルドルブと事を構えることになる。

　それでいいのかという疑問が半島諸国から出たが、ナーガは、それでいいと答えた。

「峠の砦を奪う利点は幾いくつかある。まず一つ目は、大陸本土から西さい果はての半島に侵入しようとする敵が迫った場合、あの砦で敵を支えることができる。あそこを拡張強化すれば、敵が三千、四千いても食くい止めることは可能だ。峠に至る道は狭いから、大軍を送り込んできても、縦隊になって歩かなきゃならないんだからな。時間を稼げれば、こちらも対応しやすい。峠とうげに援兵を送るとか、グランビスタ近郊に迎撃の部隊を展開するとか、な」

　軍議に参加している半島諸国の首脳たちや軍幹部から、なるほど、という声が漏れる。

「二つ目は、半島諸国が一致団結してるという姿勢を見せつけられることだな」

「どういう意味でしょう？」

「砦とりでの攻略、そして砦の守備には、半島諸国の連合部隊が当たるってことだ」

「なるほど、我々が一枚岩であることを見せつけるための軍事行動であると」

「そのとおり。実益の面から見ても、大陸本土からの介入を阻止することは、おまえたちのためになる。とはいえ、一国、二国だけに負担を押しつけるのはキツいからな。そこで、各都市から少しずつ兵を出して連合部隊として峠を制圧、守備する。それでルルドルブも、おいそれとは取り返しに来られないだろう」

「本土諸国の本格的な介入を招きませんか？」

「それはない。本土の諸国は未いまだに旧教会と新教会の戦争に明け暮れている。半島へ本格的に介入できるほど余裕のある国はないな。このあいだ俺おれが自分の目と耳で確かめてきたから間違いない」

　とナーガが断言すると、居並ぶ半島諸国の首脳たちや軍幹部は内心で頷うなずいた。

（そうだ。龍りゆう王おうの御み遣つかいは、先日、大陸本土へ出て帰ってきたばかり。ならば、彼の言うことに間違いはあるまい）

「逆に言うと、だからこそ今が好機ということだ。俺たちがこそ泥のような真ま似ねをするのにな」

　自虐的な冗談をナーガが言うと、半島諸国の者たちの多くから笑いが漏れたが、一人、真剣な顔で訊きいてきた者がいる。

「砦を奪って半島の安全を高めるのはわかりました。ですが、ルルドルブや近隣諸国が、半島への人や物資の往来を遮断する危険もあるのでは？」

「それも問題ない。大陸本土のエゥラニアは我々の支配下にある。エゥラニアからレンスールへの航路も確保しているし、レンスールから通じているシュバイツ川沿いの道も魔女国が確保している。必要な食料や物資は、エゥラニアからレンスール、魔女国、カサンドラ王国経由で半島諸国へ確実に届けられる。カサンドラ王国と魔女国のあいだにある山地の道の拡かく幅ふくは、その一環だ」

（なるほど。そこまでを見越して）

　半島諸国の首脳たちは内心で唸うなった。

　実際、道の工事は今も続いていて、すでに峠付近は大型馬車が余裕ですれ違えるくらいにまで拡幅・整備されていた。一度に運べる量は増えるし、峠とうげ越ごえの時間は短縮できるし、いいことばかりだ。

「半島諸国が一つにまとまったおかげで、他国の部隊の移動が楽になることを恐おそれる必要はなくなった。このあとは、カサンドラ王国からグランビスタまでの道を整備していこうと思っている」

　そうナーガが言うと、首脳たちや軍幹部は大きく頷うなずいた。

　だが、ナーガの深しん謀ぼう遠えん慮りよに気づいた者はいなかった。

　ベルデ山脈を越える道が使えないとなると、半島諸国は食料にしろ軍事物資にしろ、レンスールからの道を使って運ばざるを得ない。そうなると、必然的に途中にある魔女国とカサンドラ王国の存在感が増す。ルルドルブと敵対している以上、半島諸国は魔女国とカサンドラ王国に頼らざるを得なくなるのである。

　つまりこれは、魔女国とカサンドラ王国の間接的な安全保障策でもあるのだ。

　今までベルデ峠とうげ越ごえで入ってきた物資が入らなくなれば、その分をレンスールから買い付けることになる。これはレンスールの街にとっても美お味いしい話だった。

　ナーガは「半島の安全を確保する」というお題目を唱となえて峠の砦とりでを奪い、その実、魔女国やレンスールの街、カサンドラ王国に利益をもたらそうとしているのである。

　経済的な発展こそが国の発展。

　若いながらもナーガは、経済活動の重要性を誰よりもよく理解していた。この辺りは、尾お張わりにおいて重要な津つ島しまの港を支配に置いていた織お田だ家の嫡ちやく男なんとして生まれた彼の生おい立たちのおかげだろう。

　こうして半島諸国は密ひそかに部隊をグランビスタの街の近くに集め、ルルドルブの隙を衝ついて峠を越え、一いつ気き呵か成せいに砦を奪取してしまった。

　連合部隊はすぐに砦の補強工事に乗り出した。

　その間、砦を取り返そうとしてルルドルブが二千の兵を送り込んできたが、カサンドラ王国軍を中心とする連合部隊は三千五百で待ち構えていたから、なんなく敵の攻こう勢せいを跳ね返した。ルルドルブ軍部隊は数日間に亘わたって砦の奪回を試みたが、結局、奪回は叶かなわず、大きな犠牲を出して空むなしく引き返していった。

　その後、一月ほど工事が続き、砦は半島諸国の連合部隊千五百が常駐できるまでに強化されたのだった。

　これでもうルルドルブはおいそれと手出しができなくなった。

　すでにその頃、ナーガはエゥラニアの街に入っていた。

　そこで彼は、大陸本土に勢力を拡張するための準備を始めていたのである。
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　大陸の沿岸諸国に対しては、基本的に硬こう軟なん両りよう様ようの「軟」が選ばれた。

　沿岸の諸都市は商人の街であることが多い。きちんと利益を提示できれば友好通商協約を結ぶことはそれほど難しくなかった。

　協約を結んだ都市とエゥラニアのあいだでは、各種の税金が撤てつ廃ぱいされた。

　他国からの商人に対しては多くの国で、通行税、荷揚げ税、売上税、入国税など、様々な税がかけられていたのだが、すでにナーガはエゥラニアの街に於おいて、その多くを撤廃したり税額を引き下げたりしていた。一時的に税収は減ったが、それを補って余りあるほど商人の往来が盛んになり、最近では、むしろ以前よりも税収が増えていた。

　最初は懐かい疑ぎ的だった沿岸諸国の首脳たちも、エゥラニアの実績を見せれば、なるほどと頷うなずいたものだ。

　おまけに、沿岸諸国はどこも海賊ジュダンドット一味の略奪に頭を悩ませていたから、海賊を退治してくれたナーガと魔女国には恩を感じてもいた。

　それら幾いくつかの要素も相まって、エゥラニアと沿岸諸国の多くのあいだでは、友好通商協約締結の交渉は割とスムーズに進んだ。

　こうしてエゥラニアと八つの都市国家が通商協約を結び、相互に諸税を撤廃、あるいは軽減して、商業振しん興こうを図ることになった。

　協約には、魔女の来らい訪ほうを拒こばまないという一項が入っていたから、これ以降、魔女たちは堂々と……とはいかないにしても、こそこそと隠れるようにして他の都市を訪れることをしなくてもよくなった。

　この一項は周囲からあまり注目を集めることはなかったが、ナーガの唱となえる「魔女と人とが共に暮らせる世界」の実現のための大きな一歩だと言ってよかった。

　ナーガは大陸でも街道の整備を進めた。といっても、都市間距離が長すぎるので、整備したのは都市の周辺だけだが、都市近郊だけでも道が整備された効果は大きかった。

　元々、沿岸諸国への往来は船がほとんどだった。海が荒れて船が遭難、積み荷を失うという危険はあるが、道を行くより荷物を多く積めるし、移動も楽で早いのだから当然だ。

　しかし、都市近郊の街道が整備された上、通行税も撤廃されたから、内陸から陸路で訪れる商人も増えた。とくに旧教会と新教会の戦争に巻き込まれていない東方の内陸諸都市からやって来る商人が増えた。それは、それまでにない珍しい産物が持ち込まれるということを意味する。それに加え、レンスールの街やエゥラニアの街を通して黒い森の産物ももたらされ、商業活動は以前よりも遙はるかに活発となった。

　八つの都市とエゥラニアは一大商業圏を構築し、繁栄の基礎を築いた。

　それを横目で見ていた他の都市からも、通商協約を結びたいという申し込みが相あい次ついだ。

　都市の使者に対してナーガは、

「魔女の来訪と商業活動を認めることになるが、いいか」

　と確認した。

　かまわないと応えた都市とは通商協約を結び、難なん色しよくを示した都市とは結ばなかった。

　けれど協約を結んだ都市が栄えていくのを見るうちに、そして、他の都市を訪れた魔女が何もしないのを見るうちに、その一項を渋っていた都市国家も考えを改めるようになっていった。

　その年が終わる頃には、エゥラニアと協約を締結した都市の数は十七にまで増えていた。その中には内陸の都市も三つ含まれていた。

　それより以前、エゥラニアと沿岸諸都市が協約を結んだあと、ナーガはハリガンやヴィータ、そして他の一族の族長を魔女国の国都に集めて相談していた。
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「黒い森の開発？　何をしようと言うのじゃ？」

　ヴィータが胡乱うろんな目を向けた。

「べつに何をしようってんじゃないけどな。ただ、黒い森で採れる産物の量と種類を増やしたいと思っただけだ」

「だがな、吾われらは大陸での勢力拡張に忙しい。一族の魔女も、ほぼ総動員という状況だ。森で産物を採る人員を用意など、できんぞ？」

　とハリガンが言った。

「それは承知している。そこで、だ。人を雇って採らせたらどうだ、という相談だ」

「人を？　雇う？　つまり、人を黒い森に入れるということか!?」

　とハリガンが驚きを露あらわにする。

「そうだ」

「うむ、それは」

　ハリガンは、どうなのだ？　という目で、周りにいる仲間の顔を見回した。

　族長たちは一様に難しい顔で考え込んだり、唸うなって首を捻ひねったりしている。

「人間が勝手に入って勝手に採っていくのを許す……というわけではありませんよね？」

　とエンスーヤが訊きいた。

「もちろんだ。入る人間はおまえたちが許可した者だけだし、採った産物はおまえたちの許可なくしては持ち出せない」

「それなら問題はないような」

　エンスーヤがそう言うと、考え込んでいたハリガンが顔を上げた。

「そうだな。勝手に入られるのは困るが、吾らの許可が必要だということならば、な」

　まだ思案している長おさもいるが、少なくとも声こわ高だかに反対する者はいなかった。

「あとは、眠っている鉱物資源を調べるために森の内外を掘る許可だな。鉄や銅の鉱石があるんだろう？」

　とナーガが問うと、ヴィータが答えた。

「森の中はともかく、奥の岩場まで行けば、鉄や銅を含んでいると思われる石が転がっているな。拾ってきても吾われらは精せい錬れんなどできんし、そもそも魔女は金属とは相あい性しようが悪いから興味もなかったが」

「そうだな。砂金はよく採ったが、鉄や銅は採る気もなかったな」

　とハリガンが頷うなずいた。

「砂金だけはおまえたちの手で採取したほうがいいだろう。だが、それ以外の鉱物に関しては任せてしまったほうが楽だ。掘るのにも運ぶのにも人手が要るからな」

「となると、森に残っている一族を説得しなくてはならんな」

「あと何部族くらいいるんだ？」

　とナーガが訊きくと、ヴィータが、ふふん、と笑った。

「あと三部族じゃな。最後まで森に残っているだけあって三人とも偏へん屈くつな長おさだが、こちらから出で向むいて誠意を見せてやれば、否いなとは言わんじゃろう」

「なら、そいつらの説得は任せていいか」

「おお、吾らで上う手まくやるわ」

　とヴィータが請け負ったので、それは彼女に任せることにする。

「一度、俺おれも挨あい拶さつしたほうがいいか？」

「そうよなぁ。たしかに挨拶をしたほうがいいかもしれんが、ぬしは龍りゆう王おうの御み遣つかい様じゃ、それに関しては向こうが出向いてくるべきじゃろうよ」

「じゃあ、その辺も、話をつけるときに一緒に調整しておいてくれ」

「うむ、わかった」

　この後、エゥラニアに戻ったハリガンとエンスーヤを除く族長が黒い森に戻り、まだ森に残っている魔女一族の長と話をした。

　説得には少し時間がかかったが、最終的には以下のような条件で合意に至った。





・各部族から代表者を出して、黒い森開発組合を結成する。

・組合が許可する範囲で人が森に入り産物を採ることを認める。

・採った産物を持ち出すときは組合の許可を必要とする。

・採った産物の代金は組合が一いち元げん管理する。

・砂金の採掘は人間には認めない。

・鉱物資源の調査のために岩場を試掘することを認める。






　その他、細かな条件は付いたものの、魔女の総意として、人間を森に入れ、産物や鉱物を採ることを認めたのだった。

　これは魔女の歴史を見ても画かつ期き的てきなことだった。

　森に入って産物を採取するのは、ほぼカサンドラ王国の者かレンスールの街の者に限られた。その二国の者ならばすでに交流がある。魔女たちも信頼ができると考えたのだ。

　この結果、黒い森で採れる産物の量は大幅に増えた。

　珍ちん奇きな産物はレンスール経由で大陸へもたらされ、高値で取り引きされた。

　森の背後に連なる山地で試掘を行った結果、有望な鉄と銅の鉱脈も見つかった。

　おかげで黒い森管理組合の懐ふところは大いに潤い、結果として各一族の懐も潤った。

　森に入る者のために、森の入り口直下に小さな村ができ、管理組合の本部はそこに置かれた。

　訪れる者は増え続け、村は急速に拡大した。

　村には市いちが立ち、森で採れた産物を直接売り買いできる場になった。

　やがて村は、街と呼べるほどの規模に発展していった。

　レンスールの街は、いち早くここに商館を置いて、積極的に取り引きを行った。それもレンスールの街が早い時期からナーガや魔女と交流を深めてきたためだ。自分たちの慧けい眼がんが自分たちに大きな利益をもたらすことになったわけで、五会頭は大いに自画自賛した。

　人が集まり、商取引が盛んになると、ルルドルブが通行を阻止しようとしても、それを無視して半島を訪れる商人も増えてきた。カサンドラ王国や黒い森へ向かう商人は、半島諸国のどこかで泊まることになるから、諸国での商取引量も増えた。

　大陸の諸都市、諸国家が、旧教会と新教会の全面的な戦争に巻き込まれて疲ひ弊へいしていく中で、半島諸国と大陸沿岸諸国は着実に実力を蓄えつつあった。
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　ナーガは魔女の勢力拡大を図りつつも、新教会と旧教会の戦争に関する情報収集も抜かりなく進めていた。

　旧教会側に立つ強国に情報収集要員を送り込んだりもした。魔女には情報収集には打ってつけの人材がたくさんいるし、そんな魔女たちを支える人間の数も増えた。あるときは旅芸人を装い、またあるときは旅の商人を装い、情報収集役を担った魔女と人は大陸各地を歩いて回った。

　新教会と旧教会の戦いは一進一退を繰り返していて、すぐに決着がつきそうにないことは聞いていたが、自分たちの目で確かめられたことは大きかった。

「今なら軍事的な負担をあまり考えないで勢力拡張に専念できるな」

　ナーガは東方の内陸部へ使節を送った。

　東方地域には占せん星せい術じゆつ師や予言師など、神秘的な能力を持った人間を召めし抱かかえている王侯貴族も多いから、魔女に対する忌き避ひ感も少なかった。

　エゥラニアやレンスールが中心となって、通商連合は東方の都市とも交易を始めた。

　富が集まり、人が集まり。

　集まった人はさらに富を呼び。

　人々の暮らしは豊かになっていく。

　それにつれて、魔女の存在も当たり前になってきていた。

　魔女は富と豊かさの象徴などと言い出す商人さえ現れた。

「何やらこそばゆいな」

　ハリガンなどは、掌てのひらを返したような周囲の評価に戸惑いを隠せない。

「魔女と人とが一緒に暮らせる世界は実現した……と言っていいのでしょうか、姉あね様さま」

　ハリガンの傍かたわらに立つアイスが言った。

「実現したと言ってしまうのは言いすぎかもしれんな。何しろ旧教会勢力は、未いまだに魔女のことを認めてはおらんのだからな」

「そうですね。頑かたくなですよね」

「それが宗教の恐おそろしさだな」

「教会の人たちも、いつかわたしたちを認める日が来るのでしょうか」

「さて、どうだかな」

　とハリガンは気のない返事をした。

「認めてくれるなら歓迎するが、もはや旧教会が認めようが認めまいが、どうでもいいと思えてきたな」

　ハリガンがそんなことを言える程度には魔女の存在は一般的になっていた。

　もっとも、沿岸諸都市と東方の内陸部では、という限定条件付きだったが。

「よう、ハリガンにアイス。久しぶりだな」

　エゥラニアの政庁舎に顔を出したナーガを、ハリガンとアイスが出迎えた。

「おお、ナーガ、久しぶりだな。おぬしはあちこちを馬で走り回っているから最近はなかなか顔を合わせられんからな」

「もうナーガさんも諦めて、裸になってエリュシーに抱えられて飛べばいいんじゃないですか？」

　とアイスが揶や揄ゆするように言った。

「ははは、俺おれもそうしたいのは山々だが、なかなかエリュシオーネがうんと言ってくれないんでな。おまえからも説得してくれ、アイス」

「え、山々なんですか？　引きます」

「おまえが言い出したくせに、酷ひどいな！」

「あとは、そうですね、もう少し体重を落とせばユウキの飛空挺に乗れるかもしれません。馬よりずっと速いですよ？」

「無視かよ」

　ナーガは軽くツッコんでから、駄目駄目、と右手を振った。

「いくら体重を落とそうが、ユウキが俺おれを乗せるわけないだろ」

　アイスは、くすっと笑って、そうですねぇ、と言った。

「仮に乗せたとしても、上空高く舞い上がったところで突き落とされるかも」

「やめてくれ。本当にありそうで恐こわいわ。というより、あいつの飛ひ空くう艇ていに乗って空高く舞い上がったところを考えるだけで足がすくむ」

「龍りゆう王おうの御み遣つかい様のくせに、高いところが苦手なのか」

　とハリガンが揶や揄ゆするように言った。

「空を飛んだことなんかないんだから、苦手に決まってるだろ」

　ナーガは辟へき易えきした顔になっている。

「そうだな。正直な話、吾われも飛空艇に乗れと言われたら少し恐い。あんな高いところから地上を見下ろすのを想像すると、な」

「安心してください、姉あね様さま。姉様は重すぎて飛空艇は浮かび上がりませんから、上空高くから地上を見下ろすことなどありませんよ？」

「はぁ？　重さで言ったら、吾もおぬしもそう変わらんじゃろうが！」

「そんなことはありませんよ？　わたしより姉様のほうが、きっと倍くらい重いです」

「そんなに重いわけあるか！」

「おいおい、二人とも、くだらないことで言い合ってる場合か」

「くだらなくはないと思いますけど」

　なんとなくアイスは不満そうだ。

「安心しろ、アイス。ハリガンが乗って飛べないのなら、おまえが乗っても飛べない」

「はうっっ」

　アイスは見えない鉄てつ鎚ついで頭を殴られたかのように仰のけ反ぞった。

「ナーガさんが酷ひどいです！」

　頭を戻したアイスが、びし！　とナーガを指さしてツッコむと。

「わかったわかった。そうだな、アイスもハリガンも見た目ほど重くはないから、飛空艇に乗っても軽々と空を飛べると思うわ」

「おざなり！」

「こいつ、適当なことを」

　アイスとハリガンが険しい目をナーガに向けた。

「それより。俺を呼んだのはどんな用事なんだ、ハリガン？」

　ナーガは大陸の諸都市を飛び回っている最中に、エゥラニアにいるハリガンから、

「相談事があるから一度立ち寄ってくれないか」

　という伝言を受け取ったため、エゥラニアまで戻ってきたところだった。

「ああ、そうだったな。じつは近いうちに黒い森に出で向むこうかと思ってな」

「おまえが黒い森に？　何か問題が起きたか？」

「いや、そういうことではない。最近は黒い森に人が入っているだろう？」

「そうだな。森に入った人間が何か問題を起こした……のではないんだな？」

「今のところ問題は起きておらんよ。そうではなく、人が森に入っているなら、もう吾われらの隠れ里を森に維持する必要もないと思ったのだ。それで隠れ里に住んでいる一族の者を、森の下の街に移住させようかと考えていてな」

「ああ、なるほどな」

「森の下にできた街は今も発展中だし、魔女と人とがほどよく混在している。吾ら一族の子供らが暮らすのに、ちょうどいいのではないか、と」

「おお、いいんじゃないか？　魔女と人とが一緒に暮らしているところで育てば、次世代の魔女にとって、魔女と人が一緒にいることが当たり前の風景になるんだ。自然なことになるんだ。それはとても大事なことだと思うぞ」

「で、あろう？」

　ハリガンは満足そうに頷うなずいた。

「そのための準備をしに、何人かの魔女を連れて街と森に出向こうと思うのだ」

「俺おれへの相談ってのはそのことか。俺は諸もろ手てを挙げて賛成するぜ」

「もちろんそれもあるんだが、それだけではない」

「ん？　他にも何か？」

「どうせ森まで出向くのだからな、久しぶりに骨休めと洒落しやれ込こもうかと考えたのだ」

「そうか。最近は各地の街も落ち着いているし、旧教会と新教会の戦いくさも膠こう着ちやく状態だ。何日か大陸を離れたって問題はないだろう」

「そこでだ、おぬしも一緒にどうか？　という誘いだ」

「俺も？」

「そうだ。おぬしもずっと働きづめだったろう？　たまには休みを取らんと体も心も参ってしまうだろうが」

「まぁ、たしかにな」

「森には眺めのいい露天の風呂もあるぞ。もっとも今は使っていないので、入るためには改めて掃除とか必要だがな」

「ああ！」

　ナーガはそのときのことを思い出し、懐かしい目になった。

「俺が落ちてきた、あの露天か」

「そうだ。おぬしが吾われの入浴を狙って落ちてきた、あの露天だ」

「だから！　狙ってないと！　何度言えばわかるんだよ」

　ハリガンが、おかしそうに笑った。

「わかっているとも」

「そうか。あれからもう二年くらい経たつんだな」

　ハリガンも遠い目になって宙を見上げた。

「長いようで短い、短いようで長い、そんな怒ど濤とうの毎日だったな」

「ああ。俺おれも向こうの世界にいたら十年、二十年かけて経験するようなことを二年で経験した、そんな気がするほど濃密な時間だったな」

「まぁ登場の仕方はあれだったが、吾らはおぬしに救われたのだ。のう、アイス」

「ええ。ただ滅んでいくのを待つだけだったわたしたち魔女は、ナーガさんに救われたのです。ですから、そのお礼も兼ねて」

「お？　なんだ？　もしかしてアイスが俺と一緒に露天風呂に入ってくれて、俺の背中を流してくれたりするのか？」

「え？　本気でそんなことを考えているんですか？　ちょっと引きます」

「いや。もちろん冗談だとも」

「いや。今の此こ奴やつの目はかなり本気だったぞ？」

　ハリガンがそう言うと、ナーガはあからさまにがっかりした様子を見せた。

「いやいや、冗談に決まってるだろ」

「そのくせ露ろ骨こつにガッカリしていますね？」

　アイスがジト目になってナーガを見やった。

「アイスが意味深に、そのお礼も兼ねてとか言うから、ちょっと期待しただけだ」

「完全に開き直りおって」

　ハリガンが呆れた顔になる。

「まぁあれだ、レラとかケイとかイクシーヌとかクゥ辺りなら、一緒に入ろうと言うかもしれないがな」

　ぴくり、とアイスの眉が跳ねた。

「なんだ、アイス？　まさか奴やつらに負けていられないとか思ったか？」

「いいい、いえ、そんなこと思うわけがありませんよ？　ただ、その、なんと言いますか、四人だけにそんな美お味いしいことをさせるのは悔しいかも……とか」

「思っているではないか！」

「よし、わかった。遠慮するな、アイス。おまえもどどんと裸になって露天に来い！」

「どどんと裸にはなりませんけどっ」

「ナーガ」

　ハリガンの口からひんやりとした声が漏れた。

「な、なんだ？」

「言っておくがな？　吾わが娘むすめらに手は出すなよ？　たとえレラとかレラとかレラが自分から脱いだとしてもだ」

「レラ限定かよ」

　ナーガは思わず苦笑してしまう。

「人と肉体的に交われば、魔女は魔力を喪そう失しつするのだ。そんなことになったら、吾われはおぬしを許さんぞ」

「わかっているよ。重々承知だよ。ちょっと残念だがな」

「残念なんですか？」

　とアイスが真意を窺うかがうように訊きいた。

「そりゃあ残念だろ。おまえらみんな可愛かわいいし、気き立だてはいいし、魅力的な娘こばかりじゃないか」

「そ、そうですか。今の言葉を聞いたら、皆も喜びますよ？」

「その筆頭がおまえだ、アイス」

「にゃっっ!?」

「おまえは優しいし面倒見がいいし気配りができるし、おっぱいは大きいし、おまけにおっぱいが大きいし、加えておっぱいも大きいしな」

「そこだけ重ねないでもらえますかっ!?」

「まぁ、ちょっと腹はら黒ぐろいのが恐こわいといえば恐いんだが」

「はい？　いま何か仰おつしやいました？」

「いや？　何も言ってないぞ？」

「龍りゆう王おうの御み遣つかい様は意外と女おんな誑たらしよな」

「そんなことはないと思うが」

「いや、あるだろうが。実際、吾が一族でも、何人もの魔女がおぬしにめろめろになっているしな」

「ははは。族長様も大変だな」

「笑い事ではないわ！」

　とツッコんでから、ハリガンはチラッと隣のアイスを見やった。

「ここにも一人、おるようなおらんような」

「いやだ、姉あね様さま、なんのことですか？　姉様ったら、もうお歳としだから、最近、目が悪くなってきたのでは？」

「阿あ呆ほか！　そんな歳ではないわ！」

「俺おれにツッコんだりアイスにツッコんだり。族長様は大変だな」

「他ひ人と事ごとのように言うな！」

　ハリガンが険しい目つきでナーガを睨ねめつけた。

「ハリガン、顔が恐こわいぞ。せっかくの美人が台無しじゃないか」

「こ……こいつは……」

　ハリガンは表情を少し緩めると、大きく深呼吸した。

「おぬしのそういうところに吾わが娘むすめらはみんな乗せられたんだろうな」

「おまえは乗らないのか？」

「吾われには族長としての責任と義務がある。そう軽々しく乗れはしない」

「そうか。そりゃ残念だ」

「こ……こいつめ」

　ハリガンは少し顔を赤くして、はぁ、とため息を吐ついた。

「ま、まぁ、それはいい。で、どうする？　黒い森へ一緒に行くか？」

「そうだな。久しぶりに行ってみるか。この世界での俺おれが始まった、あの黒い森へ」

「よし、決まりだな。アイス。森へ行く魔女の人選をしておいてくれ」

「わたしがですか？」

「なんだ？　嫌そうだな」

「外れた娘こから絶対に文句が出ます。恨まれるかも」

「なら、みんな連れていけばいいだろ」

　とナーガが口を挟はさむと、ハリガンが小さくため息を吐いた。

「そうしてやりたい気もするが、さすがにエゥラニアの政庁舎やレンスールの商館を空っぽにするわけにはいかぬだろ」

「だったら、籤くじ引びきですかね？」

　とアイスが言った。

「それなら、外れを引いたのはあなた自身の責任よ？　と言って、わたしは責任逃れできますしね」

（相変わらず黒いな、アイスは）

「はい？　ナーガさん、何か？」

「いや、なんでもないから気にするな」

「そうだな、籤引きにするか。とはいえ、現状、ハインドラ一族の魔女は各地に散らばっているから、籤引きするだけで大おお事ごとになるんだが」

「ユウキに飛んでもらうしかないですね。連れていくのは何人くらいですか？」

「そうよな。吾とおぬしと、他に五、六人……といったところか？」

「わかりました。では、籤を作って、ユウキと相談をします」

「ああ、頼んだぞ」

　こうしてハリガンは、自分やナーガと共に黒い森へ行く魔女の人選を進めようとした。

　したのだが。
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　結局、作った籤くじが威力を発揮することはなかった。

　まずユウキはレラのところへ行ったのだが。

「わたしに当たり籤を引かせないとユウキの髪に火を点つけて燃やし、ま、す！」

　レラは体の呪じゆ符ふを一枚引き剝はがすと、指で摘まんだそれをユウキの眼前に突きつけた。

「なぁぁ!?」

「さぁ当たり籤をこっそりと教えてくださ、い」

（恐こわい恐い、レラのマジ顔が恐すぎるぅぅ）

　ユウキはドン引いた。

「わかった。わかったから。ハリ姉ねえのところには、籤の結果をわたしが持っていくことになってるから、もうあんたが当たりを引いたってことでいいわよ」

「さすがユウキで、す。物わかりがよくて話が早いから好きで、す」

「物わかりがいいというより、あんたに脅おどされただけだけどね！」

　と激しくツッコんだあと、ユウキは、ま、いいわ、と矛先を収めた。

「じゃ、一人はレラで決まりってことで」

「当たりが引けてよかったで、す」

（いや、引いてないけどね、あんた）

「ところでユウキは行くのです、か？」

「え？　それは籤を引いてみないとわからないけど」

「でも籤を引かせるのがユウキで結果を姉あね様さまに届けるのもユウキなんです、から結果なんかいくらでも操作できるのではないです、か？」

「あ、たしかに」

「つまりユウキも参加する、と」

「いやいや、わたし、べつに籤の結果を操作してまで参加したいとは思ってないし。まぁ、籤が当たったら仕方がないから行くけどさ」

　レラが、に～んまりと笑った。

「そうです、か。わかりましたそういうことにしておきま、しょう」

「はぁ？　何いやらしい笑いを浮かべてるのよ！　籤くじ引びきの結果に従うのが筋ってものでしょう。無理やり行かせろなんて言うのはあんたくらいよ」

「籤に当たるといいねユウ、キ」

「べっ、べつにいいわけじゃないし。当たったらむしろ迷惑だってぇの。んじゃ、わたし、もう次の魔女のところへ行くから」

　ユウキはそそくさとレラの下もとを飛び立つのだった。

（レラってば、ナーガのこととなると見境なくすんだもの、ホント、恐こわいわ～。あそこまでナーガに執着する奴やつなんか、レラくらいだってぇの）

　ところがユウキは、行く先々でレラ同様、当たり籤くじをくれと言って脅おどされたり泣きつかれたりしたのだった。
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　クゥはいきなり革帯を伸ばしてユウキの首に巻き付け、

「当たり籤を寄よ越こさないとユウキの首の骨をへし折る」

　と迫ってきたし。

　ケイはユウキの足に取とり縋すがり、

「ユウキ様お願いします、この哀れなケイちゃんに当たり籤を恵んでくださいぃぃ」

　と泣きついてきたし。

　ノノエルは笑いながら水塊をユウキの顔に貼りつけてきて、

「大変です、当たり籤をくれないとユウキが溺れちゃうです」

　と脅してきた。

　呆れるやら恐おそろしいやら。

　ユウキは、

「当たったと報告するから」

　と言って這ほう々ほうの体ていで三人のところから逃げ出した。

「あ～恐こわ。みんなどうかしてるわよ、もう。あ、でも、どうしよう」

　ユウキは指折り数えてみる。

「レラにクゥにケイにノノエルとわたし。もう五人じゃないの。これ以上人数が増えたら、いかさましたのがアイスやハリ姉ねえにばれちゃう。そんなことになったら、わたし、アイスから延々と恐怖の折せつ檻かんを……」

　飛空挺で飛びながらユウキはブルッと身震いした。ちゃっかり自分も同行者の中に入れているところが、可愛かわいいというか図ずう々ずうしいところだ。

「イクシーも絶対に当たりを寄越せって言うだろうし、セレナとかリンネやリンナは泣くだろうし、エスピエーネは延々と文句を垂れまくるだろうし。あ～、面倒くさい。なんでこんな仕事を引き受けちゃったかな、わたし。全員のところを回ったことにして、もう戻ろうかな。うん、そうしよう」

　ユウキは全員のところを回るのを断念した。今日の面倒事を嫌って引き延ばした挙あげ句く、明日にはさらに大きな面倒事に襲おそわれる典型的な事例だが、このときのユウキとしては、そうするしかなかった。実際、黒い森から戻ったとき、ユウキは事情を知った他の魔女たちから責められることになったのだが、そのときはもっと重要で重大な事件が起きていたから、彼女も事なきを得たのだった。
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　それから一ひと月つきほどあとのこと。

　ハリガンは、アイスにユウキ、レラ、クゥ、ケイ、ノノエルの六人を伴って黒い森まで出で向むいた。もちろんナーガも一緒だ。久しぶりにナーガと行動を共にできるということで、レラやケイなどは大いにはしゃいでいた。

「っていうか、これほどはしゃぐレラって、初めて見たかも」

　ユウキなどは呆れ返っていた。

「ユウキは、はしゃがないですか？」

　とノノエルが訊きいてきたが。

「いや、だって、わたし、籤くじに当たったから仕方なく従ついて来ただけだし」

「なるほど、そうでしたか～」

「ちょっと。そんなふうにニマニマするの、やめて」

　などと賑にぎやかな道中が森の直下の街まで続いた。

　皆が馬に乗っているので、それに合わせてユウキも馬に跨またがっている。街から街へと移動することも多くなっているから、今では魔女全員が馬に乗れるようになっていた。

　街を管理しているアストゥロに挨あい拶さつをしてから、八人は急きゆう登とうを登り始め、やがて懐かしい黒い森の入り口に立った。ハインドラ一族の砦とりでが──今では砦ではなく駅舎として機能しているが──建っていたそこは、かつてナーガとハリガンたちが、カサンドラ王国軍を相手に奮戦した場所だ。

「はは。懐かしいな。もう十年も昔のような気がするぞ」

　ナーガは感慨深そうに辺りを見渡した。

「ここから始まったの、ですねわたしたちの戦い、は」

「そうだな。あのときはおまえたちの健けん脚きやくぶりに驚かされたもんだ」

「そうでした。わたし、ナーガさんを抱っこして走ったのでした」

　アイスも当時を懐かしむ顔になってそんなことを言った。

「いや？　抱っこはされてないけどな！」

「おんぶでしたか？」

「さて、どうだったかな」

「ナーガさん、そんなしらばっくれても駄目だって。みんな覚えてるし」

　などと、ケイが満面に笑みを浮かべて言う。

「なんでおまえは嬉うれしそうなんだよ」

「だって、いろんなことがあったな～って思って。あんな危機もこんな危機もそんな危機もあって、よく乗り越えてこられたな～って思ったら、自然と嬉しくなっちゃって」

「まぁ、気持ちはわからんでもないがな」

「さて、馬に乗ってもうひとっ走りするか」

　ハリガンが駅舎を管理している一族の若い魔女に声をかけた。

　八人は再び鞍くらに跨またがった。最近は森の中にも何本かの道が整備されたから、馬で移動することもできるようになっているのだ。

「よし、行こう」

　ハリガンの乗った馬が駆け出し。

　そのすぐあとをナーガの馬が追いかけ。

　アイス、ケイ、クゥ、レラ、ノノエル、ユウキの馬が続いた。
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　黒い森にあるハインドラ一族の隠れ里の引っ越しの下準備は滞とどこおりなく進んだ。

　ちなみに、魔女たちは黒い森の下にできた街を「下の街」と呼んでいたが、人間たちは「黒い森の街」と呼んでいる。

　ハリガンのところだけでなく、ヴィータや他の族長たちも、森の隠れ里を「下の街」に下ろすことを検討しているようだった。

　ハリガンやアイスは隠れ里を「下の街」に下ろすことをあまり心配していない。「下の街」は魔女が支配管理している街だということもあるが、何より街に来る人間は、誰もが魔女の存在を認めている者だからだ。

　旧教徒も混じっているが、魔女は滅すべし！　という過激で固こ陋ろう頑がん迷めいな信徒はいない。それも当然だ、そんな信徒が西さい果はての半島まで来るはずがない。実際、「下の街」で魔女と人との諍いさかいはほとんど起きていない。

　そんな現状にハリガンなどは、

「変われば変わるものだな」

　と感慨深そうに感想を漏らしていた。

「人は変わるものさ。人が変われば、国も時代も変わる。そんなもんさ」

　とナーガが応えた。

「ですが、人が変わるのは簡単ではありませんよ。人だけでなく魔女だって同じですけど、待っているだけではなかなか変わりません。それを変えるのにどれほど大きな力が必要かを思えば、わたしたちはとんでもないことをやってのけたのではありませんか」

　そうアイスが言うと、それを受けてレラが、

「そのとんでもないことができたのもナーガさんのおか、げ」

　と言った。

「いや、俺おれはきっかけを作っただけだな。変えられたのは、おまえたち魔女の力だ。俺のことを過大評価する必要はないんだぜ」

　ナーガが力強い声でそう言うと、一緒にいた魔女たちは──ある者は嬉うれしそうに、ある者は照れたように、ある者は気恥ずかしそうに、ある者は自信満々で──笑った。

「まだ新しい世界創りは道みち半なかばだが、すでに道は示された。時代は確実に動き始めている。この先も油断せず、着実に歩み続けていけば、新しい世界が必ず訪れる」

「だと、いいのだがな」

　とハリガンが応えた。

　ハリガン、アイス、レラ、ケイ、クゥ、ノノエル、ユウキ、そしてナーガは、あの露天風呂がある高台の一角に立っていた。

　眼下に濃緑色の黒い森が広がり、さらにその向こうには半島の赤茶けた大地が広がっている。大地の中を蛇のようにうねる鈍にび色いろの輝きはシュバイツ川だ。

「雄大な景色だな。これで大陸から突き出た小さな半島だというんだからな。大陸本土の広さときたら」

　ルルドルブ周辺の探索に出たあと、ナーガは海岸沿いを船に乗ってエゥラニア近くまで戻ってきていたが、最近は沿岸の諸都市を馬で行き来することも多くなっている。そんなときは、大陸本土の大きさ、広がりというものを実感していた。

（この西さい果はての半島だけで、尾お張わりの国が幾いくつも入るような大きさなんだ。その半島を支配下に置けたんだ、俺おれが尾張如ごときを統一できないわけがない。尾張をまとめれば、人が変わるし物の流れも変わる。そうすれば国も変わる。やがては美み濃のも三み河かわも伊い勢せも変えてやる。そうやって国を変えていけば時代が動くんだ。いや、俺が動かしてみせる……はずだったんだがな）

　ナーガは苦笑を浮かべて眼下に広がる光景を見やっていた。

　このときナーガの脳のう裏りには、故国尾張の、そして周辺諸国の絵図が、はっきりと浮かんでいた。

　そして日本全図までも。

「天てん下か布ふ武ぶ」

　彼の脳裏に、そんな言葉が自然と浮かんできた。

　信のぶ長ながの生きた時代、「天下」とは、ふつう近畿一円を意味する言葉だが、彼が思い描く「天下」とは、日本全土だった。

　その天下を統一するための様々な戦略が浮かんでは消えた。

（ここでは、いろいろなことを試せた。その経験は、必ずや俺の天下統一に大きく貢献するはずだ。とはいえ）

　苦笑は、いつしか自じ嘲ちようの笑みに変わる。

（道筋が見えたというのに、それを実行する機会が俺にはないというのが、なんともはや、だな）

「ナーガよ」

「なんだ、ハリガン？」

「久しぶりにあそこを見てみるか」

「あそこ？」

「おぬしがこの世界に落ちてきた場所だ」

「ああ、露天風呂の」

「風呂自体は今は使っていないがな」

　ハインドラ一族のほとんどが森を出てしまっているから、露天風呂が使われなくなって久しい。源泉からお湯を引いてくるための樋といも外されていて、岩場に造られた大きな露天風呂にお湯はなかった。たまに子供たちが隠れ里から掃除に来るくらいで、露天風呂には葉っぱや木の枝が落ちている。

　石組みの露天風呂の前に立ったナーガは宙を見上げ、風呂を見下ろした。そうして視線を上下に動かしながら、小さなため息を吐つく。

「俺おれはここに現れたんだよなぁ。はは、あのときは本当に仰ぎよう天てんしたものだぜ」

　そんなナーガの言葉を受け、アイスがにっこりと微笑ほほえんだ。

「そして現れたナーガさんは、全裸でお湯に浸つかっていた全裸の姉あね様さまの全裸のおっぱいを全裸で……いえ、全力で揉もみ拉しだいたというわけですか」

「全裸全裸言うな、アイス！　風呂に入るのだから裸になるのは当たり前だ！」

「そういえば」

　アイスはどこ吹く風でハリガンのツッコミを受け流し、ユウキに視線を向けた。

「あ？　な、なに？」

「ユウキは揉み拉かれなかったのかしら？」

「しっ拉かれるわけないでしょ！」

「そうじゃ。あのときユウキは『ぶっ殺す』とか言ってナーガに飛びかかろうとしたので、吾われが髪の毛で殴って気絶させた」

「ちょ！　今さらそんな話しないでよ、ハリ姉ねえ！」

　ハリガンは、ぷぷ、と思い出し笑いしながら言葉を継いだ。

「ユウキの奴やつは全裸で気絶して、全裸であめんぼのようにぷかりと浮かんで、全裸でお湯の上を漂っていたぞ」

「だからっ！　ハリ姉こそ全裸全裸言うなっっ！」

「あ～、懐かしいな」

「ナーガも思い出すのやめてっ！」

「二人ともなんて羨まし、い……」

　小さな呟つぶやき声が聞こえたので魔女たちが声のしたほうに目を向けると、石組みの露天風呂の縁へりに立っているレラがいた。

　皆の視線に気づいた彼女は、顔を赤く染め、慌あわててそっぽを向く。

「はっはっはっ、レラよ、残念だったな。いま風呂にお湯が張ってあれば、おぬしも全裸のナーガと一緒に全裸で風呂に入れたのにな」

「全裸全裸言わないでくださ、い」

「はっはっはっ、俺も残念だな」

　笑いながら、ナーガは石組みの露天風呂の縁に跳び乗った。

　その露天風呂は四阿あずまやふうの屋根で覆おおわれている。

　屋根の裏側を見上げながら、ナーガは、ふぅむ、と低く唸うなる。

「とくに何があるわけでもないのにな。どうして俺おれはここに出てきたのか」

　そのとき、地の底の方から何か低い音が響いてきた。

「じ、地鳴り？」

　小刻みな振動が足下から体に伝わってきた。

　魔女たちがはっとした顔で足下に視線を落としたその直後、ぐらりと地面が揺れた。

「うわ!?」

「地震だ！」

　すぐに連続した激しい揺れが襲おそってきた。

「こっ、これはっ!?」

「大きいぞ！」

「しゃがんで、みんな！」

　アイスの声に、みな腰を落とし、しゃがみ込んだ。しかし、ナーガは岩の上に立っていたため、揺れに振り落とされるような形で露天風呂に落ちた。高さはそれほどではなかったから怪け我がをすることはなかったが、激しい揺れが続いているため、立ち上がって避難することができない。

　激しい揺れはなおも続いた。

　唐突に背後の斜面に地割れが走り、割れた箇所からお湯が噴き出してきた。

　お湯は露天風呂に降り注ぎ、中にいたナーガはずぶ濡ぬれになってしまう。

　そのとき。

「ナーガさん頭上！」

　露天風呂の縁へりで岩にしがみつくようにしゃがんでいたレラが悲鳴を上げるように叫んだ。

　四阿の柱に大きなヒビが走った。

　あのままだと柱は倒壊する。

　そうなれば石の屋根が落ちてくる。

　その下にはナーガが。

「ナーガさん！」

　レラは咄とつ嗟さに飛び込んでいた。

　飛び込んだレラはナーガの上に覆い被かぶさった。

　二人の服を体を降り注ぐお湯が濡らす。

　揺れはいっそう激しさを増し、とうとう柱が倒壊した。

　ぐにゃり、と空間が歪ゆがむ。

　支えを失った屋根がゆっくりと落下を始め、次の瞬間、ナーガとレラの姿が消えた。












　石の屋根は盛大な音を立てて露天風呂に落ちていく。

「ナーガ！」

「レラ！」

　魔女たちの悲鳴は、露天風呂に落ちた屋根が砕ける大音響にかき消された。





　２






「ナーガとレラが……！」

　揺れが収まると、魔女たちは急いで露天風呂に集まった。しかし、そこにいたはずのナーガとレラの姿はどこにもない。屋根に押し潰されたかとも思ったが、隙間から覗のぞいても、屋根の下には誰もいない。

「皆、下がっておれ」

　ハリガンが髪の毛を槌つち状に固めて、落ちた屋根を叩たたき、粉々に砕いた。

　砕いた屋根の破片のうち、比較的大きな物をハリガンが髪の毛を使って払いのけると、すぐに露天風呂の底が現れた。けれど、やはりナーガとレラはどこにもいなかった。

「消えた!?　いや、まさか……」

　ハリガンは、すぐにその可能性に思い至った。

「まさか、あやつ、元いた世界に還かえったのか」

　周りにいた魔女たちの口から驚きの声が上がった。

「そんなことって、あるの!?」

「信じられない！」

「噓うそでしょう!?」

「おいおい、奴やつがどうやって現れたかを考えれば、その可能性、ないわけではないことがわかるだろう」

「で、でも」

「エリュシオーネのように、ある地点から別の地点へ飛んで渡れる魔女がいるんだ。ある世界から別の世界へ飛べる者がいてもおかしくはない。はっはは、もしかするとナーガはそういう体質だったのかもしれんな」

「笑い事じゃありませんよ、姉あね様さま」

「そうだよっ！　ナーガさんがいなくなっちゃって、これからどうするのさ!?」

「おぬしらこそ、何をそんなに焦っている？　何をそんなに慌あわてている？」

「え？　だって……」

　ケイが、ねえ？　という顔で仲間を見回した。

「といいますか、姉様はやけに落ち着いてますですね」

　ノノエルがそう言うと、ハリガンは事も無げに応えた。

「べつに焦る必要もあるまい」

「ないんですか!?」

　訊きき返す魔女たちは、みな一様に驚いた顔だ。

「先ほどナーガも言ったではないか。すでに道は示されたと。だから吾われらは、その道に沿って着実に歩んでいけばいいだけよ」

「で、でも」

「だけど」

　ハリガン以外の魔女たちは、誰もが不安の色を露ろ骨こつに顔に浮かべている。アイスでさえ、そうだ。

「おぬしらが不安に思うのも無理はないがな。これも先ほどナーガが言ったではないか。実際に事を成したのは吾ら魔女の力なのだぞ。たしかにナーガは吾らが進むべき道を見せてくれた。進むための策も考えてくれた。しかし、道を進んできたのは吾ら自身の足で、なのだからな。そこはもっと自信を持っていい。というか、持つべきだろう」

「…………」

　五人の魔女はハリガンの言葉を嚙かみしめる。

　同時に、ナーガがいなくなったという事実も。

「これからも吾われらの行く末には幾いく多たの試練と危難が待ち受けているだろう。だが、今まで吾らが潜くぐってきた試練に比べれば、どうということはあるまい。今まで吾らが切り抜けてきた危機に比べれば、どうということはあるまい。この程度のことでおたおたしていては、ナーガの奴やつに笑われるぞ」

「そう、そうですね」

　とアイスが頷うなずき。

「クゥもやる。ナーガさんがいないのは寂しいけど、でも頑張る」

　とクゥが革帯を動かし。

「はい、頑張るです。ナーガさんが見せてくれた魔女の未来を必ず実現しなくては、なのですね」

　とノノエルは強い意志の籠こもった目で宙を睨にらんだ。

「まぁ、わたしはナーガの奴がいてもいなくても関係ないから、今までどおりやるだけだけどね」

「あんなこと言ってるけど、ユウキの奴、涙目になってないか？」

「なってるですね」

　ケイとノノエルがひそひそと言葉を交わしていると。

「そこ！　何か言いたいことがあるの!?」

「ないで～す」

「ありませんですよ？」

「むしろ、いなくなってせいせいしてるくらいだけどね……」

　ユウキは溢あふれ出でる涙を抑えきれなくなった。

「やだ……なんで……」

　ユウキが泣き始めると、つられたようにアイスもクゥもノノエルも目に涙を浮かべた。

「ほら、みんな泣かない泣かない。それこそナーガさんに笑われちゃうよ。あたしらはさ、魔女と人とが共に暮らせる世界を創るっていう仕事を頑張って最後までやり遂げなきゃ。いつかナーガさんが戻ってきたとき、ナーガさんに新しい世界を見せつけてやるためにさ。新しい世界であたしたちと人間が仲良く暮らしているところを見せつけてやるためにさ」

　残りの五人は驚きの顔をケイに向けてきた。

「ケイちゃんが……百年に一度のいいことを言ったです」

　ケイが大げさに仰のけ反ぞった。

「ノノエル、酷ひどっ！」

　体勢を戻したケイが、びし、とノノエルを指さしてツッコむ。

「それ、あたしが一生に一度しかいいことを言わないってこと!?」

「概おおむねそんな感じです」

「ますます酷ひどっっ！」

　周囲で笑いが弾はじけた。

　ユウキも、泣きながら笑っている。

「ユウキ」

「あ、なに、ハリ姉ねえ？」

「泣なき止やんだら飛んでくれるか？」

「泣いてなんかいないからいつでも飛べるけど……どこへ飛ぶの？」

「とりあえずヴィータを始め族長たちにはこの件を報告しておかんとな。ヴィータはサント・ゼッファ国にいるはずだから、まずはそこへ、だ」

「うん、わかった」

　ユウキは、ごしごしと目を擦こする。

「ヴィータの奴やつが慌あわてふためくようなら、かまわん、吾われの代わりに叱ってやれ」

　ユウキは少しだけ顔を顰しかめた。

「ヴィータさんを叱るとか、ちょっと難易度が高いけど、うん、でも、わかった、ヴィータさんがおたおたするようなら、気合いを入れてやる」

　ハリガンはユウキに向かって微笑ほほえんだ

「ああ、頼んだぞ」

　このとき、ハリガンの気持ちは本当はどうだったか。

　他の魔女たちと同様、驚き、焦り、狼狽うろたえていなかったのか。

　族長としての責任感からそれらを抑え込み、他の魔女を勇気づけようとして、ことさら気丈に振る舞っただけなのかもしれない。

　空から元げん気きを見せつけただけなのかもしれない。

　ハリガンがこのときの心境を語ることなどないだろうから、真相はわからない。

　だが、こうして突然彼女たちの前に現れたナーガは、現れたときと同様に突然、彼女たちの前から姿を消したのだった。




「まぁ、ナーガさんは自分の世界に戻っただけだからいいとして、レラのことが心配だけどね」

　とケイが言って、アイスが、そうね、と頷うなずいた。

「少し心配よね」

「レラの奴、ハリ姉やアイスの監視がなくなったのをいいことに、ナーガさんの前で服を脱いで迫ったりしないかなぁ」

　がくぅ。

　アイスが大きくずっこける。

「そっち？　ケイちゃんが心配したのはそっちなの!?」

「え？　それがいちばん心配じゃない？　ねえ、クゥ？」

「もの凄すごく心配。というか、一緒に行けなくてクゥは悔しい」

「アイスは何を心配したのさ」

「いえ、水や食べ物が合うかとか、言葉は通じるのかとか、いろいろあるでしょう？」

「そんなの、なんとかなるでしょ。ナーガさんがついてるんだからさ」

　はぁぁ、とアイスは大きなため息を吐ついた。

「あなたはお気楽でいいわね？」

「あれえ？　あたし、馬鹿にされてる!?」

　ケイが不服そうに頰ほおを膨らませると、ハリガンもぶっ込んできた。

「ケイの場合、お気楽と言うより能天気と言うべきだろうな」

「あ、今度は完全に馬鹿にされた」

「だが、今回の場合はケイの言うとおりだ。吾われらが心配しても始まらん」

「だよね～」

「レラも子供ではないのだし、ナーガもついているのだ。あちらの世界に行っても、なんとでもするだろうよ」

　魔女は人と戦い、住処すみかを追われ、その過程で仲間をなくすことも多かった。魔女としての能力をなくした者は里を離れていくから、そういう別れも頻ひん繁ぱんに経験している。だから仲間の紐ちゆう帯たいはとても強いのだが、その割に仲間との別れには淡泊だ。

　ここでもレラとの別れを嘆き悲しむ者はいなかった。

「結局、レラの奴やつがナーガさんを独り占めかぁ」

　とケイが言うと。

「ナーガさん、あちらの世界では領主の息子でしたっけ？　ということは、将来、ナーガさんが領主になるわけですか。そうなるとレラが領主の奥方さんに収まるんでしょうか。羨ましい話ですね」

　とノノエルが続き。

「レラがナーガさんの奥方？　許せない」

　クゥの体から嫉妬の炎が噴き出し、彼女の背後で、ゴゴゴゴゴ、という擬音が上がったような気がする。

「羨ましいっていうか、ちょっと悔しいかも」

　ユウキが囁ささやくような声で本音を漏らし。

「いや？　ナーガには正妻がいるとか言っていなかったか？」

　とハリガンが言うと、皆が、あ～、となんとも間の抜けた声を漏らした。

「そんなこと言ってたかも」

「じゃあレラは妾しよう妃ひということになるですか」

「いや、まだなると決まったわけではあるまい」

　すると、ケイが何かに気がついたように、そういえば、と言った。

「ナーガさんのいた世界じゃ魔女への迫はく害がいとかなかったのかなぁ？　その話は聞いてなかったなぁ」

「大丈夫でしょう。そんな真ま似ね、ナーガさんが許しませんよ？」

「だよね～。そもそもナーガさんってさぁ」

　魔女たちは壊れた露天風呂から動こうとせず、ナーガとの思い出話に花を咲かせた。

　もしかしてそこにいれば、再びナーガとレラが出現するのではないかと密ひそかに期待していたのかもしれない。

　けれど、いつまで経たっても二人は姿を現さなかった。

　日が暮れかけてきた。

　真っ赤に染まった空を見上げたハリガンが、ぽつりと言った。

「とりあえず隠れ里まで戻るか」

　魔女たちはまだナーガが消えたことが信じられない思いだったが、ナーガの出現自体が信じられないような出来事だったのだ。であれば、唐突で信じられないような帰還があっても不思議ではないと、そんな思いもあった。

　ケイがさっと右手を上げた。

「あたし、ここで野宿する」

「おまえ」

　ハリガンが呆れた顔になると。

「クゥも」

「では、わたしもつき合うです」

「わかったわかった。ではユウキは……」

「わ、わたしは……わたしも残る！」

「いや、おまえはヴィータのところへ」

「明日の朝一で飛ぶから。いいでしょ、ハリ姉ねえ？」

　ハリガンは渋い顔で、仕方ないな、と頷うなずいた。

「あの、姉あね様さま、わたしも」

　アイスが遠慮がちに手を上げると、ハリガンは小さくため息を吐ついた。

「ああ、好きにしろ。明日の朝、迎えに来る」

　結局、アイス、ケイ、クゥ、ノノエル、ユウキは壊れた露天風呂で野宿した。

　五人は夜を徹てつして語り合った。

　ナーガと出会った頃の思い出を。

　ナーガと共に戦ったこの二年間の経験を。

　それは一晩ではとうてい語りきれない量と密度だったが、彼女たちにとって、語ることそのものがナーガと決別するための儀式だったのだ。

　気がつくと東の空が白しらんできた。

　そのうち完全に夜が明けたが、やはりナーガもレラも姿を現すことはなかった。

　やがて隠れ里からハリガンと若い魔女が登ってきた。

「気が済んだか？」

　とハリガンに訊きかれ、アイスは無言で小さく頷うなずいた。

「では、戻るぞ。吾われらにはまだやるべきことがたくさん残っている」

「はい、姉あね様さま。と、その前に」

　アイスは崩れ落ちた屋根の残骸が散らばる露天風呂の前に立って頭こうべを垂れた。

　ケイもユウキも、クゥもノノエルも、アイスの横に並んで、同様に頭を垂れる。

「ナーガさん、本当にありがとうございました。あなたのおかげでわたしたち魔女は救われました」

「「「「ありがとうございました！」」」」

「わたしたちはこれからも魔女と人とが共に暮らせる世界を創るために戦っていきます。あなたは、あなたの世界で、あなたの戦いを続けてくださいね」

　そう言ってアイスが深々と低てい頭とうすると、ケイ、ノノエル、クゥ、ユウキが続いた。

「あたしたち、頑張るよ。だからナーガさんも頑張って。レラと一緒にね」

「必ず新しい世界を創って見せるです。ナーガさんもレラと一緒に目指す世界を創っていってください」

「クゥは頑張る。ナーガさんもレラも頑張れ」

「感謝はしてるのよ。それをあんたに直接、言えなかったのが少し残念。というか後悔してる。ごめん。そしてありがとう。レラのこと、よろしくね」

　五人は清すが々すがしい表情で顔を上げる。

「本当に不思議な人でしたね、ナーガさん」

　アイスがそう言うと、ハリガンは、はは、と笑った。

「突然現れて、この世界を引っかき回すだけ引っかき回して、今度は突然に消えおった。奴やつらしい出会いと別れとは言えるな」

「あの人との二年間は、本当に濃密で激動の時間でした」

「でもさぁ、大仰なお別れを言ったけど、ナーガさん、そのうちまた不意に戻ってきそうな気もするんだよね」

　ケイがそう言うと、クゥは革帯をうねうねと動かしながら応えた。

「今度はわたしが入浴中に来てもらいたい」

「クゥの奴やつがとんでもないことを言い出した！」

　他の魔女から軽い失笑が漏れる中、ハリガンが厳おごそかな声音で呼びかけた。

「では、行くか。まだ吾われらの仕事は終わっていないのだからな」

「はい、姉あね様さま」

　ハリガンたち七人の魔女は、しっかりとした足取りでその場から離れていった。

　無人となった壊れた露天風呂の上を爽やかな風が吹き抜けていった。





　３






　ナーガは気づいたとき、直感的に戻ってきたことを知った。

　湿気を帯びた空気と濃い緑に覆おおわれた森。

　乾いていて峻しゆん烈れつな自然が当たり前だったあちらの世界とは対照的で、ここは湿っていて優しい。

　そして思い出した。

　こちらの世界のことを。

　自分が織お田だ信のぶ長ながであることを。

　ナーガは水辺に立っている。

　足下に目を落とすと、革の靴を小さなさざ波が叩たたいていた。この靴は、向こうの世界で出会った魔女たちがナーガのために作ってくれた物だ。

「魔女。なるほど、俺おれは俺がいた世界に戻ってきても、あちらの世界のことは覚えているんだな……そうだ！　レラは!?」

　慌あわててナーガが周囲を見回すと、少し離れたところ、波打ち際に倒れているレラを見つけた。

「あいつも無事だったか」

　ナーガは大きく安あん堵どの息を吐はいた。

「今度はあいつが俺の世界へ飛んできてしまったのか」

　ナーガは倒れているレラの下もとへ歩み寄っていく。

　それからレラを抱きかかえて波打ち際から離れ、彼女を草の上に下ろした。

　ナーガは改めて周囲を見渡した。

「間違いない。ここは俺が向こうに飛んだときにいた池の辺ほとりだ」

　ナーガはレラの傍かたわらにしゃがんで彼女の顔を覗のぞき込こむ。

「おい、レラ、大丈夫か!?」

　レラの頰ほおを軽く叩くと、彼女は小さな呻うめき声を発した。

「怪け我がもしてないようだし、体のほうは大丈夫そうだ。あとは」

　薄目を開けたレラに向かって、ナーガはなおも呼びかける。

「レラ、俺おれが誰だかわかるか？」

「あ…………」

　レラの言葉が明らかに向こうの世界の言葉として響いてきたので、ナーガは慌あわてて首筋を探った。

（いつも貼っているレラの呪じゆ符ふが剝はがれてしまったか。なら仕方がない。俺もあちらの言葉を使うしかないな。まぁ二年いたんだ、ある程度は使えるようになってるから問題ないだろ）

「おい、レラ、俺がわかるか？　何が起きたか覚えているか？」

「ナーガさ、ん！」

　がば、とレラが跳ね起きた。

「無事だったんですねナーガさ、ん！」

「ああ、俺は無事だ。おまえはどうだ？　どこか不具合はないか？　不快な気分になったりしてないか？」

「問題ありませ、ん……がナーガさんわたしたちの言葉、を」

「ああ、おまえの呪符をなくしてしまったんでな」

「そうです、か。屋根の崩落のときです、ね」

　そう応えてからレラは周りを見渡した。

　見たことのない風景が広がっている。

　右手には小さな池があって、池は森に囲まれている。

　森は森でも、黒い森とは明らかに雰囲気が違っていた。

「……ここは？」

「ここは……どうやら俺がいた世界のようだ。俺は戻ってきてしまったんだ」

「ナーガさんのいた世界!?」

　レラが目を見開いた。

「ここ……が？」

「すまんな。どうやらおまえを巻き込んでしまったらしい」

「素晴らしいで、す」

「すばら……え？」

　ナーガはレラの言葉に思わず目を見開いた。

「まさかナーガさんの世界をこの目で見られると、は。」

　そう言うレラの瞳は希望と期待に輝いているではないか。

「い、いや、おまえ驚かないのか？　怒らないのか？」

「怒る？　なんのためにです、か？」

「だから、わたしをとんでもないことに巻き込んで～、とか」

「たしかにこれはとんでもないことですが怒るわけありませ、ん。むしろ大喜びで、す」

「え？　そうなのか？」

「そうですと、も。わたしはずっとナーガさんの世界のことを知りたいと思っていまし、た。でもナーガさんは記憶をなくしていて断片的なことしか教えてくれませんでし、た。それが自分の目で確かめられるわけですか、ら」

「そうだったな。おまえは知的好奇心が、何よりも誰よりも旺おう盛せいな奴やつだったな」

「いけません、か？」

「いけなくはないけどな。取り乱して泣いたり怒ったりされるよりはずっとマシだけどな。だが、おまえ、もうあちらの世界に戻れないかもしれないんだぞ。ハリガンたちのことが心配じゃないのか？」

「わたしがいてもいなくてもそれほど大きな影響はありません、よ。姉あね様さまたちなら上う手まくやっていくでしょう。わたしがいなくなったことよりナーガさんがいなくなったこと、のほうが影響が大きいと思いますけ、ど。でもそれでもきっと上手くやっていきます、よ。魔女と人とが共に暮らせる世界、はもう半なかば実現したようなものでした、し」

「おまえ、大した奴だな。仲間と別れて感傷的になったりしないのかよ」

「それは少し寂しい気もしますがでも新しい世界を見られる、ことへの期待感の方が大きいで、す」

「はは。ほんと、大した奴だ」

「あ。もしかし、て」

　レラは窺うかがうような視線をナーガに向けてきた。

「こちらの世界のナーガさんにはわたしの存在は迷惑です、か？　こちらでも魔女は忌き避ひされるべき存在でしょう、か？」

「そんなことはないよ。だいたい魔女なんていう概念、こっちの世界には……あ！」

「どうしまし、た？」

「おまえ、魔法は使えるか？」

　というナーガの指摘に、レラは、あぁ！　と小さく叫んで目を見開いた。

「どうでしょう、か。試してみま、す」

　そう言ってレラは立ち上がった。

「幸い呪じゆ符ふも筆も無事ですか、ら」

　レラは筆を取り上げると、呪符に何事かを書き込んでいく。それから口の中で呟つぶやくように呪文を唱となえ、やおら呪符を高々と掲げたが。

　何も起こらなかった。

　レラはしばらくその体勢で固まっていたが、やがて諦めたように手を下ろした。

「駄目です、ね。魔法は使えないようで、す」

「使えないのか」

　ええ、と渋い顔で頷うなずき、レラは空を、森を、池を、ゆっくりと見渡した

「こことあちらでは世界の理ことわりが違う……ということでしょう、か。理由はともあれわたしが魔法を使えないのは間違いありませ、ん。時間が経たってこちらの世界に慣れてくれば使えるようになるかもしれませんが……いえどうでしょ、う。その可能性は低いように思えま、す」

「そうか」

「魔法の使えない魔女なんてナーガさんにとってなんの価値もありません、ね」

　レラは目覚めてから初めて寂しそうな表情になった。仲間との別れよりも、仲間と会えなくなったことよりも、ナーガの役に立てないことのほうが、レラには残念だったし悲しいことだった。

「なに言ってるんだ、おまえ」

　ナーガは広げた右の掌てのひらをレラの頭の上に載せた。

　そしてわしゃわしゃと髪の毛を搔かき回まわすように彼女の頭を撫なでた。

「ナ、ナーガさ、ん？」

「おまえにはこれがあるじゃないか。優秀でよく切れる頭がな。魔法がないくらいで自分のことを役立たずみたいに言うなよ」

「あ、はい、ありがとうございま、す」

　レラの頭から手を離すと、ナーガは背後を振り返った。

「さて、行くか」

「行くとはどこへです、か？」

「俺おれの家に戻るのさ……いや、待てよ。そもそも今はいつなんだ？　俺があちらの世界に飛んでからどれだけ時間が経ってるんだ？　もしかすると、もう俺の見知った人間は誰もいなくなってるかもしれないな」

　ナーガはもう一度、辺りを見渡した。

「少なくともこの景色は、あのときと少しも変わってはいないが」

　それからナーガはレラに目を留めた。

「問題はもう一つ、あるなぁ」

「な……なんです、か？　そんなにじろじろ見ないでくださ、い」

「俺の衣装も問題だが、おまえのその恰かつ好こうは大問題だ。この国にはそんな恰好をした女は存在してないんだよな。どうするかな」

　腕組みしたナーガは、何事かを考えていたが。

「異国人だと言い張ればなんとかなるか？　どうせ誰も異国の人間なんて見たことがないんだしな」

「あ、はぁ」

「ってことで、レラ、誰かに何か訊きかれたら。おまえは異国から遙はる々ばるやって来た者だっていうことにしておく」

「わかりまし、た」

「といっても、おまえには相手が何を言ってるかわからないし、相手にもおまえの言葉がわからないから、俺おれが通訳するしかない。ま、その辺は適当に誤ご魔ま化かしておくさ」

「お任せしま、す」

「じゃ、行くか。果たして今が二年後なのか、それとも十年後なのか。もしかして百年くらい経たってたりしてな」

　そんなことを言いながらも、ナーガは不安そうな様子を微み塵じんも感じさせない足取りで歩き始めた。
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　ナーガが清きよ州すの城へ戻ってみると。

「信のぶ長なが様がお戻りになった！」

　と家か臣しんたちが大騒ぎで出迎え。

「いったい三日もどちらへ行かれていたのです!?」

「まったくもう。皆であちこち探し回ったのですぞ」

「家臣の一人も連れないで出歩くなど、不用心にもほどがあります！」

　彼を取り囲んだ厳いかつい男たちが口々にナーガを、いや信長を責めた。

（三日かよ！　たった三日しか経ってないのかよ！）

　内心で驚き呆れる信長である。

「いや、しかし。若殿、少し背が伸びてはおりませんか」

「言われてみれば、まるで見違えるような印象」

「こう、風格が感じられると言いますか」

（そりゃまぁ、本当は二年ぶりだからな。見違えもするだろうよ）

　と内心で舌を出す信長だが、そんなことを言ったところで誰も信じないから、言いはしない。

「それより、若殿。そこのおなごは何者ですかな」

「なんという煽せん情じよう的な出いで立たち」

「見たところ南なん蛮ばん人じんのようでござるが」

　レラに目を留めた家来たちは口々に勝手なことを言いながら信長に詰め寄った。

　その中の一人が何かに思い至ったようで、あ！　と叫んで、レラを指さした。

「まさか、この南なん蛮ばんのおなご、遊女では!?」

「なんと！」

「では信のぶ長なが様、三日三晩に亘わたって遊ゆう郭かくに籠こもって遊んでいたと!?」

「南蛮の遊女に入れあげた挙あげ句く、身請けしてきたと仰おつしやるのですか!?」

「南蛮かぶれが高じて、そんな衣装を……いったいどこで用意させたのです？」

「織お田だ家の跡取りとしての自覚が足りないのではございませんか！」

「しかし、信長様が異国に興味を持たれていたのは知っておりましたが、このように胸も腰もない南蛮幼女がお好みだったとは」

　レラは彼らが何を言っているのかさっぱりわからなかったが。

（何か失礼なことを言われている気がしま、す）

　思わずむっとして眉を顰ひそめた。

　家か臣しんたちのある者は呆れながら、ある者は憤いきどおりながら、ある者は辟へき易えきしながら、信長を取り囲んだまま責め立てた。

「信長様がお留る守すのあいだ、我々がどれほど心配したか、おわかりですか!?」

「なのに、遊郭で南蛮の遊女を相手にずっと遊んでいたと!?」

「しかも身請けまでしてくるとは。それほど南蛮のおなごがお好きでしたか」

　彼らの難なん詰きつに対して信長は、

「あ～、もう面倒くさいから、それでいいわ」

　と投げやりに応えるのだった。

「それより。身み支じ度たくを整えたいんだがな。とくに、そっちの女。いつまでもあんな恰かつ好こうさせとくわけにもいかないだろうが」

「当然ですな。お城の中であんな破は廉れん恥ちな恰好、許されるものではございません」

「なら、着替えを用意しろ」

「あ、はぁ」

「あいつはまだ言葉が通じないから、何か言いたいことがある場合は必ず俺おれを通せ」

　信長にそう言われてしまえば、否いや応おうはない。

「それも承知してございますが」

　家来たちは不服そうな、あるいは要領を得ない顔で頷うなずくしかなかった。
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　屋敷に上がった信長は、侍女を呼んでレラに着替えさせた。

　ほどなくして、レラは着物を着て帯を締めた恰好で信長の前に現れた。

「ほう。なかなか似合うじゃないか。窮きゆう屈くつだろうが、当面はそれで頼むわ」

「かまいませ、ん。魔法が使えないのですから服で肌を覆おおって、いても不都合はありませんか、ら」

　信のぶ長ながは、先ほどの家か臣しんとのやり取りをレラにざっと説明してやった。

「異国出身の遊女です、か」

　レラは、くす、と笑った。

「それでナーガさんの家来衆が納得してくれたならいいのではないです、か」

「そうだな」

　と頷うなずいてから、信長は、ごほん、とわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「というわけで、レラ、おまえは南なん蛮ばん出身の遊女だったことになる」

「はい」

「名前は、そうだな、レラだと少し言いにくいかもしれない。麗れい羅ら、とでもしておくか」

「れいら？」

「これからおまえのことは、麗羅、と呼ぶからな」

「れいら……れいら……れいら」

　その語感を確認するように、レラは、いや麗羅は何度も名前を口にした。

「承知しましたナーガさ、ん」

「ああ、そうそう、俺おれのことは信長と呼んでくれ」

「あ、はい、ノブナガさ、ん……何か変な感じで、す」

「余よ人じんがいないところならそれでかまわないんだがな、家臣どもがいる席では、様づけで呼んでくれるとありがたいな。信長様、だ」

「わかりました。えぇと」

　麗羅となったレラは、初めて日本の言葉を口にした。

「ノブナガさま」

　それから自分の言葉で訊きいた。

「これでよかったです、か？」

「ああ、それでいい」

「わたしもまず言葉を覚えなくてはなりません、ね」

「で、これからのおまえの処しよ遇ぐうだが」

「は、い」

　畳の上で麗羅は居い住ずまいを正した。

　といっても、麗羅に正座などできない。

　彼女は信長が用意させた床しよう几ぎに腰を下ろしたまま背筋を伸ばしただけだ。

　畳の上に床几を置くことに顔を顰しかめる臣下もいたが、信長は、

「南なん蛮ばん人じんは家の中でも椅子という物に座るんだ」

　と言って彼らを煙けむに巻いたのだった。

「おまえは元遊女で、俺おれが身請けしてきたということになった。だからおまえは、このあと俺の側室として扱うことになる。いいか？」

「いいも悪いもありませ、ん。わたしはこの世界では何もできませんからナ……ノブナガさまの仰せのとおり、に」

「すまんな」

「謝らないでくださ、い。そのことをわたしはまったく負担に思いません、し嫌だとも思いませ、ん。それより、も」

　麗れい羅らが窺うかがうような視線をちらっと信のぶ長ながに向け、そしてすぐに逸そらせた。

「その……愛あい妾しようというのは名目上のことです、か？」

「そう、それだ」

　麗羅と同じように床しよう几ぎに腰を下ろしていた信長が、ずいっと上体を乗り出した。

「一つ確認しておきたいんだが」

　信長の真剣な眼まな差ざしに圧おされるように麗羅は頭を引いた。

「な……なんでしょう、か」

「おまえはもう魔法が使えない。つまり処女を守る必要もないってことになるな？」

「あ!?」

　意表を衝つかれたという顔になった麗羅だが、すぐに頰ほおを赤く染めて小さく頷うなずいた。

「あ。そ、そうです、ね。そうなりま、す、ね」

「ってことは、おまえに手を出しても怒られないわけだな。もっともハリガンもアイスももういないから怒るような奴やつはいないんだが、おまえ自身に怒られたくないしな」

「手……手を出す、と、は、あ、の」

「まぁ早い話がだな、俺がおまえにいやらしいことをしちゃってもいいんだよな？　ってことを訊きいておきたかったんだよ」

「そ……それはつま、り……」

　麗羅の顔がさらに赤くなる。

「そうだよ。おまえと媾合まぐわっちゃってもいいんだよな!?　ってことだ」

　ぶしゅ。

　麗羅は、そんな音を立てて自分の頭頂部から湯気が噴き出したような気がした。

「あの……それをノブナガさまがお望み、ならばいくらでもお好きにどう、ぞ」

　もう呪じゆ符ふなど一枚も貼りつけていないのに、麗羅は魔法の炎に包まれたような熱さを感じていた。

「よし！」

　びくっっ。

「思いきり好きにするからな。それはもう好きにするぞ？　あんなことやこんなことまで好きにするぞ。覚悟しておけよ、麗れい羅ら」

　自分のことを舌舐なめずりするように信のぶ長ながが見つめている。けれど麗羅は彼の視線が嫌ではなかった。それどころか、早く好きにしてほしいとさえ願った。

　今すぐ服を脱いで信長にその身を差し出してもいいとさえ思ったが、生あい憎にくと着物という服の脱ぎ方がわからない。

（ノブナガさんが脱がしてくれるのを待つしかないで、す、ね）

　そのときのことを思うと、体の芯が熱くなる麗羅である。

「えぇと、が……頑張りま、す」

　麗羅は顔を真っ赤に染めたまま丁寧に頭を下げた。

「何をどう頑張るつもりっ!?」

　ユウキかケイがいれば、そうツッコんできたことだろう。

　だが、ここにはもう魔女はいない。

　レラも魔女ではなくなった。

　南なん蛮ばんからやって来た麗羅として、この日本で、戦国時代で、生きていくしかないのだ。

　信長と共に。

「よろしくお願いしますノブナガさ、ま」

「ああ、よろしくな、レラ……麗羅」

　そう言ってから信長は、にやりと笑った。

「おまえを好きにするのは夜のお楽しみに取っておくとして」

　ぶしゅ。

　麗羅は、またも自分の頭の天てつ辺ぺんから湯気が噴き出したような気がした。

「こちらでもおまえに見せてやるぜ。俺おれの戦いを」

「あ、はい？」

　麗羅が顔を上げると、信長が真剣な面持ちでこちらを見ていた。

「この世界でのノブナガさまの目標とはなんです、か？」

「向こうと同じだ。新しい世界を創ることだよ。くだらない因いん習しゆうに雁がん字じ搦がらめになった古い世界を壊して、新しい世界を創る。それが俺の目標になる。とりあえずは天下を統一することだな」

「天下、統一……」

「それを成し遂げない限り、新しい世界は創れない。だから俺は天下を統一する。そのために戦っていく」

「見てみたいで、す。ナーガ……ノブナガさまの戦いを」

「見せてやるさ。俺おれの横にいて俺の戦いを見守るのがおまえの仕事だ。そして、ときには助言をくれ」

「わかりまし、た。わたしは。南なん蛮ばん人じんの麗れい羅らはいつ如い何かなる、ときもノブナガさまの隣に立ってノブナガさまの戦いを見守りま、す。たとえ何があろうと、も」

「よろしく頼むぜ」

　信のぶ長ながが右手を差し出してきた。

　麗羅がその手を取ると、彼はぐいっと彼女を引き寄せた。

「あっっ？」

　麗羅の体が信長の腕の中に収まった。

「やっぱ夜まで待てないわ」

　信長は引き寄せた麗羅の顔に顔を寄せ。

　唇に唇を重ね。

　麗羅の唇を激しく貪むさぼった。
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　信長の天下統一事業は、まさにこの日から始まったと言っていい。












　信のぶ長ながは早々に尾お張わりを統一し。

　尾張に侵入してきた今いま川がわ軍を桶おけ狭はざ間まで破り。

　徳とく川がわ家いえ康やすと同盟を結び。

　斎さい藤とう道どう三さんから正式に美み濃のを譲り受け。

　北きた近江おうみの浅あさ井い長なが政まさとも同盟を結び。

　京を支配して室むろ町まち幕府の保護者となり。

　南近江の六ろつ角かく氏を滅ぼし。

　越えち前ぜんの朝あさ倉くら氏も滅ぼした。

　浅井家に対する信長の配慮が功を奏し、結局、浅井長政の裏切りは生じなかった。

　近畿から三み好よし勢を駆く逐ちくし。

　石いし山やま本ほん願がん寺じの門徒勢力も追い払った。

　返す刀で信長は武たけ田だ氏を滅ぼし。

　播はり磨まから備び前ぜんへと進出し。

　信長の圧力に抗こうしきれなくなった毛もう利り氏が膝を屈すると、もはや日本に織お田だ信長に対抗できる勢力はほとんどなくなった。

　唯一、信長の統一を阻止できる者と目された上うえ杉すぎ謙けん信しんは病死してしまった。

　その後、後ご北ほう条じよう氏を滅ぼすと、もはや日本に敵はいなくなった。

　九州の有力大名、大おお友とも氏に招かれて信長が九州に足を踏み入れたとき、事実上、天下は統一されたのだ。

　天下統一は、信長が三十代半なかばのときに成し遂げられた。

　本来あったはずの明あけ智ち光みつ秀ひでの謀む反ほんもなかった。

　あちらの世界の経験を活いかした信長が、最大限の気配りをし、警戒を怠らなかったためである。




　天下統一に至るまでの信長の幾いく多たの戦いには、毎回必ず、甲かつ冑ちゆうに身を包んだ南なん蛮ばん出身の小柄な女が帯たい同どうしていたと、太おお田た牛ぎゆう一いちによる『信しん長ちよう公こう記き』には記されている。

　女の名前は麗れい羅ら。

　南蛮出身の彼女こそ、織田王国二代目となる織田信のぶ偵よしの母親だった。





あとがき







　どうも、舞まい阪さかです。前巻からだいぶ間隔が空いてしまいましたが、無事に最終巻をお届けできて安あん堵どしております。




　舞阪の場合、作品を書き始めるとき、ラストシーンが決まっている場合と何も決まっていない場合の二パターンがありまして。

　前者の典型が「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」ですね。

　そして本作もそのパターン──ラストシーンが決まっている──だったのです。

　ただし。

　その「決まっているラストシーン」を予定どおり書けるかどうかは、その時点では未定でした……という言い方だとわかりにくいですか。要は、三巻くらいで終わってしまうような場合、このエンディングは書けないぞ、ということだったのですね。

　自分的には「せめて八巻くらいほしい、できれば二桁、十巻は続けたい。そこまで続けられれば予定していたエンディングが書ける」と、そう思っていました。

　こうして十二巻まで続けることができたので、安心して……と言うべきか、大手を振ってと言うべきか、ともかく考えていたエンディングを書くことができました。

　ここまでつき合って下さった読者さんのおかげです。

　ありがとうございました。




　さて、予定していたラストがどんなものなのかは読んで確認していただくとして。

　ラストシーンが決まっているのは同じでも、本作は「鋼鉄の白兎騎士団」と大きく違う点もありました。

「鋼鉄の白兎騎士団」の場合、ラストシーンに登場するキャラクターは予あらかじめ決まっていましたが、本作の場合は決まっていなかったのです。

　ラストシーンは決まっていたし、そこに魔女の誰かが出てくるというシチュエーションも決まっていましたが、「誰が」出てくるのかは決まっていなかったのです。というより、敢あえて決めませんでした。

　ナーガの隣に立つ魔女が誰になるのかは、読者の皆さんに決めてもらおうと思っていたからです。

　どうやったら、そんなことが可能になるのか。

　その解決方法が、前巻で呼びかけた、




「ナーガの隣にいて欲しい魔女」は誰か。あるいは「ナーガの隣に立つに相応ふさわしい魔女」は誰か。




　というアンケート……というか、人気投票でした。

　その結果。

　人気投票でめでたく一位を取ったキャラクターがあの魔女で。

　だから本作のラストシーンでナーガの隣にいたのは彼女だったのです。

　これは、皆さんが決めたエンディング、と言っていいのだと思います。

　一巻を書いたときからこうしようと思っていたことが実現できて、作者としては大満足です。




　さて、最後になりましたが謝辞などを。

　ある意味無茶苦茶なネタである本シリーズを取り上げて下さった初代担当様。

　途中で本作を引き継いで、作品を最後まで導いて下さった、二代目、三代目担当様。

　素敵な（エロい）イラストを描き続けて下さったよう太た様。

　長いあいだ、ありがとうございました。

　そして本シリーズを応援して下さった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。

　あ、そうだ。

　最後に一言だけ。

　本編ラストに、「信しん長ちよう公こう記き」にこんなことが書いてあるというような記述がありますが、もちろん本物の「信長公記」にそんなことは書いてありません。あれはナーガが◯◯◯◯きた世界で書かれた「信長公記」ですので、お間違えなきように。




　では、また近いうちにＭＦ文庫Ｊ（かノベルゼロ辺り）でお目にかかれる日が来ることを願いつつ。

　さようなら＆ありがとうございました。








二〇一七年九月吉日　　舞まい阪さか洸こう

















特別付録　書き下ろし「シリーズ完結に寄せて」







シリーズ完結に寄せて




　１巻の奥付を見ると、一刷りの発行年月日が二〇一二年七月三一日となっていますから、もう五年が経過していることになります。もうそんなに経ったか、という気もしますし、まだそんなものか、という気もします。長いような短いような五年間でした。

　この企画を担当さんに提出したときは他の企画のほうがメインで、三、四本出した他の企画にそっと紛れ込ませておいた、というのが正直なところです。だって、こんな無茶なネタが通るとは思っていなかったし（笑）。

　担当さんが「このネタで行きましょう」と言ったときは驚きました。思わず「いいんですか!?」と訊き返しましたっけ。いま振り返っても、よくこのネタを採用してくれたものです。勇者でしたね、当時の担当さん。

　一巻のカバーイラストと装丁を見たときにも驚きました。

　当時は主人公＋ヒロインの「ピン×ピン」が主流でしたから。こんなにキャラクター数が多いカバーは見たことなかったです。担当さん曰く、「エロゲーのパッケージを狙ってみました」だそうでして。なんというか、恐るべき勇者だったなぁ（笑）。

　そんなこんなで一巻目は、よう太さんの魅力的なイラストとエロゲパッケージ風デザインのおかげで売れてくれまして、こうして長期シリーズになったわけです。当時の担当さんには感謝してもしきれませんね。

　わたしがネタを考えるとき、タイトルが決まっている場合と、まったく決まっていない場合の二パターンがあるのですが（他の作家さんもそうかも）、「ナーガ」の場合は、最初から決まっていました。漢字を「落ちてきた」にするか「墜ちてきた」にするか、くらいでしたか、悩んだのは。

　それはさておき。

　この作品、エンディングは最初から決まっていたのです。ただ、それを描くには、ある程度の長さが必要だろうとも思っていまして。さすがに三巻で終わりじゃあ、このエンディング（どんな終わり方かは本編を読んでいただくとして）にはできないなと。少なくとも七、八巻はほしい。できれば二桁、十巻以上は。そう思って書いてきたのですが、こうして十二巻まで続けられ、予定していたエンディングを書くことができて、とても嬉しく思っています。

　とはいえ。

「あとがき」にも書きましたが、エンディングは決まっていても、「そこ」にいる魔女は決まっていませんでした。それも最初から決めていました。最後の最後、「そこ」にいる魔女は読者の皆さんに決めてもらおうと。そのために、十一巻が出たあと、アンケートを実施したのですね。アンケートで最高得票を獲得したあの魔女が、この最終巻で、だから「そこ」にいたのです。仮にアンケートで別の魔女が一位だったら、その魔女が「そこ」に立っていたでしょう。まぁ、これがあったから巻数が少ない場合は、予定しているエンディングを書くのは無理だと思っていたのです。

　これでもうナーガや魔女たちを書くこともないと思うと少し寂しいですが、今は満足感のほうが大きいですね。

　本当に長いあいだ、応援ありがとうございました。





二〇一七年一〇月吉日　　　　舞阪洸　　拝











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　自宅の風呂場をリフォームしました。いやぁ新しいお風呂は気持ちいいですね。お湯も、なかなか冷めないし。もっとも、お湯に浸からずシャワーで済ませてしまうことが多いのですが……。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務

　　→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー

　　→その後、独立→今年で25年め。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。

　　嫌い＝納豆（嫌いというより憎んでる）。

　　　　　待つこと、並ぶこと（立って）。

　　　　　猛暑（そのため関東脱出した）。







　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　１巻の頃から実は密かに結末を予想し続けていたお絵かき屋さん。

　　最後の局面に突如謎の空間に吸い込まれたナーガ一行が降り立った先は２０１７年の現代。

　　そう、第二部学園青春編へと続くのであった！

　　舞阪先生、担当様、ご愛読頂いたそこのあなた

　　長い間本当にありがとうございました☆

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見
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